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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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悪魔なあいつに愛されて





　









　爽さわやかな空気の中、澄すみ切った朝の光が輝かがやくような木こ洩もれ日となって美しい。


　その風ふ情ぜいは、少し戻もどれば華はなやかな表おもて参さん道どうのメインストリートがあるとは思えないほど、閑かん雅がな雰ふん囲い気きに満ちていた。緑あふれるエントランスが、まるで本物の森の中の小道のように感じられてしまう。


　井い川がわ桂けい祐すけは、思わず森林浴をしているような気分で深呼吸をしてしまいながら、目の前の建物を見つめた。


　緑の多い敷しき地ちにゆったりと建てられたそれは、六階建てではあるが横に長く、正面すべてが波打ったガラス・ブロックで造られているという洗練されたデザインから、ビルというよりは美術館のように見える。


　そしてそんなエントランスを抜ぬけ、迎むかえるように静かに開く自動扉とびらをくぐると、柔やわらかな朝の光に満ちた開放的なロビーが広がるのだ。


　ガラス・ブロック壁べいからふんだんに光を取り込み、その美しさを最大限に惹ひきたてるように天てん井じようの高いフロア二階分を吹ふき抜けとしたそのスペースには、訪問者のためのモダンなソファや観葉植物が置かれている。もちろん、どれもが洗練されたある美意識で貫つらぬかれたものだ。


　……本当に、隅すみから隅まで『voluptasウオルプタス』なんだからな。


　まったくあの人らしいと言うか……いかにも、『堂どう園ぞの高たか嗣つぐ』だ。


　まだ朝も早いせいでひと気がないこともあり、桂祐は立ち止まってあたりを楽しみながら、つい小さな笑えみを零こぼしてしまった。


　いくら自社ビルとはいえ、建物の隅々にまで自みずからの美意識を貫き通すのは容易なことではない。しかしそれを完かん璧ぺきに、易々とやってのけてしまうのが、桂祐の勤めるファッション・ブランド『voluptas』の社長兼けんデザイナーである、堂園高嗣という男なのだ。


　彼の創つくり出すデザインは、斬ざん新しんな上、知的さとセクシーさの両方を併あわせ持つ。そのため、艶つやとセンスのある成熟した大人おとなこそが着こなせるファッションであると、またたく間にセンセーションを巻き起こした。中でもオン・オフを問わない彼のスーツスタイルは、いわゆるファッション・リーダーとされる人気絶頂のアーティストやアスリートをはじめ、20代後半から30代の男女の絶大なる支持を集め、それに満たない若者からは、いつかは着たいと憧あこがれられるほどなのだ。


　さらについ最近では、社会人になりたての世代をターゲットとした『novusノウス』というブランドを立ち上げ、それが爆ばく発はつ的な人気を得たためにいっそうの注目を集めている。


　また、そういったデザイン面だけでなく、『voluptas』を世界的なブランドに育てつつあるビジネス的手しゆ腕わんやファッション・モデルにも劣おとらない男ぶりまでもが注目され、いまや若いビジネス・パーソンのカリスマとして不動の地位を築きつつある。


　……まさか、ここまでのことになるとはな。


　師し匠しようの店で知り合ったときは、想像もできなかったが……。


　桂祐はエレベーターを待ちながら、内心で苦く笑しようしてしまった。


　堂園と知り合ったのは、桂祐が20歳のときだ。服ふく飾しよく専門学校を卒業した後、尊敬する仕立て職人に弟子入りが叶かない、毎日夢中で修業に励はげんでいた頃ころだ。その師匠の息子むすこと堂園が友人だったために、遊びに来ていた彼と顔見知りになったのである。


　そして22歳になったとき、すでに彼らが立ち上げ、軌き道どうに乗せつつあった『voluptas』に力を貸してくれと誘さそわれたのだ。


　正直、最初はそんなつもりなどまったくなかった。幼い頃から憧れ続けた師匠にようやく弟子入りできたところだったし、仕立て職人の修業の日々に夢中だったからだ。


　桂祐が服作りに魅み了りようされたのは、物心がつくかつかないかという頃で、下手へたをすれば、それが生まれて初めての記き憶おくかもしれない。スーツを新調するという祖父に、師匠となる仕立て職人の店に連れて行かれたのだ。祖父は界かい隈わいでも評判の着道楽で粋いきな男だったが、師匠の店とは昔むかし馴な染じみで、家のすぐ近くでもあったので、気楽に連れて行ったのだろう。


　そうして店に一歩足を踏ふみ入れたとたん、桂祐は、すべてが視界に飛び込んでくるような衝しよう撃げきを受けた。その鮮せん烈れつさは、今もはっきりと覚えている。太く巻かれて様々な手て触ざわりをした服地、見たことがないほど長く紐ひものようなメジャー、なぜか布の上に線が描かける平たいチョーク、使い込まれて風格のある、いくつもの巨きよ大だいな裁たち鋏ばさみ。


　それらはただそこに置いてあるだけで、つい手を伸のばして触さわりたくなるほど魅力的だったが、服を作っていく過程がさらに面おも白しろかった。一枚の大きな布に印をつけ、じょきじょきといくつもの断片を切り取って、糸で縫ぬい合わせると、立体的な服になってしまう。そして、その時に惜おしげもなく披ひ露ろうされる、見事な職人の手て捌さばき。


　それはまるで魔ま法ほうのようで、桂祐は周囲の大人が呆あきれるほどの長い間、飽あきることなく眺ながめていた。それどころか、近所なのをいいことに、ほぼ毎日、遊びに行くようにまでなったのだ。


　職人らしくぶっきらぼうだが人のいい師匠や他の職人たちは、なんだかんだ言いつつも可愛かわいがってくれたし、師匠の子供たちとも仲良くなってちょっとした親しん戚せきのようになってしまった。そんな中で自然と、自分もこの店に弟子入りして、仕立て職人になりたいと憧れるようになったのである。


　さらに中学に上がる頃には、単なる近所の洋裁店だと思っていたその店が、実は何代も続く皇室御ご用よう達たしのテーラーだと知り、ますますそこで働きたい、学びたいと願うようになった。けれども、今の時代、専門学校くらいは出ておけという師匠の言葉に従って、足あし踏ぶみをするような気持ちでようやく卒業したのである。


　そんな念願叶った生活をしていたわけだから、他の場所で働くことなど、想像したこともなかった。将来的には自分の店を構えたいと思ってはいたが、まだまだ遠い先の話だったからだ。


　だから、師匠の息子の友人で、店にも頻ひん繁ぱんに出入りしていた堂園高嗣が、師匠の息子と二人で『voluptas』を立ち上げ、世間に認められ始めたときも、凄すごいことだと思いこそすれ、自分がそこに加わることなど考えたこともなかった。今の自分がやりたいことで、やるべきことは、師匠の技術を盗ぬすみ、仕立て職人としての腕うでを上げることだと信じて揺ゆらがなかったからだ。


　それなのになぜ、桂祐がここ『voluptas』にいるのか。


　その時のことを思い出すと、桂祐はいつも複雑な気分になる。


『voluptas』が軌道に乗り始めた頃、さらなる高みを目指したいからと堂園高嗣と師匠の息子にパタンナーとしてぜひ加わって欲しいと頼たのまれた。もちろん桂祐はきっぱりと断ったのだが、すると師匠から、行くように言われてしまったのだ。


　初めは耳を疑ったし、それなりにやってきたつもりではあったが自分は店には必要の無い人間だったのかと落ち込んだりもした。そんな人ひと柄がらじゃないと知ってはいても、息子に対する肩かた入いれじゃないのかと疑ったりもした。


　けれど、元々言葉の少ない師匠が口にしたのは、『自分の名前で仕事をしようって仕立て屋は、服さえ縫えればいいってもんじゃない』という一言だけ。


　桂祐に、技術以外でも足りないものがあるということだ。


　そう言われれば、桂祐にだって心当たりがないわけじゃない。


　周囲には冷静で真面目まじめな性格だと評されることが多いが、その温度の低さが災いしてか、話して面白味のある人間だとは我ながらとても思えない。さらに、仕事に関しては妥だ協きようできない質たちの上に口下手でもあるから、摩ま擦さつとまではいかないものの、現在、部下であるパタンナーたちとしっくりいかないことも多いのだ。


　しかし、それをどう直せばいいのかわからない。それにそもそも、直さなくてはいけないことだと、納なつ得とくできてもいないのだ。


　なぜなら、いくら師匠の言葉とはいえ、仕立て職人は服をつくるのが仕事のはずだ。それにそう言う彼だって、口数が少なくて、頑がん固こで偏へん屈くつ、昔かたぎの職人なのである。


　……でも、そう考えていくと、他に理由があるということになってしまうんだが……。


　そうだとすると、さっぱりわからなくなる。


　桂祐は途と方ほうに暮れたような気持ちを持て余しながら、通い慣れた仕事場であるパタンナー室のドアを開けた。


　するととたんに、重苦しい気持ちなど一気に晴れてしまうような光景が、目の前に広がる。


　まだ誰も出社していない広々としたその部屋には、ガラス・ブロックの壁を通って優やさしくなった朝の光が眩まぶしいほどに差し込んでいる。


　横に長いビルのワンフロアをほぼぶち抜いたこのスペースは、驚おどろくほど広い。しかしその三分の二を埋うめ尽つくすように、素材や道具であふれそうな巨大な作業台が整然と並び、あちらこちらに作りかけの服を纏まとったボディがいくつも佇たたずんでいる。


　その光景は、しんと静まり返っているけれども、けして寂さびしくはない。柔らかで明るい朝の光のせいか、作業中の服たちが新しく形づくられていくものの興奮を漂ただよわせるのか、静かだが、ふつふつとした熱気を感じさせるのだ。


　見慣れたはずの光景だけれどいつものように満足して、桂祐は自分の作業台に長い腕をついたまま、ひとつ大きく息を吐はく。チーフ・パタンナーである桂祐の位置からは、隅から隅までよく眺められる。


　桂祐は、現在28歳。服飾の専門学校を卒業してから約十年近く、この仕事をし続けてきたことになる。それでも、まだ、目の前の光景には飽きない。飽きるどころか、こうして一人、眺めるたびにわくわくとする。


　今日は、何を創れるんだろう。


　どんな素す晴ばらしいデザインを目にすることができるんだろう。


　そして、どんな困難に遭そう遇ぐうすることになるんだろう。


　もちろん、仕事のトラブルなど、無い方がいい。けれど、それを自分の技術や経験、工夫などを総動員してやり遂とげたとき、なんともいえない快感があるのだ。そして、ほんのわずかであっても、自分の腕が上がっているのがわかる。


　そうやって、職人として、自分がどこまで行けるのか。


　わくわくする気持ちの中にはそんな身が引き締しまるような想おもいもあって、それを感じるたびに、早く仕事がしたくなる。


　だからこうして、桂祐は、他のスタッフが来るより早く出社し、独りで気持ちを整えるのだ。


　やがてそんな朝の儀ぎ式しきめいた時間にも区切りをつけようと、桂祐が繊せん細さいな銀フレームの眼鏡めがねを軽く押し上げた時、廊ろう下かにぱたぱたと軽い足音が響ひびいた。


　すぐにコンコンと部屋の扉とびらがノックされ、少し長めのねこっ毛を揺らすように一人の若い男が顔を覗のぞかせる。


「あ、やっぱり、もう出社されてますね。よかった。おはようございます、桂祐さん」


「おはよう、慶けい」


　桂祐が挨あい拶さつを返すと、末すえ永なが慶は男にしては可愛らしい顔をにっこりと綻ほころばせた。


　彼は身長が１８０センチある桂祐と比べるとやや小こ柄がらだが、それなりに背が高い。しかしほっそりとして大きな瞳ひとみをいつもくりくりとさせているせいか、女性社員から癒いやし系だと騒さわがれるおっとりとして優しい性格のせいか、どこか小動物のような可愛らしさを感じさせるのだ。


　もしくは、どこかプレッピーな彼のスタイルも理由となるのかもしれない。今日も薄うすいラベンダー色のシャツに同系色のマルチ・ストライプのネクタイを締め、品の良いチャコール・グレーのスーツ・パンツに綺き麗れいな若草色のスニーカーを合わせている。


　それはいつもきちんとスーツを着こなす桂祐のスタイルとは違ちがうけれど、洗練された艶つやがあるし、なにより色の組み合わせ方が素晴らしい。


　桂祐はそう褒ほめようと思ったのだが、つい、いつもの悪い癖くせで躊躇ためらってしまい、微かすかに開きかけていた口をそっと引き締めた。


　しかしよく気がつく慶はそれを見み逃のがさなかったようで、柔やわらかく微笑ほほえみ、桂祐を促うながしてくれる。それにつられて桂祐は、改めて口を開いた。


「いや……色の組み合わせ方が素晴らしいな、と思って」


「ほんとですか？　ありがとうございます！」


　なんとなく申し訳ないような気持ちになりながら、桂祐がほんのわずかに苦笑いしてそう言うと、慶は嬉うれしそうににこにことした。


「桂祐さんに褒められると、いっそう嬉しいです。いつも、本当のことを言ってくれるから」


「……それより、用は？」


　本当のことをはっきり言う、というより、口下手のために思ったことしか言えないだけだ。気の利きいたことや楽しげな雑談などが、どうにも苦手なだけなのだ。


　しかしもちろんそんな言い訳も口には出来ずに、桂祐は内心で困りながらも、会話を断たち切るような言葉だけを返してしまう。


　こういう態度のせいで愛想が無い、冷たいなどと言われるのだとわかってはいるのだが、ここまで培つちかってしまった性格は、もはや直せないのだと諦あきらめてもいる。


　さすがにそんな桂祐の葛かつ藤とうには気づかないようだったが、慶は気を悪くした様子も見せずに再びにこりと微笑んだ。


「あっ、そうですよね、すみません。高嗣さんがすぐに社長室に来るようにって」


「わかった」


　桂祐は頷うなずくと、足早にパタンナー室を出て、六階にある社長室を目指した。








「失礼します」


　桂祐がそう断って社長室に足を踏ふみ入れると、中にいた人々が一いつ斉せいにこちらを振ふり返った。


　やはり壁一面をガラス・ブロックが占しめるこの部屋も、あふれんばかりの光が眩まばゆい。そして彼らは、その光を一身に受けるようにして壁かべ際ぎわにあるソファに腰こし掛かけていた。


　すぐに視界に飛び込んでくるのは、堂園の姿だ。


　長い付き合いとはいえ、見る度たびに気け圧おされてしまうような男らしく精せい悍かんな顔立ちに、強い眼まな差ざし。野性的な雰ふん囲い気きが漂う中、口元だけにわずかな甘さが滲にじんでいるのが男の色気を際きわ立だたせている。さらにその上、いかにも才能のあるアーティストらしい輝かがやくような存在感は、まさに選ばれし者といった印象がある。


　そしてそれだけでも十分だというのに、堂園はいつものごとく座っていてもわかる引き締まったからだで『voluptas』のスーツを完かん璧ぺきに着こなしていた。


　漆しつ黒こくでピンストライプのジャケットを羽は織おり、ブルー・グレーのシルクサテンシャツの襟えり元もとを無造作に開けて同色のチーフを差し、フロントがベルベットになっているやはり漆黒のベストを合わせている。上質なものをラフに崩くずしたその着こなしは、堂園の豪ごう奢しやで野性的な艶をさらに惹ひき立てていた。


　そんな堂園は、いつもながらに傲ごう然ぜんと、こちらにちらりと視線を投げただけである。


　今さらその程度で気分を害することもないが、彼の隣となりに座っていた副社長の香こう坂さか雅まさ人とが代わって声をかけてきた。


「桂祐、突とつ然ぜん悪かったな」


　彼こそが例の師し匠しようの息子で、堂園の親友、『voluptas』を成功させた片かた腕うでとして有名な男だ。


　容姿の上でも堂園とは好対照をなしており、すっきりとして涼すずしげな目元に高い鼻び梁りよう、端たん整せいで爽さわやかだが品の良い甘さを漂わせてもいる。


　どこか野性めいた魅み力りよくを感じさせる堂園と比べると、香坂はいかにも辣らつ腕わん家らしく冷静沈ちん着ちやく、人格者然としてそつがないのだ。


　そんな彼もトップの一人にふさわしく、『voluptas』のスーツを見事に着こなしていた。


　上品なペール・グレーのスーツに爽やかな白のシャツ、差し色として濃のう紫しの小こ紋もんのネクタイを締め、やはり同色のシルク・チーフをラフな形に丸めて艶のある遊び心を覗かせている。


　そんな二人が並ぶ姿はまさに双そう璧へき、『voluptas』の華はなやかさを象しよう徴ちようしているようで素晴らしい。


　桂祐は改めてそんな感想を抱いだきながら、香坂に向かって小さく首を振って見せた。


「いえ、別に。出社していましたから」


　するとそのとたんに、ソファの奥から快活な男の声が響いた。


『へえ、彼が噂うわさのパタンナーか。とてもそうは見えないな』


　聞き慣れないのはもちろん、それが英語だったことにも驚く。桂祐が声の主を探すと、堂園たちの左奥、他の人で一部視界が途と切ぎれた場所に、一人の外国人らしい男が座っていた。


　少し癖のある輝くような金きん髪ぱつに高い鼻梁、男らしく整っている顔立ちの中でも悪戯いたずらっぽい光を浮うかべた青い瞳が美しい。おそらく堂園たちと同世代だと思われるが、その少年を思わせるような眼差しと艶のある口元が絶ぜつ妙みような魅力を醸かもし出し、つい惹き込まれてしまうような、大人おとなの男の色気を放っていた。


　そんな彼の姿を認めたとたん、疎うとい桂祐であっても、さすがにその場に凍こおりつく。


　長い脚あしを組んでゆったりと座り、面おも白しろそうにこちらを見つめるその男は、世界中の女性を熱ねつ狂きようさせ、常にその動向が話題となる超ちよう大物ハリウッド・スター、アラン・ヴァン・カッセル本人だったからである。


　世界的な巨きよ匠しように偶ぐう然ぜん見み出いだされた彼は、難病を抱かかえながら生きる天才的だが破は滅めつ的な男という難しい役を見事に演じきって世界中から絶賛された。それ以来、役の大小、監かん督とくの有名無名に関係なく良質な作品ばかりに出演し、その度に数々の賞を受賞し、俳優としてのキャリアを確実に積み上げているのだ。そういう点で、同業者、特に後進のスターたちからも尊敬を集めているらしく、その存在感からも、最後のハリウッド・スターと評されているほどである。


　しかしアランはそんなことにはまったく頓とん着ちやくしていない様子で、驚おどろいている桂祐に小さく笑いかけると、ちらりと堂園に向かって親しげな表情を向けた。


『高嗣、パタンナーまで彼のように清せい冽れつで、透すき通った氷のように美しいだなんて、君のところは、まさか容姿も採用基準の一つなのか？』


　彼は茶化すように微笑むと、堂園たちや彼の後ろに控ひかえているプレス担当の二人組まで眺ながめやった。すると堂園は、なぜかむっとしたような表情をしながら鼻先で笑う。


『ふざけたことを言うな。そんなくだらない基準で人は選ばん』


　相変わらず完璧な彼の英語に感心しながら、桂祐は内心で大きく頷く。それと同時に久しぶりに使う自分の英語力がなまっていないことを知ってほっとしていた。元々は英語などまったく興味はなかったのだが、外国人のファッションモデルと仕事をするときに意思の疎そ通つうが図はかれないと不便なことに気づいて、勉強したのである。


　桂祐はそんなことを思い出しながら、当時、色々とアドバイスをくれた同期を見やった。堂園の後ろに並んでいる、プレス担当者のうちの一人、桐きり島しま准じゆん一いちだ。


　堂園はああ言ったけれど、実際のところ、自分はともかく、准一とその部下である塚つか本もと和かず哉やは、どちらもタイプこそ違ちがうが、なかなかの男前なのだ。


　准一は、主に『voluptas』の方を担当しているだけあって、端整で爽やかな中に大人の甘さの滲む男前だし、つい先日新ブランド『novus』の担当に抜ばつ擢てきされた和哉は、まだ若いせいか、格好いい中にどこか可愛かわいさが残るような顔だちで、跳はね馬のような活いきの良さがある。


　そしてそのどちらもが、それぞれの優すぐれたセンスを存分に生かして担当ブランドのスーツを見事に着こなしている。もし自分が女であったら、確実に彼らに見み惚とれてしまうだろう。


　桂祐がそんなことを考えていると、ふと准一と視線がかち合った。


　すると准一は心得たような表情をして、そつなく自ら口火を切る。桂祐がある程度は理解できることを知っているから、もちろん英語だ。


『桂祐、当然存じ上げているとは思うが、こちらは、アラン・ヴァン・カッセル氏。本日は、今度主演される映画の衣装の件で相談に来られたんだ』


　桂祐が軽くお辞じ儀ぎをしてみせると、アランはにっこりと笑った。それはまさしくスクリーンと同じで、桂祐は妙みような感動を覚える。


『僕が出演する予定の映画は、ファッションとアートの世界を舞ぶ台たいにした恋れん愛あい映画なんだ。どちらかといえば、明るいコメディ・タッチのもので、主人公は華やかな恋愛を繰くり返してはいても愛する相手を見つけられない男と、恋愛よりもアートに夢中な女。そんな二人がパーティで出会い、一目で惹かれあって恋こいに落ちる。お互たがい次の機会を望みながらもちょっとした行き違ちがいがあって約束できずに別れるんだが、偶然また会うことができるんだ。だが、不運なことに、それはビジネスの場でね。お互い、本当の自分を隠かくしながら、駆かけ引きを使って相手を夢中にさせなければいけなくなるんだ。そこで、色々と騒そう動どうが起こる』


　アランはそこで言葉を切ると、一同を見み渡わたす。


『もちろん舞台は現代のものだし、衣装ディレクターも参加する予定なんだが、流行の最さい先せん端たんでときめくような世界だから、公開した時にちゃんと旬しゆんを感じられる衣装にしたくてね。映画製作には時間がかかるから、信しん頼らいする高嗣に、ぜひそういう素す晴ばらしい服を作ってもらいたくてやって来たんだが……』


　最後にアランがちらりと堂園に視線を送ると、彼はそれを受け止めながらも平然と肩かたを竦すくめてみせた。


『悪いが、まったく興味が持てん。俺の時間と労力は、次のコレクションに使いたい』


『……と、言うわけ』


　堂園の態度は相変わらず傲ごう慢まんに思えたが、アランは気にしていない様子でただ苦笑し、自分も同じように肩を竦めてみせた。よほど長い付き合いなのだろう。


　すると傍かたわらから、[image: ]りんとした男の声が上がった。


『それで、俺が代わりに引き受けることになった』


　突然の声に驚いた桂祐がそちらに視線を向けると、『voluptas』のアシスタント・デザイナーで同期の伊い勢せ崎さき眞しん二じが、悠ゆう然ぜんと長い脚と腕うでを組み、まるで挑いどむかのようにこちらを見ていた。


　いかにも意志の強そうなはっきりとした眉まゆと強い眼まな差ざしは、いつも情熱的な色を滲ませていて、否いや応おうなしに他人の目を惹きつけてやまない。そして華やかに整って才気にあふれた顔立ちは、いかにもアーティストらしい印象的な瞳ひとみのせいか、頰ほおから顎あごにかけての精悍なラインのせいか、どこか野心的で猛たけ々だけしく、誰にも懐なつくことがないプライドの高い野生の肉にく食しよく獣じゆうのような雰囲気さえ感じさせることがある。


　そんな彼は、座っていてもはっきりとわかる引き締しまって均整の取れたからだを『novus』の服で包んでいた。


　チャコール・グレーのスーツ・ジャケットに同色のベストと白いシャツを合わせ、大きく開けたシャツの襟えりはもちろん、ベストまでもラフに着き崩くずし、胸元にはいくつかのシルバーアクセサリーを垂らしている。さらにそこにインディゴ・ブルーのジーンズとシルバーのブーツを合わせることで、いかにも彼らしい洗練された遊びのあるスタイルを創つくり上げていた。


　……それにしても、いまいち話がわからない。


　堂園の代わりに伊勢崎眞二が映画の衣装を手がけることになったからといって、なぜ自分がこの場に呼び出されるのだろうか。


　桂祐は内心でそう首をかしげた。コレクションの準備の他に、パタンナー室に舞まい込むだろう仕事が増えたということだけなら、後で確定事じ項こうとして下りてくるだけのはずだからだ。


　すると香坂が、とりなすように口を開く。


『二人とも誤解して欲しくないんだが、高嗣が断るから眞二を代わりに、というわけじゃない。そもそもアランが今回のことを思いついたのは、『novus』を気に入ってくれたからなんだ。『novus』は立ち上げから眞二が深く関かかわっているし、デザイン点数も多いから、そういうことであればむしろ眞二の方が適任だろうと考えて、声をかけた』


　その言葉を聞いた眞二は、まったく意に介かいさないように肩を竦めてみせた。


『別になんだっていいですよ。肝かん心じんなのは、俺がデザインした服を、自分の名前で世界中に発表できるってことだ』


　なんというか……図ずう々ずうしい奴やつ。


　同期である眞二のことは入社当初から知ってはいるが、その頃ころからこういった自信満々でふてぶてしい態度だった。さすがに堂園や香坂には敬意を払はらっているが、その他のスタッフに対しては表面的な愛あい想そだけで繫つないでいる感じなのだ。何が原因なのかは知らないが、周囲の人間を完全に見下しているように思える。


　そうはいっても才能は確かにあるから、受け流しては来たが……。


　眞二といえば、美大の卒業制作でつくった服がフランス・ヴォーグの編集長に気に入られ、その場ですべて買い上げられたなど、才能にまつわる伝説は数多くあって社内でも有名だ。それに、実際に創り出すものを見れば疑いの余地はない。


　しかし、いつになく鼻につく眞二の態度に桂祐が半ば呆あきれていると、香坂が、苦笑を漏もらしてちらりとこちらを見やった。アランには特に必要のない話なのか、日本語である。


「眞二がこの仕事を受ける条件は二つなんだ。一つは今言ったように、ブランドのデザイナーとしてではなく、伊勢崎眞二個人として仕事をすること。そしてもう一つは、パタンナーとして桂祐を専属とすること」


「……は？」


　予想もしなかったことに、桂祐は思わず声を上げてしまった。


　眞二と組むのが嫌いやだということではない。実は彼とは、これまで一度もきちんと仕事をしたことがない。だから、まさか眞二に指名されるとは思わなかったのだ。


　桂祐は、技術力の高さとセンスの良さから、基本的には堂園専属ということになっている。だから眞二のデザインに関わるのは、出来なくて困っている部下の手助けをするときや、全体的なミーティングなどで一いつ緒しよになるときぐらいなのだ。


　そして同期とはいえ、人との付き合いが苦手でそういった集まりを避さけている桂祐にしてみれば、そういう面でも接点は全く無い。


　なのに、なんで、俺……？？


　桂祐が目を丸くしていると、視線の先で、眞二がにやりと唇くちびるの端はしを上げたのが見えた。


「願ってもないチャンスなんだ。使える駒こまの中で最高の奴を選ぶってのは、当たり前だろ？　俺に乗って損はないぜ。なんとしても成功させる」


「いや……でも」


　駒だのなんだの、不ふ遜そんとも思える眞二の言葉の端はし々ばしに桂祐は内心顔をしかめた。彼のただならぬ気負いに、ますます嫌な予感も覚える。それにだいたい、もうすぐ次のコレクションの準備が始まるのだ。『voluptas』はもちろん、『novus』のショウも検討されているから、忙いそがしくなるのは明らかである。


「……次のコレクションの準備もありますし、専属というのはどうも……個人名でやるのなら、パタンナーも別に用意してはどうでしょう」


　あえて全員に向けて反論すると、眞二がむっとしたように眉を跳ね上げたのが見えた。


　するとそれまで興味なさげに黙だまっていた堂園が、ふと興味をそそられたような表情を閃ひらめかせ、にやりと笑う。


「いや、桂祐、お前がやれ。以前から、お前と眞二を組ませてみたいと思っていたんだ。当然次のコレクションの準備もやってもらうが、眞二との仕事の分は、別に報ほう酬しゆうを出してやる」


　……そこまでして、金が欲しいわけじゃないけどな……。


『voluptas』からは相応の額の給料をもらっているし、どうせそんなに金のかかる生活をしているわけではないのだ。


　さすがに実家からは独立して一人暮らしをしているが、ごく普ふ通つうのアパートを借りているだけだし、酒はともかく、煙草たばこは吸えない。ギャンブルもやらない。特にはまっている趣しゆ味みもないし、彼女だっていないから、そこまで金は欲しくないのだ。


　しかし、堂園にやれと言われれば、やらないわけにはいかない。それは彼が社長だからというだけではなく、堂園とは、そういう男だからである。


　桂祐が小さくため息をつくと、堂園は、やはり満足げに笑って一同を見渡した。


『では、決まりだ』


　するとアランが嬉うれしそうに立ち上がって、眞二と桂祐に握あく手しゆを求めてくる。


『よろしく頼たのむよ。高嗣については残念だったが、才能あふれる君たちにお願いできて、本当に嬉しい』


『もちろん』


『……精せい一いつ杯ぱい、力を尽つくします』


　自信満々に笑った眞二の隣となりで、桂祐は、慣れないことに戸と惑まどいながらアランの大きな手を握にぎり返した。別にファンと言うわけではないが、やはりなんというかオーラがあって、緊きん張ちようしてしまう。


　それでもなんとか握手を終えると、アランは二人を交こう互ごに見やって軽く両手を広げて見せた。


『今日は内々に打だ診しんに来たから一人だが、今度はぜひ、監かん督とくやスタイリストと引き合わせたい。二人とも、ちょうど来日する予定なんだ。日時については追って連れん絡らくさせるが、その時に、映画について詳くわしい打ち合わせをしよう。そちらは眞二だけが出席するのかな？』


『はい』


『あっ……できれば、僕も』


　一いつ拍ぱく遅おくれて桂祐がそう口を挟はさむと、眞二がじろりとこちらを見やった。


「お前はパタンナーだろうが。コンセプトは、デザイナーの俺が決めてくる。お前は黙って俺の言う通りに作ればいいんだ、余計な口出しをするな」


「……っ」


　殺気立ったような眼差しで睨にらみつけられ、ぴしゃりと言われて、桂祐は思わず言葉を失った。周囲がしんと静まり返ったのがわかる。


　別に、あんたの仕事を奪うばいたいわけじゃない。同席すれば話も早いし、イメージがぶれずに作業ができると思っただけだ。


　そう言いたいはずなのに、咄とつ嗟さに言葉が出てこない。


　でも、言わないわけにはいかない。


　これは、仕事なんだから。


　桂祐はそう自分に言い聞かせると、一つ息を吸い込み、腹の底に力を入れた。


　そして、しっかりと眞二の両目を見つめ返す。


「……同席すれば、イメージがぶれるリスクが減ると思っただけだ。デザインとは関係なく、作業がしやすい」


　なんとかそう言い返すと、眞二はふんと鼻先で笑った。


「なるほどね。それは、ご心配どうも」


　……こいつ……。


　さすがに桂祐がむっとした表情を顕あらわにすると、香坂がさりげなく仲裁に入ってくる。


「眞二、これから一緒に仕事をする相手に向かって、その態度はないだろう。桂祐の考えはありがたいじゃないか。打ち合わせには一緒に行ってもらえ」


　香坂の言葉であってもすぐには納なつ得とくできないのか、眞二は仕方がないとでも言うように小さく肩かたを竦すくめてこちらを見やる。


「じゃ、そういうことで」


　……って、なんだ、その言い方は！


　ああ、もう、本気でこの仕事やりたくないな……。


　大きな仕事で気負っているせいか、いつになく態度の悪い眞二に腹が立ったのはもちろん、これから先の苦労までも思い知らされた気がして、桂祐は密ひそかにため息をついた。











　アランに呼び出されたのは、それから数週間後の夜のことだった。


　打ち合わせを兼かねたディナーということで、『ヴィリエ・ド・ダルジャン』というシャトー・レストランに招待されたのだ。


　そこは、フランス貴族の館やかたのような豪ごう奢しやな建物と、世界中の美食家たちを唸うならせるという粋すいを極めたフランス料理、さらに極上のサービスが素晴らしいと有名で、さすがの桂祐も名前だけはよく知っているという超ちよう高級店だ。


　だから招待を知ったときには、嬉しいというより戸惑った。美味おいしい料理は嫌きらいではないが、慣れない雰ふん囲い気きの中で粗そ相そうをしないか、仕事の話に集中できるか、心配になったのだ。


　そして情けないことに、その時はつい、一人ではないから大だい丈じよう夫ぶ、などと思ってしまったのである。あの図太そうな眞二がいるからなんとかなるだろう、と。


　しかし、その眞二が、来ない。


　桂祐は天を仰あおぐような気持ちで、目の前に佇たたずむ豪ごう邸ていを見上げた。


　建物の側面にある店の入り口の真ん前で待っているのはさすがに気き後おくれがして、少し離はなれた場所に立っているから、暮れなずむ空の下、ライトアップされ始めた邸やしきの美しさがよく見える。


　広場に面して少し高くなった場所にある邸の正面には、テラスのようなスペースが造られ、その両りよう袖そでからはゆるやかなカーブの階段が伸のびている。そのテラスに置かれたライトと、広場に立てられた優美な形の街がい燈とうが、邸を華はなやかに照らし出しているのだ。


　それは道行く人々の憧あこがれを搔かき立て、食事にやって来る人々の気持ちをますます高こう揚ようさせる光景だったけれど、今の桂祐にとってはますます気が重くなるような眺ながめだった。


　……待ち合わせの時間と場所を決めたのは、お前だろうが！


　几き帳ちよう面めんな桂祐はその時間よりさらに早めに来ていたこともあって、思わず心の中で眞二に苛いら立だちをぶつける。


　社内で顔を合わせたとき、何時に会社を出るかとたずねた桂祐に向かって、眞二は呆あきれたように言ったのだ。


　──おい、『ヴィリエ・ド・ダルジャン』だぜ？　お前、仕事の時と同じ、そのくそ真面目まじめな格好で行くつもりかよ？　ま、それならそれで、別に俺はいいけど……店の前で、10分前に待ち合わせってことにしようぜ。


　……いいなら、わざわざ、ごちゃごちゃ言うな!!


　その時と同じむかつきが蘇よみがえってきて、桂祐は再び毒づいた。


　今日の格好は、青みがかったライト・グレーのスーツに同色のストライプが入った白いシャツ、黒のシルクタイに、それと合わせてスクエアに差したシルクチーフ。


　確かに自分でもビジネスの雰囲気を残した着こなしだとは思うが、眞二にあそこまで言われてしまった後では、着き替がえるのも癪しやくに障さわる。


　だからそのまま来たのだが、先ほどから、自分の前を通り過ぎては店の中に消えていく華やかな人々を目にするにつけ、やはり落ち着かないような気持ちになっていた。自分がひどく無ぶ粋すいな、場ば違ちがいな男に思える。


　……くそっ！


　様々な苛立ちが重なり、桂祐は珍めずらしくあからさまに舌打ちをしてしまった。


　このままでは、アランと約束した時間にも遅おくれてしまう。


　仕方なく、桂祐は携けい帯たい電でん話わを取り出した。眞二の番号など知る必要もないと思っていたのだが、会社を出る前にパタンナー室に顔を出した准一に、絶対必要になるからとメモを渡わたされてしまったのだ。


　そこに書かれた番号を打ち込もうと桂祐が視線を落としたとき、こちらにゆっくりと近寄ってくる気配に気づいた。


「やっぱりお前は、几き帳ちよう面めんだなー」


　……なんだと?!


　笑いを嚙かみ殺したような低い声にかちんときて顔を上げると、そこには遅ち刻こくのことなどまったく悪びれていないような表情をした眞二が立っていた。


「伊勢崎、お前……」


　さすがに文句を言おうとした瞬しゆん間かん、桂祐の言葉は途と切ぎれる。


　目の前の眞二が、これまで見たことがないような雰囲気をしていたからだ。それはどうやら、彼の着ている服のせいらしい。


　いつもは『voluptas』のスーツをシルバーアクセサリーやジーンズなどで着き崩くずすというスタイルが多い彼だが、今日は、他のブランドのものを身につけているのだ。


　クラシカルで仕立ての良いグレー地のスーツだが、どうかすれば野暮ったくなってしまうそれを、ショルダーストラップや肩かた口ぐちの小さなフラップ付きポケット、袖そで口ぐちの切り返しなどのミリタリー・ディテールを加えることで、実に洗練されたデザインとなっている。


　さらにその中には、ブルーグレーの濃のう淡たんのあるストライプのシャツと、やはり同系色で深い艶つやのあるネクタイを合わせ、腰こしには紋もん章しようと鹿しかをモチーフとしたベルト、胸むな元もとには牡お鹿じかの毛や雄おん鶏どりの羽を使った気品のあるフェザーピンをあしらっていた。


　それらは彼のアーティスティックで野性的な雰囲気と良く合い、いっそう惹ひき立てていた。しかも、それが不思議と嫌いやな印象を与あたえないのだ。場合によっては鼻につくほどの傲ごう慢まんさにもなりうる短所であるはずなのに、むしろいっそうの洗練と気品が漂ただよい、別世界の人間のような存在感さえ醸かもし出している。


　そうして少し長めの髪かみを無造作に後ろにかきあげ、流している様子は、同じ男で、どちらかと言えば嫌いだと思っているはずの桂祐にまで見み惚とれさせ、言葉を失わせてしまうのだ。


「……なんだよ」


　さすがに桂祐が呆ぼう然ぜんとしているのは気になるようで、眞二は少し突つっ張るような表情をして軽く眉まゆを上げてみせた。


「いや……ちょっと、びっくりして。素す晴ばらしいスーツとスタイリングだ。うちのスーツではないようなのが、口惜くやしいが……」


　あまりに驚おどろきすぎて、桂祐はつい、身構えることなく本音を漏もらしてしまう。


　すると眞二は心底意外だというように目を見開き、次の瞬間、ほんのわずかに照れたように笑った。


「今日は『voluptas』のデザイナーじゃなく、俺個人でやる仕事だからな。そこまでブランドイメージを大切にしなくてもいいだろ。それに、高嗣さんが創つくる服を尊敬してるし、愛してるから、無意識のうちにでも影えい響きようを受けると困る」


「へえ……」


　褒ほめられたのが予想外に嬉うれしかったのか、眞二はいつになく素す直なおな言葉を口にした。


　普ふ段だんあれだけ好き勝手にやっているように思える男が、『voluptas』や堂園に対する尊敬や愛情を語り、おそらく彼のプライドを懸かけているはずのスタイルまで変えていたというのだ。


　それを知った桂祐もつい感化され、普段は重い口が開く。


「……伊勢崎にそんな想おもいがあるなんて、知らなかった」


　すると眞二も、いつになく柔やわらかな表情で苦く笑しようする。


「ま、そりゃ高嗣さんだからな。才能はもちろんだが、あれだけのことをしてもらって……」


　あれだけのこと？


　桂祐がふと目を見開くと、眞二ははっとしたような表情で言葉を途と切ぎらせた。そして話を切り替かえるようににやりと笑うと、少し胸を張るようにして自分が着ている服を示す。


「才能と言えば、お前が褒めてくれたこの服、全部俺が創ったんだぜ」


「えっ……このスーツもか?!」


　施ほどこされている仕事の良さから、てっきり熟練した仕立て職人のものだろうと思っていたので仰ぎよう天てんし、桂祐はまんまとそれまでの疑問を頭から飛ばした。


　さらに思わず、もっとよく見たいと、眞二の肩かたを摑つかんで引き寄せることまでしてしまう。


　眞二はほとんど抵てい抗こうしなかったけれど、桂祐がまじまじと顔を近づけたとたん、堪こらえきれないというように吹ふき出した。


「そんな訳ねぇだろうが。いくら俺が天才でも、これだけ凄すごい仕事はできねーよ。デザインだけ自分でやって、ちゃんとした職人に仕立ててもらったに決まってる」


　……お前が、紛まぎらわしい言い方をしたんだろうが！


　桂祐は無言で睨にらみ返したが、眞二はまったく気にしない様子で、さらに笑いを堪えるような表情を見せた。


「でも、そういう仕事バカなところが、お前の良いところだけどな」


　からかってるのか？　意味がわからん……!!


　ますますむっとした桂祐が彼のからだから手を離すと、今度は逆に、眞二に肩を摑まれた。ディナーのために抑おさえたらしい彼の香かおりを、微かすかに感じる。


「なっ……！」


　驚いて振ふり払はらおうとすると、さらにネクタイのノットに指を入れられてしまった。このまま指を引き下げられたら、タイを解ほどかれてしまう。


　慌あわてて顔を上げると、予想以上に近く、眞二の精せい悍かんな顔があった。


「……!!」


　そのことにもさらに動どう揺ようし、桂祐は慌てて眞二の手を摑んだけれど、彼はしれっとした表情で首をかしげただけだ。


「いや……ここはきっちりさせといた方が、お前らしいかもな」


　眞二は独り言のように呟つぶやくと、次はチーフをするりと抜ぬき出す。


「……っ」


　いきなり、何するんだ……!!


　そう抗こう議ぎしたかったけれど、そこでようやく眞二の手が緩ゆるんだため、桂祐は急いでからだを離はなして、ネクタイを直した。


　その隙すきに、眞二は器用にチーフを華はなやかな形に整えてしまう。


　そして、桂祐の胸元に、鮮あざやかな手つきで差し入れてきた。


「ほら、これだけで随ずい分ぶん違ちがうぜ？　ストイックなくせに胸元はちゃんと艶っぽい」


「あ……」


　まだ全身を映してもいないというのに、つい桂祐が納なつ得とくしてしまいそうになったとき、眞二の眉が、またしてもからかうように跳はね上がったのに気づいた。


「ま、もしかしたら意味深に取られるかもしれねぇけど」


　……からかわれた!!


　そう思い至ったとたんに顔が赤くなってしまい、桂祐はそんな自分にも動揺する。


　しかし怒おこる間もなく眞二は入り口に向かってしまい、桂祐は慌ててその後を追いかけた。








『ヴィリエ・ド・ダルジャン』のエントランスに足を踏ふみ入れると、フランス人らしいコンシェルジュがにこやかに出で迎むかえてくれた。


　思わず見上げてしまうほど高い天てん井じようには豪ごう奢しやなシャンデリアが飾かざられ、白はく亜あの壁かべの浮うき彫ぼりが美しく照らされている。


　それだけでも感心したが、そこを抜けたホールでもまた目を瞠みはってしまった。やはり白い壁に黒とゴールドの手すりが美しい、大理石でできた螺ら旋せん階段が二階に向かって伸のびていたのだ。


　本当に、城みたいだな……。


　桂祐は思わず気後れしてしまったけれど、フランス人のスタッフはもちろん、彼に案内される眞二の姿が、妙みようにこの雰ふん囲い気きに似合っているのが凄い。


　俺、場ば違ちがいじゃなければいいんだけど……。


　覚かく悟ごはしてきたつもりだったが、ここまで凄いとは思わなかった。


　なんとなく後こう悔かいするような気持ちになりながら、桂祐は彼らに続いて階段を上った。


　そして、扉とびらが開いたとたんにまたしても驚いてしまう。


　そこはウエイティング・バーのようであったが、鮮やかな深しん紅くが基調とされていたのだ。


　壁や天井、床ゆかはもちろんカーテンやちょっとした花か瓶びんの花に至るまで、すべて深紅。そこに黒がアクセントとして効果的に使われている。黒こく檀たんのように艶やかなカウンターの向こうにはずらりと酒さか瓶びんが並び、その両りよう脇わきにはブラック・クリスタルで造られた美しい円柱型のシャンデリアが一つずつ飾られている。


　そのインパクトのある豪奢な内装は、一見別世界に迷い込んだような神秘的な気分にさせられるが、その洗練されたモダンさのせいか、すぐに居い心地ごこちのいい空間になりそうだった。


　そんなことを考えていた桂祐は、ふとあることに気づく。


　バーには当然他の客たちもいるのだが、彼らの方から、どうも視線を感じるのだ。


　何気なくそれを追いかけると、男女の別なく、眞二のことを見つめていた。女性はいかにも見惚れたような眼まな差ざしを向けているし、男たちは初めそれに嫉しつ妬とするような目つきをするが、すぐに仕方がないと内心肩を竦すくめたような表情を見せる。


　ああ……なるほど。やっぱりこいつ、格好いいんだな。


　桂祐は思わず賞賛に近い気持ちを抱いだいてしまったが、当の眞二はそんな視線などまったく気にせず、さっさとジン・トニックを注文していた。他人の注目を集めることなど、彼にとっては日常茶飯事で、慣れているのだろう。


　そして見られたところで誰にも文句など言わせないという、いかにも彼らしい自信もあるに違ちがいない。


　そういうところは、羨うらやましいというか……。


　ぽつりとそんなことを感じてしまい、桂祐は慌ててそれを打ち消しながら、眞二に倣ならって自分も同じものを注文した。まだアランたちが来ていないということで、ここで待つよう言われているのだ。やはり洗練された容姿をしたバーテンダーが、すぐに飲み物を作ってくれる。


　それを受け取り、グラスに唇くちびるをつけようとしたとたん、低く笑った気配とともに、眞二が顔を覗のぞき込んでくる。


「なあ、あれ、けっこう良くないか？」


「……は？」


　意味がわからず桂祐がぽかんとすると、眞二はからかうような笑えみを唇の端はしに浮かべて、説明の代わりだというようにゆっくりと視線を動かした。


　それに釣つられてそちらを見やると、ソファ席の方に一人、美しい女性が座っていた。柔らかそうな髪かみをゆるやかに結ゆい上げ、ほっそりしたからだを優美な黒いドレスで包んではいるが、胸元などは豊かで、座っていてもスタイルが良さそうだとわかる。


　そんな彼女はいかにもこういった場に慣れているようにゆったりとしていて、洗練された知性までも兼かね備えているという雰囲気を漂ただよわせていた。楽しみながら誰かを待っているようだったが、その表情や、耳元や胸元を飾る高価そうな装そう飾しよく品から察するに、おそらく恋こい人びとだろう。


「……確かに、綺き麗れいな人だな」


　それがどうした、といわんばかりに桂祐が小さく肩を竦めてみせると、眞二はにやりとした。


「じゃ、そういうことで」


　はあ？


　桂祐が問い返す暇ひまもなく、眞二は当然のようにカウンターを離れる。そして予想外のことに目を丸くしている視線の先で、やはり躊躇ためらいもなく彼女の席に向かい、声をかける眞二の姿が見えた。初め相手はもちろん驚おどろいたようだったが、眞二が二言三言続けると、くすっと彼を受け入れるような笑みを零こぼす。眞二はそれを逃のがさず、彼女の隣となりのソファに座った。そうしてまるで以前から親しい間あいだ柄がらかのように、意味ありげなくすくす笑いや遠めにも甘そうな囁ささやきを交かわし始める。


　……信じられない。


　一目でそういったことに慣れているとわかる眞二の態度もそうだが、いくらアランを待って時間を持て余しているとはいえ、今は正しよう真しん正しよう銘めい、仕事中のはずなのだ。


　なのに、いきなりナンパするか?!


　もはや自分の常識とは次元が違うと思ってしまうような眞二の行動に、桂祐は腹を立てることも忘れて啞あ然ぜんとしてしまった。


　それと同時に、かつて耳にした眞二の噂うわさを思い出す。


　めちゃくちゃもてるが、才さい色しよく兼けん備びのハイレベルな女しか相手にしない。


　気に入った女は、必ず自分のものにする。


　今まで相手から振ふられたことがないらしい。


　いつも連れている女が違う。


　そんな噂はどれも、かつては話を面おも白しろくするための誇こ張ちようだろうと思っていた。


　けれど、今目の前の状じよう況きようを知った後では、いかにも信しん憑ぴよう性せいがあるものに思える。


　……本当に、信じられない。


　どれだけ女好きなんだ。遊ぶにもほどがある。


　桂祐が改めてこっそりとため息をついてグラスを傾かたむけたとき、アランたちが姿を見せた。


　アランはオーラを消しているようであったが、さすがに彼ほどの有名人ともなってしまうと、気づかれないわけがない。この店に来るだけあって上品な客ばかりだったが、先ほどの眞二のときとは違って高こう揚ようしたような視線と囁きがあちこちで上がる。


　眞二もそれでようやく仕事を思い出したらしく、傍かたわらの美女の耳元にキスするように囁きかけると立ち上がった。まったく悪びれた様子もなく、こちらに向かってゆっくりと歩いてくる。


　そこでアランも状況を理解したようだったが、わずかに苦笑しただけで、桂祐に向かって改めて親しげな笑みを見せた。


『眞二はともかく……君は待たせてしまったようだね、桂祐。悪かった』


　にこやかながらそう謝ったアランは、今日も『voluptas』のスーツを身に纏まとっていた。そしてその組み合わせは、ハリウッド・スターらしくやはり非ひ凡ぼんだ。


　濃のう紺こんのスーツにきりっとした白いシャツを合わせて、鮮あざやかなオレンジのベルトを締しめ、胸元にも同じオレンジのチーフをふわりと覗かせている。さらに開いた胸元には、ホワイトゴールドにダイヤが埋うまったプレート型ネックレスをさりげなくつけていたが、その極上の輝かがやきを見事に自分のものとしていた。彼の男らしい色気がより惹ひき立てられている。


　セレブであるアランが身に纏えばそれなりに格好良くなるのは百も承知だったが、やはり自分たちが作った服がそうして輝いていると誇ほこらしく、つい微笑ほほえんでしまいそうになる。


　桂祐はアランとの握あく手しゆに応こたえながら、密ひそかに気を引き締めた。


　そうして簡単な挨あい拶さつを済ますと、すぐに背後の人々を紹しよう介かいされる。


　無造作に整えた短い銀ぎん髪ぱつとスタイリッシュな黒くろ縁ぶち眼鏡めがねがいかにもアーティスティックで印象的な男は、映画監かん督とくのデイビット・Ｂ・グラント。


　そして他の二人と同じスーツ姿ではあるが、どことなく遊びのあるお洒落しやれをしている男が、衣装ディレクターのスタンリー・ヒューズらしい。


　スタンリーは、桂祐たちと同年代らしい甘い顔だちをしていたが、柔やわらかそうな栗くり色いろの髪を立て、ちょっとした仕草や光の加減で色の表情が変わるエンジ色のスーツに、黒いシャツとやはり黒の細いタイ、どこかゴシック調のベルトを合わせることで、男っぽい硬かたさを付け加えていた。そのギャップが魅み力りよくになっている。


　彼らは愛想よく挨拶をしてくれ、桂祐は求められるまま握手を交わした。


　すると見計らっていたように先ほどのコンシェルジュが現れ、一同を席に案内してくれる。


　桂祐はてっきり、同じフロアにあるメインダイニングに案内されると思っていたのだが、連れていかれたのは奥まったエレベーターを使っての四階、サロンと呼ばれる個室だった。


　……ぅ、わ…………。


　一歩足を踏ふみ入れたとたん、桂祐は、そのインテリアに圧あつ倒とうされてしまう。


　シャンパン・ゴールドで統一したその部屋は、マントルピースに大きな鏡が飾かざられ、あちこちに施ほどこされた浮うき彫ぼりが気品を醸かもして美しい。そしてその優ゆう雅がさを引き締め、惹き立てるように黒が使われていた。艶つやのある黒のテーブルクロス、座り心地の良さそうなベルベットの椅い子す、モダンで足が埋まりそうな絨じゆう緞たん。


　そんな漆しつ黒こくの中、完かん璧ぺきに並べられているワイングラスが、天てん井じようから下がる豪ごう奢しやなシャンデリアの光を受けて煌きらめき、いっそうの華はなやかさを演出していた。


　緊きん張ちようしていたはずの桂祐でさえ、一いつ瞬しゆんそれを忘れて、これから始まるディナーへの期待に胸をときめかせる。


「おい、何をぼんやりしてるんだ。早く座れよ」


　呆あきれたような眞二の声に我に返ると、他の人々は皆みな、すでに席に着いている。テーブルを挟はさんで、それぞれが向かい合う並びだ。


『あ……すみません』


　桂祐が慌あわてて眞二の隣に座ると、アランは気にしていないというように微笑み、優やさしく声をかけてくれた。


『構わないよ。ここの内装は素晴らしいからね。もちろん料理も最高だ。今日は仕事の打ち合わせだが、事前にシェフと相談して極上のコースを用意しているから、ぜひ楽しんでくれ』


『ありがとうございます』


　桂祐が軽く頭を下げると、シャンペンが運ばれてきた。銘めい柄がらこそよくわからなかったものの、優美な形のグラスに注がれると金色の中に繊せん細さいな泡あわが立ち上り、すぐに上等なものだとわかる。


『それでは、映画の成功を祈って』


　アランの言葉に、全員でシャンペングラスを触ふれ合わせる。そして美しく澄すんだ音とともに、食事と仕事の話が始まった。


　まずは、監督であるデイビットが口を開く。そしてまだ詳しよう細さいまでは決まっていないことと、いかにもハリウッドらしい守秘義務などを快活にほのめかしながら説明してくれた。


　それによると大まかな筋は、以前アランから聞いた通り、ファッションとアートの世界で働く男女の恋れん愛あいコメディだ。事情を知らない初対面のときはお互たがいのスタイルに自分と同じものを感じて惹かれあうが、次に会ったときは仕事の利害が絡からんでしまい、相手を自分に夢中にさせようと恋こいの駆かけ引きを繰くり広げる。


『それで女の方は、オリジナリティの追求から、自分が着る服は自分で創っているという設定にしたくてね。それなのに、アラン演じる男の身に纏う服に、自分と同じテイスト、もしくは目指している何かを感じて気になってしまう、という流れが欲しいんだ』


　デイビットがそこで言葉を切ると、眞二はにやりと笑って口を開いた。


『ということは、俺に男女二人分の衣装を任せてもらえるということですか』


　するとデイビットは、話が早いというように、嬉うれしそうな笑えみを零す。


『その通り！　お願いできるかな？』


『ええ、もちろん』


　眞二が自信ありげな笑みを見せると、デイビットはにっこりと笑い、登場人物のキャラクターについて説明を始めた。眞二の理解の早さに遠慮する必要はないと感じたのか、熱の籠こもった説明は、徐じよ々じよに早口になっていく。


　……通訳を頼たのめばよかったかな……。


　以前に眞二とやりあったことでもあるし、今日は分をわきまえて、元々黙だまって話を聞くつもりではあったのだが、こうも早いと、話についていくのが難しくなる。そこまで英語が得意というわけではないのだ。桂祐は内心必死で眞二たちの話を追いかけ始めた。


　眞二は当然、そんな桂祐のことなど気にかけることもなく、どんどん話を進めては、上じよう機き嫌げんそうに手元のノートパッドに思いついたデザインを描えがき始めていく。


　その横顔は、集中してさらに精せい悍かんさを増していたけれど、今にも鼻歌を歌い出しそうな雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。ただ純じゆん粋すいに、お絵え描かきを楽しむ子供のように見えてしまう。


　本当に、服を創るのが好きなんだな……。


　初めて見るそんな眞二の姿に、桂祐はつい感心してしまった。


　流りゆう麗れいな線で描かれるいくつものデザイン画は、ただお互いのイメージを摺すり合わせるためだけに描かれたようだったが、どれも捨ててしまうには惜おしいものばかりだった。


　……本当に、才能はある奴やつなんだよな。これであの性格さえなければ、むしろ尊敬したいくらいなんだが……。


　桂祐は内心ため息をつきながら、再び気を取り直して仕事の話に集中した。








　供されたのがフランス料理の正統派コースということもあり、食事が終わった頃ころには窓の外がすっかり暗くなっていた。


　再びフランス人のコンシェルジュに案内されて通る館やかたの中もひんやりとして、シャンデリアの明かりがより冴さえている気がする。


　桂祐は一同の最さい後こう尾びを歩きながら、ぼんやりとそんな様子を眺ながめていた。視界の隅すみには時折、すっかり打ち解けたように話し続けている眞二とデイビットたちの姿が映る。


　……これから帰って、何をしようか。


　夜として遅おそ過すぎる時間ではないが、さすがにこれから会社に戻もどって仕事をするつもりはない。


　せっかくだから有効に使いたいと桂祐が考えていると、ホールにさしかかったあたりでアランが隣となりにやってきた。視線が合うと、にっこりと微笑まれる。


『打ち合わせの間中、ずっと黙っていたね。眞二の顔を立てたのか？　いかにも日本人らしく奥ゆかしいが、せっかくだから、君の意見も聞きたいな。この後、どこかに行かないか？』


　眞二の前を憚はばかったのか、肩かたに手を置き、顔を覗のぞき込むようにして声をかけられた。


『い、え……』


　まるで耳元で囁ささやかれて誘さそわれているようなその体勢と艶のある低い彼の声に、桂祐は自意識過か剰じようだと思いながらもぎこちない笑みを返す。


『お気き遣づかいはありがたいですが、僕はパタンナーです。意見を言うために来たわけじゃありませんから』


　桂祐がそうきっぱりと返すと、アランは少し驚おどろいたような表情をして、ますます笑み崩くずれた。


『本当に、君は興味深いな。それでは、ただ君とおしゃべりがしたい。これならどうだ？』


　……こんな自分が、興味深い？


　桂祐は思わず訝いぶかしげな表情をして、アランを見つめ返してしまった。


　しかし相変わらず微笑を浮かべてこちらを見ている彼にまさかそう尋たずねることは出来ず、つい、胡う乱ろんな答えを返してしまう。


『……申し訳ないのですが、この後は予定がありますので』


　するとアランは少し驚いたような表情を見せたが、すぐに笑いを嚙かみ殺すような表情をして肩を竦すくめる。


『久しぶりに振ふられたな……だが、手に入らないとなると、ますます燃えるね。それじゃまた、次の機会に』


『は、あ……』


　なんだかよくわからないが、そう言いきった彼の勢いに桂祐が頷うなずいてしまうと、アランは特に気を悪くしたふうでもなく、いつの間にかこちらを見ていた眞二やデイビットたちに追いつき、再び映画の話を始めた。


　そうして館の外に出ると、爽さわやかな夜の空気に包まれた。灯ともされている街がい燈とうの煌めきがよりくっきりとしている気がする。


『じゃあ、また』


『今日はありがとうございました』


　アランたちはにこやかに別れを告げると、当然のように迎むかえに来ていた黒くろ塗ぬりのベンツに乗り込んだ。


　そんな彼らを見送りながら、桂祐は思わず深いため息をつく。


　食事自体は美味おいしかったが、仕事の話をしながら楽しむということに慣れないせいもあって、なんだか消しよう耗もうしたような気がしたのだ。


　すると、隣でやはり同じようにしていた眞二が、小さく笑い声を漏もらした。


「なんだ、やっぱり断らなきゃよかった、とか？」


「……は？」


　訳がわからず隣を見やると、眞二は、唇くちびるの端はしを上げるようにして肩を竦めてみせた。


「店を出るとき、アランにこの後、誘われてただろ？」


「ああ……」


　やっぱり先ほどのやり取りを聞かれていたのかと、桂祐はつられて肩を竦めた。


　……あそこまで自分できっぱり断っておいて、今さら後こう悔かいなんかするか。


　いくら皆みなが憧あこがれるようなハリウッド・セレブといえども、アランと二人きりになるなど、苦痛以外の何物でもない。どう自分の中をひっくり返したところで共通の話題など見つかりそうにないし、話が途と切ぎれてしまったことを想像するだけで、気分が重くなる。


　とはいえ、そこまで眞二に話すつもりもなく、桂祐が肩を竦めただけで話を終わらせようとすると、眞二は少し苛いら立だったような表情をした。


「ああ…って、なんだよ？　もしかしてお前、女より男が好きなタイプか？」


「は？」


　予想もしない彼の言葉に、桂祐はぽかんと口を開けた。やがてじわじわと眞二の意図が染しみ込んで来て、それと同時に頰ほおが赤くなっていくのがわかる。


「馬…鹿なこと、言うな！　そんなわけ、ないだろうが!!」


　桂祐がきっぱりとそう言い返すと、眞二はまたしてもからかうようににやりと頰を緩ゆるめた。


「別に隠かくさなくてもいいんだぜ？　俺だって、どっちでもいい方だし」


「ど、どっちでもいいって……」


　それって……男も、恋れん愛あい対象になるって意味だよな?!


　しれっとした眞二の口調に、桂祐は啞あ然ぜんとしてしまった。


　すると眞二はますます笑みを深めて、煽あおるかのような表情を見せる。


「ああ、そうは言っても心配するなよ？　俺にだって好みくらいある」


「っ……！　誰が、心配なんかするか！　こっちだってお断りだ!!」


　つい挑ちよう発はつに乗って桂祐が声を荒あららげると、眞二はしてやったりというような笑みを見せる。


「じゃ、この後は、俺に付き合うよな？」


「はあ？」


　話の飛ひ躍やくについていけないと桂祐が眉まゆを顰ひそめると、眞二は当然だというように肩を竦めた。


「今、すげえ気分が乗ってるんだ。色々アイディアもあるし、帰っちまうのはもったいない」


「……なるほど」


　普ふ段だんであれば、眞二と二人きりで飲みに行くなどお断りだが、デザイナーとして閃ひらめきが来ているのなら、話を聞いておくのもいいだろう。


　デザインのきっかけとなるイメージを聞いておくと後の作業のヒントになることが多いし、アランの誘いを断るために予定があるなどと噓うそをついたが、どうせ家に帰ったところで眠ねむるだけなのだ。


　桂祐が頷いてみせると、眞二は満足げに笑い、タクシーを停とめるために歩き出した。








　眞二に連れて行かれたのは、彼が最近気に入っているという、こぢんまりとしたバーだった。


　どうやら知る人ぞ知るといった存在らしく、地下にある店だというのに、装そう飾しよくが施ほどこされた美しい鉄階段には何の表示も出されていない。さらに入り口の扉とびらにも何も書かれてはおらず、外からは店があることもわからないようになっていた。


　重い樫かしの扉を押し開けると、黒を基調に白をアクセントとして使っている店内が目の前に広がる。入って左が漆しつ黒こくのバーカウンター、右側は革かわ張ばりの白いソファ席だ。しかし、この店にしてはまだ時間が早いのか、他の客の姿はなかった。


　また目を惹ひかれたのは、地下だというのにソファ席側が天てん井じようまでのガラス壁になっており、その向こうに緑豊かな庭が眺められるところだ。道に面していない部分を一階まで吹ふき抜ぬけにして造園し、下からライトアップしているのである。


　さらに驚いたのは、そのガラス壁の内側、足元に、大小様々なキャンドルがずらりと並べられ、柔やわらかな光を揺ゆらめかせていることだ。ソファ席のガラステーブルやカウンターにも洗練された形のキャンドルグラスが置かれ、店内の明かりはすべて、キャンドルの灯あかりだけでまかなわれている。


　す…ごい、綺き麗れいだな……。


　炎ほのおが揺れる優やさしげな雰ふん囲い気きに一気に疲つかれを癒いやされたような気がして、桂祐は感かん嘆たんのため息をついた。


　すると常連らしくマスターと挨あい拶さつを交かわしていた眞二が、顔を覗き込んでくる。


「けっこう、いいだろ？　キャンドルの灯りにはセラピー効果があるって言うけど、リラックスするとさらにいいアイディアが浮うかびそうな気がしてさ。ここは酒も美味うまいし」


　そう言う眞二の表情が、橙だいだい色いろのキャンドルの光に照らされ、得意げな子供のように見えるのがなんだか可笑おかしい。


　桂祐が小さく笑って頷いてみせると、眞二は満足そうにマスターを振り返った。


「ちょっと仕事の話がしたいから、奥、いいかな」


　そう眞二が示した先には、背の高いガラステーブルに、登るように座るタイプのスツールの席があった。おそらく狭せまく感じさせないために真ん中が細くくり貫ぬいてはあるけれど、やはり黒の壁かべで仕切られている。


「ああ、いいよ。じゃ、先に注文を聞いておこうか」


　おそらく桂祐たちよりは少し歳上だろうマスターは、男らしく整った顔を崩すようにして微笑ほほえんだ。眞二と同じくらい背が高く、がっちりとしている彼は、ヘンリーネックの上にライダースジャケットを着るという格好も相まって、どちらかというと強こわ面もての雰囲気があるが、そうやって笑うと人ひと懐なつこく見えて魅み力りよく的だ。


「あー、じゃあ俺、とりあえずウィスキー・ソーダ。それとナッツを適当によろしく」


「僕は、ジン・ライムを」


　二人がそれぞれ飲みたいものを頼たのんで席に落ち着くと、すぐにグラスが運ばれてくる。


　しかしその大ぶりのグラスと酒を桂祐が楽しむ暇ひますら待ちきれないというように、眞二は身を乗り出して口を開いた。


「とりあえず女の方だけどさ、彼女は彫ちよう刻こく家って設定だから、フォルムが面おも白しろいような服がいいと思うんだ」


　間かん髪はつ入れない眞二の態度には驚おどろいたけれど、雑談が苦手な桂祐としては、その方がむしろありがたい。桂祐は少し前の記き憶おくを辿たどりながら、水を向けた。


「フォルムの面白い服か……さっきデッサンに描えがいていたような、ドレープの凝こったものとか？」


　すると眞二はにやりとして首を横に振ってみせる。


「それもそうだが、もっと人に理解されにくい感じがいい。穴が開いているように見える服とか、実際に穴が開いている服とか」


「……でも、それはもう既き存そんの有名なデザイナーがやっていることだし、映画を観みる人たちにとってもその印象が強いだろう。だとすると、アーティストとしてオリジナリティがあるように見えなくなるんじゃないかな」


「いや、もちろんあそこまでじゃない。彼女にとって、自己表現はあくまで彫刻のはずだ。だからもっと可愛かわいらしくて……女らしく見えるやつ。素材とかで遊んでるうちに創つくっちゃった、みたいな……ああ、くそ、何て言えばいいんだ」


　眞二は嬉うれしそうにぼやきながら、鞄かばんの中から再びノートパッドを取り出した。頭の中に浮かんだアイディアを取り出すのを、本当に楽しんでいるように見える。


「だから、こんな感じで……くそっ、上手うまく描けねぇな」


「うーん……やっぱりそれじゃ、さすがにわからないな……」


　グラス片手に一いつ緒しよになって彼の描くデザイン画を眺ながめていると、不思議なことに、なんだか楽しくなってくる。


　なんというか、子供の頃ころに戻もどったような気がしたのだ。それも高校生とか中学生ではなく、小学生の頃のような気持ち。


　夏休みに目め一いつ杯ぱい、仲の良い友達と、今となっては意味の分からない遊びに夢中になって試行錯さく誤ごを重ねているような、そんな錯さつ覚かくに囚とらわれたのだ。


　一日が長くて長くて、力ちから尽つきるまで遊べるというのに、なぜか夏休みはあっという間に終わってしまうと、焦じれるような浮かれるような不思議な気持ち。


　そして力が尽きるまで自転車が漕こげれば、どこまでだって行けるんだと無条件に信じてわくわくしていた、あのときの気持ち。


　なぜか無む性しように懐なつかしくその頃のことを思い出してしまい、桂祐はふと笑みを零こぼしてしまった。


　すると目め敏ざとくそれに気づいた眞二が、興味を惹かれたような眼まな差ざしをする。


「……どうした？」


　その笑みを含ふくんだ低く柔らかな声のせいか、沁しみ込み始めたアルコールにより緊きん張ちよう感かんが解ほぐれて来たのか、桂祐は珍めずらしく無防備に自分の気持ちを口にした。


「いや……なんだか、懐かしくなってさ。なんかちょっと、小学生の頃に戻ったような気がしたんだ。子供の頃も、こうやって友達と額を集めてなんか色々やってたなって。もちろんあの頃描かいていたのは、秘密基地の地図だとか、宝箱を埋うめた場所とか、そんなのだけどね」


　すると眞二も表情を和やわらげ、グラスを傾かたむけながら行ぎよう儀ぎ悪く頰ほお杖づえを突ついた。


「へえ、秘密基地なんか作ってたのか？　意外だな。もっとこう……図書館とかで勉強ばっかしてたんじゃねぇかと思ってた」


「ご期待に添そえなくて悪いが、そういう経験はないな。むしろ、勉強は嫌きらいだった」


　面白がって先を望むような眞二の表情に引っ張られ、桂祐は小さく笑って先を続ける。


「どっちみちその頃には、もう仕立て職人になると決めていたから、成績なんて、どうでもよかったんだ」


「筋金入りだとは思っていたが、そんなガキの頃から決めてたってのは、凄すげぇな」


　感心したように呟つぶやいた眞二の言葉に照れ、桂祐はとうとうグラスを飲み干した。


「……別に凄くはないだろう。それじゃ、伊勢崎がこの道を目指したきっかけは何なんだ？」


　時間の間かん隔かくもあるし自覚も無いから大だい丈じよう夫ぶだろうと思っていたが、食事の時から飲み続けているせいか、視界の端はしが少しだけ揺れたような気がする。


　次はノンアルコールにしようと思っていたが、先に飲み干した眞二に釣つられて、つい同じものを頼んでしまった。しまったと思いつつも次の瞬しゆん間かんにはどうでもよくなり、桂祐は、注文を通した後で少し考えるような表情をしている眞二を待つ。


「……俺は中学の頃かな。色気づいて、着るものに興味が出てきて、そのままハマって、美大に行って服作りを習って…って感じ。そういうお前のきっかけは？　決めたってことは何かあったのか」


「いや、きっかけは、スーツを作るっていう祖父に連れられて、師し匠しようとか道具とかを見て憧あこがれて、ってところかな。あと、ああいう生き方ができればなって思ったし」


「生き方？」


　新しく運ばれてきたグラスを傾けた眞二にそう促うながされ、桂祐は、自分も持ち上げかけていたグラスをそっと下ろした。


　俺……何を言ってるんだ？


　こんな、職場の同どう僚りように。しかも才能を認めてるとはいえ、人間的にはどうかと思っているはずの男に。


　桂祐は黙だまったままで視線を落とし、手のひらで包むようにしてグラスを眺めた。


　そして、そこから先は誤ご魔ま化かしてしまおうと決めて、口を開く。


　なのに、今まで胸きよう奥おうに詰つまっていた何かが弾はじけたように、ぽろりと零れ出てしまう。


「……黙もく々もくと一つのものを作る生き方だよ。大勢で作り上げるのも嫌いじゃないが、皆みなで色々ぶつかり合ったり、取りまとめたり……そういうのはあまり、得意じゃないから」


　──って俺、ほんと、何を口走ってるんだか……。


　桂祐は、眞二に本音を漏もらした瞬間に後こう悔かいして、ますます視線を下に落とした。


　こんなこと言ったところで、うざがられて引かれるだけじゃないか。


　そんなこと、これまでの経験上、よくわかってるはずなのに。


　かといって、今さら忘れてくれと頼むのも、事態をさらに悪くするだけのような気がする。


　桂祐はいたたまれない気持ちを堪こらえながら、やはり飲みすぎてしまったのがいけないんだと、酔よい覚ましに、顔を上げて水を頼もうとした。


　その瞬間、息を呑のむ。


　傍かたわらの眞二が、これまで見たことがないほど甘く、優しげな眼差しをしてこちらを見つめているのに気づいたからだ。


　相変わらず行儀悪く頰杖をついてはいたが、その瞳ひとみはまるで愛いつくしむものを見るようにゆったりと眇すがめられ、柔やわらかな微び笑しようを唇くちびるの端に滲にじませている。


　そんな彼の様子からは、うざがられても、引かれてもいないことがわかる。


　それどころか、まるで全すべてを受け入れられたような錯覚すら感じてしまう。


　そんなこと、あるはずがないのに。


　……そんな表情、見せないでくれ。


　必死で自分を戒いましめているのに、顔はくしゃりと歪ゆがんでしまう。泣き出しそうでみっともない顔をしているのがわかる。恥はずかしい。なのに、なぜか自分がコントロールできない。


　いたたまれなくなって、桂祐は席を外そうと立ち上がりかけた。


　そのとたんに、手首を強く摑つかまれる。そのままぐっと引っ張られてしまい、バランスを崩くずす。


「ぅわっ……？」


　倒たおれる、と桂祐が慌あわてた瞬間、唇の端に柔らかいものが当たった。


　……え？


　驚いて目を見開くと、ぶつかりそうなほど近くに、眞二の男らしく精せい悍かんな顔が見えた。はっきりとした眉まゆに高い鼻すじ、ほんのわずかに伏ふせられた眼差し、そして微かすかな熱を感じる唇。


　……もしかして、俺、今、キス……されてないか……？


　あまりのことに驚きすぎて、一いつ瞬しゆんにしてからだが硬こう直ちよくしてしまう。


　しかしそれでも距きよ離りを取ろうと、なんとか動こうとしたとき、顎あごを摑まれ、さらにしっかりとくちづけられた。柔らかく愛あい撫ぶするように軽く啄ついばまれ、最後に挑いどむような熱っぽい眼差しで、ゆっくりと瞳を覗のぞきこまれる。


「っ……！！！」


　視線を絡からめられたとたんに我に返り、桂祐は、眞二を突き飛ばした。


　しかし眞二は悪びれた様子もなく、にやりと笑う。


「なんだよ。お前があんまり可愛い顔するからだろ？」


「……何だと？」


　怒いかりというより、今起こったことが信じられないような気持ちで動どう揺ようしながら、桂祐は思わず立ち上がってしまう。そして自分でも制せい御ぎよできない形相で、眞二を睨にらみつける。


　すると眞二はますます堪たまらないというように笑みを深めて、再び桂祐に手を伸のばそうとした。


「こんなこと、別にどうってことねぇだろうが。慰なぐさめてやるって。上手うまいぜ？　俺」


「!!　この……ばかやろう！！！」


　なぜか裏切られたような気持ちになった上に、まったく反省のなさそうなその態度にも煽あおられ、桂祐は反射的に立ち上がり、眞二に向かって蹴けりつけた。


「ぅ、わっ……っ…！！！」


　桂祐の足こそ当たらなかったが、避さけた勢いで、眞二はスツールごと後ろに倒れる。


　その激しい物音を聞いて、桂祐は、我ながらどうしていいかわからなくなった。こんなに自分の箍たがを外したことなど、今まで一度もなかったからだ。


　そんな動揺を見み透すかしたように、立ち上がった眞二は平然と埃ほこりを払はらい、にやりと笑う。


「これでお互たがい、酒の勢いによる馬ば鹿かな真似まねをしたってことで、仕事においては禍か根こんなし。それでいいよな？」


「っ……勝手にしろ!!」


　くそっ、嵌はめられた……！


　それに気づいた桂祐は、動揺と悔くやしさのあまり、頭が沸ふつ騰とうしそうなほど血を上らせた。


　上着の胸ポケットを引き千切るように取り出した財布から適当に札を抜ぬき出し、テーブルに叩たたきつける。


「あ……おい、これじゃ多いって」


「知るか!!」


　その余よ裕ゆうたっぷりな態度もむかつく。


　桂祐は眞二の声など耳に入れてたまるものかという勢いで言い返し、二度と顔を見たくないと店を飛び出した。











　そうは言っても、さすがにまったく顔を合わせないわけにはいかない。


　数日間は口実を駆く使しして完全に避けたものの、アランの案件を手がけているかぎり、眞二を避け続けることはできないのだ。社内状じよう況きようを見ても、今さら降りることはできそうにない。


　それに、ただでさえ複雑な衣装にしようという話だったのだから、本来であれば、作業にとりかかるのを先延ばしにするなんて、ありえないのだ。


　実際、さすがに今日は焦じれたように、朝から何度も眞二に呼び出されていた。


　その度に、電話を取ってくれたスタッフを通じて、折り返すとだけ伝えているのだが、それがいつまでも保もたないことくらい、桂祐にだってわかっている。


　まさに今、この瞬間も、眞二からの内線電話がかかってきていた。


「桂祐さん、あの、また眞二さんからなんですけど……」


「折り返し」


「でも……」


「折り返し」


　スタッフには悪いと思いつつ、やはりどうしても割り切れなくて桂祐がそう繰くり返したとき、ばん、という激しい音とともに、パタンナー室のドアが開いた。


「おい、いつまで待たせるんだ!!」


　怒ど声せいとともに入ってきた眞二に腕うでを摑まれたが、桂祐は、わざと冷静さを装って睨み返す。


　しかし、そこで息を殺すようにこちらを窺うかがっているスタッフたちの視線に気づき、さすがにこれ以上騒さわぎを大きくはできないと思い直した。


「……わかったから、手を放せ」


　桂祐が地を這はうような声で呟つぶやくと、眞二はため息をついて手を放す。


　しかし、このまま桂祐をデザイン室に連れて行くつもりらしく、桂祐が道具をまとめるのを待つような態度を取った。


　桂祐は渋しぶ々しぶ、メジャーや鋏はさみなどを用意して、眞二と一いつ緒しよに彼の部屋に行った。


　眞二のデザイン室は、六階にあって社長室を兼かねている堂園の部屋とは異なり、パタンナー室と同じ五階にある。


　やはりガラス・ブロック壁からふんだんに光の入る部屋で、いかにも『voluptas』らしいモダンで洗練されたインテリアで調ととのえられていた。黒こく檀たんのキャビネット部分にアイボリーの天板が美しい大きな作業台や、スタイリッシュなデザインの内線電話、同色で揃そろえられた書しよ棚だな。


　そして部屋の壁かべには、創作のインスピレーションにしているらしい、様々な写真や絵画のレプリカ、そして奇き妙みようなオブジェなどがおびただしいほど飾かざられていた。そんな壁かべ際ぎわには、ファッション関係のみならず、大判の画集や建築写真集、さらにはなぜか、料理やガーデニング関係の書しよ籍せきといったものまで、和書と洋書の区別なく積み重ねられている。


　相変わらず雑然としていたが、それなりにまとめて壁際に寄せられているせいか、汚いという印象はなかった。そしてそれらに紛まぎれるように、ボディがいくつか置かれている。


　桂祐は、居い心地ごこちの悪さを誤ご魔ま化かすように、落ち着き無く辺りを見回してしまう。


　その様子に気づいたらしい眞二は、作業台にもたれながら、深いため息をついた。


「仕事においては禍根なし……ってことに、なってたよな？」


「……っ」


　まるでその言い方が、桂祐の子供っぽさに呆あきれているような口調だったから、桂祐は思わず唇を嚙かんだ。


　それは自分だって、何も無かったことにして平然としていたい。そもそも自分は、そういうことが得意だったはずなのだ。パタンナーたちとつい衝しよう突とつしてしまい、うまくその場を収められなかったときだって、そうやって時間を置いて、乗り越こえてきたのだから。


　……こんな奴やつとキスしたところで、どうってことない。


　犬にでも、舐なめられたと思えばいいんだ。


　改めて本人を目の前にしてそう自分に言い聞かせると、ようやく、わだかまりが解とけたような気がした。


　桂祐は小さく息を吐はき出し、まっすぐに眞二を見つめる。


「……それで、デザイン画は出来ているんだろうな」


　眞二はその言葉にぴくりと眉を上げたが、すぐに小さく唇くちびるの端はしに笑みを浮うかべて作業台の上から数枚の紙片を取り上げた。


「もちろん。男も女も、まだ数着分だけどな。いったんそれでアランたちと摺すり合わせる」


　彼の言葉に頷うなずきながら、桂祐は広げられたデザイン画を次々と眺ながめた。


　眞二のデザイン画は、彼の図太い性格からは意外なほど、繊せん細さいで優ゆう雅がな線で描えがかれている。


　頻ひん繁ぱんにパーティに顔を出しているという設定の男の衣装は、やはりジャケットをメインにした色男ふうだ。全体的に奇き抜ばつなところはないが、キャラクターの魅み力りよく的な性格を表すように、さりげなく粋いきにつくられている。ファッションに興味がある人間なら、どこのブランドのものかと気になってたまらないような、オリジナリティのある服だ。


　そして彫ちよう刻こく家である女の方は、やはりユニークなデザインになっていた。以前眞二が話していたような、穴が開いたように見える服や奇妙な出っ張りのついたワンピース、凝こったドレープやフリルが前面にたっぷりとあしらわれたドレス。どれも可愛かわいくないわけではないが、よくみるとぎょっとするようなものばかりである。しかし。


　……これ…………。


　桂祐は密ひそかに首をかしげた。


　特に女の方のデザイン画から、かつて眞二が高こう揚ようして話していたような、芸術的で、彼自身のオリジナリティである部分が抜け落ちているように感じられたのだ。


　そのせいか、やはり他の有名デザイナーを連想してしまう。もちろん眞二のオリジナリティが多少なりとも入ってはいるから、素人しろうと目には一見わからないだろう。


　しかしファッションに興味がある人間が見れば、そのデザイナーが好きな女が影えい響きようを受けて作ったのかな、と感じるに違ちがいない。


　少し迷ったものの、桂祐がその点について指し摘てきしようとしたとき、部屋の電話が鳴った。


　眞二宛あての外線らしい。パタンナー室には部屋付きの番号しかないが、デザイナーである眞二は社内に専用の番号を持っているのだ。


「はい、伊勢崎です」


　そう電話に出た眞二は、次の瞬間、まるで母国語のように流りゆう暢ちような英語を口にする。


『……ああ、アラン。先日はどうも。ちょうど今桂祐と…………はあ?!』


　突とつ然ぜん大きく跳はね上がった眞二の声に桂祐がぎょっとすると、それに気づいたらしい彼は、すぐさま二人で話が聞けるように、ハンズフリー機能に切り替かえてくれた。


　するとやや困ったような、アランの低く柔やわらかな声が部屋の中に広がる。


『……本当に申し訳ないんだが……映画会社が、自分たちの用意したデザイナーを使えと、無理矢理横よこ槍やりを入れてきたんだ。資金の大半を出しているスポンサーでもあるし、他の事情もあって、どうしても断れなかった。それで、コンペティションという形を取ることにしたんだ。あるパーティで、君たちとそのデザイナーがそれぞれデザインした服を見せ合う』


　アランはそこでひとつ息をつくと、言葉を選ぶような間を空けた。


『それでそのパーティというのは……一週間後に、Ｌ．Ａ．にある僕の別べつ荘そうで開くことになった。費用はすべてこちらで持つから、君たちがデザインした服とモデルを連れて来て欲しい』


　……は？


　アランの説明に、桂祐は思わず息を呑のんで眞二の顔を見つめた。


　コンペ形式はもちろんだが、一週間で映画のための服を全すべて作るなんて、物理的に不可能だ。


　たとえデザインだけだとしたって無理だろうし、さらにこれからイメージに合うモデルを探して服を作るなんて、想像を絶する。まずモデルを探すのに時間がかかってしまうだろうし、決まったところで、一週間でいったい何着作れるか……。


　桂祐がそう呆ぼう然ぜんとしかけたとき、眞二の冷静な声が響ひびいた。


『……コンペのためには、何着準備すればいいんだ？』


　えっ。


　明らかにコンペに参加するという前提でいる彼の発言に、桂祐は目を瞠みはった。


　視線の先で、眞二は、全く動じていないような表情で考えをめぐらせている。


　アランも電話口で少し考えるように、間を置いた。


『そうだな……多く実物がある方が相手を説得しやすいから、できるだけたくさんあるといいんだが……最低でも二着は欲しい。もちろん男女一着ずつだ。カップルとしての雰ふん囲い気きも合わせてアピールしないといけないからね』


　冗じよう談だんだろ……。


　桂祐は天を仰あおぎたいような気持ちになった。男はともかく、女の方は、デザインの段階から話し合った方がいいんじゃないかと感じていたところだからだ。


　しかし、選せん択たくの余地はなさそうである。


　桂祐が内心ため息をついたとき、眞二が気合いを入れるかのように、大きく息を吐いた。


『……わかった。一週間のうちに男女一着ずつ作って、ロスにプレゼンに行く』


　眞二の決意に、アランはほっとしたような声を上げる。


『さすが眞二！　助かるよ。こちらに来てもらう日程は、追ってまたエージェントから連れん絡らくする。ああ、もちろん全てこちらが準備するから、君たちは心ゆくまで制作に取り組んでくれ。高嗣や雅人にも僕から話しておく』


『わかった』


　自分が選んだ未来の仕事の重圧のせいか、眞二は俯うつむきがちで短く応こたえる。


　その様子に桂祐は少し心配になったが、こちらの状じよう況きようが見えないアランは、英語の朗ほがらかな挨あい拶さつをして電話を切った。


　次の瞬しゆん間かん、部屋の中がしんと静まり返る。先ほどの諍いさかいのときより、さらに空気が重くなった気がした。


　……こうなったらもう、やるしかない。


　となると、女の方のデザインの件をどう切り出すか、だが……。


　腹を決めながらも、方法を迷って躊躇ためらったとき、眞二がぱっと顔を上げたのが見えた。


「……っしゃあ！」


　眞二は何かに踏ふん切りをつけるような声を上げると、作業台の上に広げられたデザイン画から、躊躇いなく二枚を取り上げる。


「プレゼンするためのデザインは、これでいく。映画の冒ぼう頭とうで二人が惹ひかれあうときの、パーティで着ている服だ。これならコンペの場にも合うし、俺が考えている方向性をはっきりと示すことができる」


「……わかった」


　プレッシャーどころか、やる気満々で、使うデザインを選んでいたらしい。


　その勢いに気け圧おされ、桂祐は反射的に頷いてしまった。


　そして次の瞬間、相変わらずの眞二の強気ぶりについ苦笑してしまう。


　なんか……かなわないな。こういうところ。


　自分なら二の足を踏んでしまうところを、彼は軽々と越えていくのだ。


　桂祐がそんなことを考えていると、デザイン画を示された。男女どちらも、見せられた中で一番いいデザインの組み合わせだった。


　男の方はタキシードをアレンジしたような洗練されて艶つやのあるデザイン、女の方はオフホワイトの素材で遊びながら創つくったような、フリルやドレープの多いドレス。


　……やっぱり、だめだ。


　男の方はともかく……女の方が、気になる。


　可愛くないわけではないのだが、他のデザイン同様、どこかごてごてとして何か違ちがうのだ。


　桂祐は小さく息を吸い込むと、まっすぐ眞二の目を見つめた。


「ドレスの方のデザインなんだが……」


「なんだよ、何か文句でも？」


　眞二はむっとしたような表情をして、桂祐の反論を潰つぶすように口を挟はさんでくる。


　しかし桂祐は落ち着き払はらって、眞二の目を見つめ返した。自分でも不思議に思うのだが、いったんこうして洋服が絡からむと、いつも口が重い自分が消えるように、妙みように腹が据すわるのだ。


「いや……確かく認にんだ。本当に、これが伊勢崎の創りたい服なのか？」


　桂祐が静かに問うと、眞二は虚きよを突つかれたような表情を見せた。それに乗じて淡たん々たんと告げる。


「というのも、この間話を聞いたときのイメージがないような気がしたからなんだが」


　いったんそこで言葉を切ったが、桂祐は、思い切って先を続けた。


「以前にも話したとは思うが、このままじゃ、やはり他のデザイナーを連想してしまう。あのデザイナーの服が好きな女が、そこから影響を受けてつくったみたいに見える」


　桂祐の言葉に、眞二は歯は嚙がみするような表情をした。


「……俺に、デザイナーとしてのオリジナリティがないって言いてぇのかよ?!」


　地を這はうような彼の声に、桂祐はきっぱりと首を横に振ふってみせる。


「違う。もし伊勢崎にオリジナリティがなかったら、もっと露ろ骨こつなコピーになるか、服として形にならない。そうじゃなくて、このデザイン画は、何かもの足りない気がするんだ」


　眞二は一いつ瞬しゆんだけ躊躇うような表情をしたが、すぐに迷いを吹ふっ切るように桂祐を睨にらんだ。あからさまに攻こう撃げき的な口調で、言葉を重ねる。


「何と言われようが、それが俺の表現したいものだ。俺は、あえて人目を惹くようなドレスが創りたい。そのためには、単なるシルエットの美しさや鮮あざやかな色合いでは、弱い。そう考えていくと、立体的な服がベストだ。それに加えて素材で遊ぶといえば、ドレープやフリルに決まってる」


　そこまで説明すると、眞二はますます苛いら立だったような表情をした。


「こんなことまで説明させやがって、お前、何様のつもりだ？　デザイナーでもないお前に何がわかる。偉えらそうなこと言ってんじゃねーよ。お前の仕事は、俺のデザインを形にすることだろうが！」


「…………なるほど」


　様々な怒いかりが膨ふくれあがったけれど、桂祐はぐっとそれを呑のみ下した。


　もう、知るか。好きにしろ。


　少しでも良いものを創ろうだなんて思わずに、お望み通り、ただ機械のようにこなしてやる。


　もはや隠かくしもせずに深々と吐ついたため息で自分を紛まぎらわせ、桂祐は内心で肩かたを竦すくめた。











　……あの時、そう誓ちかったはずなのに。


　桂祐は自分の生き真面目まじめさを呪のろうような気持ちで、目の前にあるボディを見つめた。


　視線の先には、白一色で作りかけられている、女性用のドレス。


　いかにもプロトタイプという雰囲気を醸かもしているそれは、トワル地という、真っ白で薄うすいお試し用の布で作られているものだ。実際の布地でいきなり服を作って失敗しないように、こうしてデザインを形にした時のバランスやイメージを確認し、必要があれば調整する。そのため、要所要所は糸で縫ぬい合わせるのではなく、繊せん細さいな銀色のピンで細かく留とめていくのだ。


　桂祐はそのピンを口で咥くわえたまま、両手を使ってトワル地のバランスを取った。


　そのままピンで留めようとして……ため息をついて、手を下ろす。


　やはり、どうしても、気分が乗らないのだ。


　あれから黙だまってデザイン画を受け取り、それを形にするためにトワルを作り始めたはずだった。しかし、少し手を動かすと、迷いが出てきて続けられない。


　トワルを作るということは、デザイナーの頭の中に入るような作業だからだ。ただデザイン画だけを眺ながめ、それに似せれば出来るというものではない。


　たとえ襟えりの形一つを作るにしても、デザイナーが何を求めているのか。優ゆう雅がさか、鋭するどさか、強さか。それをデザイン画やデザイナーとの対話から読み取り、自分が身につけている技術を生かして形にする。そこに、プロフェッショナルとしてのセンスや真価が問われることになる。


　それが、パタンナーの醍だい醐ご味みなのだ。眞二に言ったら笑われそうだが、少なくとも、桂祐はそう信じている。


　だが今回に限っては、それを全うしようとすると、かつての記き憶おくが邪じや魔まをするのだ。


　眞二が、目を輝かがやかせて自分の描えがくイメージを話していた記憶。


　いかにもアーティストらしいあのときの彼の姿は、今手元にあるデザイン画ではなく、あのときの高こう揚ようこそが正解なのだと、桂祐に訴うつたえかけてくる。


「……ふう」


　桂祐は大きく息をついて、ぐしゃぐしゃと髪かみをかき混ぜた。そのままどさりと椅い子すに座り、ぼんやりとあたりを眺める。


　蛍けい光こう灯とうで煌こう々こうと照らされたパタンナー室は、いつの間にか、桂祐一人になっていた。目が覚めるほど明るく、ほどよく雑然とした中で、一人。


　声をかけられても聞こえないほど集中していたわけはないから、スタッフは皆みな、桂祐には声をかけずに、さっさと帰ってしまったのだろう。それが、今の桂祐と彼らの距きよ離りなのだ。


　そう思い至ってしまうと孤こ独どく感がないわけではなかったが、がらんとした広い部屋の中で真っ白な光に照らされていると、なんだか奇き妙みような解放感を覚える。


　桂祐は、椅子の上にからだを投げ出すようにして全身を伸のばした。そして、まるで森林浴でもしているかのように、煌々とした人工の光を胸いっぱいに吸い込む。


　すると、思い出したように空腹を感じた。


「腹、減ったな……」


　桂祐がそうひとりごちたとき、コンコンとノックの音が響ひびいた。


「……っ、どうぞ」


　桂祐が慌あわてて姿勢を正すと、ドアが開き、プレス担当の准一が顔を出した。


「よっ、桂祐。調子はどうだ？」


　いつものように気安い雰ふん囲い気きで入ってきた彼の手には、まるで見み透すかしたように『DEAN&DELUCA』の紙かみ袋ぶくろが提さげられていた。そしてそこからは、芳こうばしいコーヒーの香かおりが流れてくる。


「どうせまた、メシ食うの忘れてるんだろ？　ほら、差し入れ。一いつ緒しよに食おうぜ」


　准一はふざけたように紙袋を掲かかげてみせると、男らしく端たん整せいな顔がいっそう爽さわやかに見える笑顔を浮うかべた。


　別に食べ物に懐かい柔じゆうされたわけではないが、桂祐は、彼のために作業台の一部を片付ける。


　人付き合いが苦手な桂祐であるが、准一とは、時々飲みに行くような仲なのだ。


　といっても、桂祐から誘さそったことは一度もなく、いつもこうして准一の方から声をかけてくるのであるが。


『voluptas』のプレス担当である准一は、まさに天職と思わせるほど、人あしらいや人脈を作るのが上手い。それは入社したときからで、桂祐も初めは他の人に対するのと同様に一定の距きよ離り感かんを保つようにしていたのだが、なんだかんだと声をかけられるうち、いつの間にか馴な染じんでしまったのだ。彼自身が話すことはめったにないが、大学生の頃ころはさぞ華はなやかな遊び方をしていたのだろう。


　爽やかな中に甘さの滲にじむ人を惹ひきつける容姿と、『voluptas』のブランド・イメージを体現するようなセンスの良さを持つ彼が、男女ともにもてなかったわけはない。今だって、数々のファッション誌がこぞって取り上げるような有名人なのだ。


　それを思うと、なぜわざわざ自分なんかに声をかけてくるんだろうと不思議になったことがある。しかしプレス担当として社内情報を集める必要があるらしいと知って、安心した。パタンナーとも繫つながりを持っておきたいということだろう。


　そんなことまで考えてしまう自分自身に内心で苦笑しながら、桂祐は紙に包まれたバゲットを受け取った。薄い紙をぺりぺりと剝はがすと、何層にも重ねられた薄うす切ぎりのチキンとチーズ、バジルソースが見える。教えてないのに知られてしまった、桂祐の好みのサンドウィッチだ。


「……いただきます」


　ぼそりと断り、ぱくりと食べると、口の中いっぱいに旨うまみが広がる。バゲットのほのかな甘みに素材の味が際立つようで、じんとするほど美味おいしかった。


　それにますます空腹を煽あおられ、桂祐が少しペースを上げると、視界の端はしで、コーヒーを飲みながらボディを眺めていた准一が微笑ほほえむのが見えた。


　しかし、准一はそこに触ふれることなく、ちらりとこちらに視線を合わせてくる。


「これ、例の映画の衣装だろ？」


「……ああ」


　桂祐が言葉少なに頷うなずいてみせると、准一はゆっくりと目を眇すがめた。


「……大だい丈じよう夫ぶなのか？」


　彼も、同じところが気になったのだろう。


　桂祐は躊躇ためらい、言葉を選びかけてはみたが、結局わずかに肩を竦めてみせた。


「そうか……」


　准一は小さく息をつくと、手近な作業台にもたれて気がかりそうに桂祐を見つめる。


「眞二と、このことについて話はしてあるんだよな？」


「もちろんしたが……聞く耳を持たないって感じだな。とにかくデザイン画の通りに作れと言われて、終わりだ」


　そのときのことを思い出して桂祐が冷ややかに言うと、それに気づいたらしい准一はふと苦笑を漏もらした。


「あいつもなー……今回は、気負い過ぎなんだよな。いくら長年の夢が叶かなうからって」


「……長年の夢？」


　確かにデザイナーにとって、自分が創つくった服を世界中に見せられるチャンスとなれば凄すごいことだろう。だが准一が使った言葉には違い和わ感かんを覚えてしまい、桂祐は思わず訊たずね返す。陽ひの当たらない時期が長いデザイナーならともかく、眞二は他人のブランドとはいえ、すでに世に出て、評価されているからだ。


　桂祐の言葉に、准一は言葉を選ぶような躊躇いを見せた。しかし結局、ちらりと桂祐を見やって先を続ける。


「……実はあいつ、今回のことでリベンジする、って息巻いてるみたいなんだ」


「リベンジ？」


　きょとんとして桂祐が訊ね返すと、准一は小さく頷いてみせた。


「本来は俺からするような話じゃないから、ここから先はオフレコだ。いいか？」


　桂祐が頷いてみせると、准一は、俺もあまり詳くわしくは知らないんだけどと前置きをして、先を続ける。


「あいつの親父おやじさんって、昔はこのアパレル業界で色々と手広くやってた人らしくてさ。それこそ才能はあるけど資金がない新人デザイナーを援えん助じよしたりして、業界じゃ良い意味で有名人だったらしいんだ。だけどある時、傾かたむきかけた会社を建て直すためとはいえ……その新人デザイナーや有名ブランドの良いとこ取りしたような商品を作っちゃったらしくて」


「それって……」


　眉まゆを顰ひそめた桂祐に向かって、准一は小さく肩かたを竦すくめてみせた。


「いや、盗とう作さくとまでは言い切れないレベルだったらしいけどな。それに実は親父さんも誰かに騙だまされたらしい。でも確証がないし、元々手広くやってた分、有名ブランドとかも軒のき並なみ損害を被こうむったらしくて、一時期は大おお騒さわぎになったらしいんだ」


　……だから、オリジナリティに欠けると言われて、あんなに怒おこったのか……？


　桂祐が思わずあのときのことを思い出していると、准一はため息をついて先を続ける。


「そのせいで、眞二が服を作りたいと大学を卒業したとき、うちのブランド以外どこも受け入れ先がなかったらしい」


「え……あんなに才能があるのに？」


　桂祐が思わず呟つぶやいてしまうと、准一は嬉うれしそうに笑って頷いてみせた。


「だろ？　俺も馬ば鹿かげてるなと思うけど。でも、実際そうだったみたいでさ。高嗣さんがあいつを入れると決めたときも、社外の関係者から止められたって聞いた」


　准一はそこで肩を竦めると、にやりと笑う。


「ま、でも、そこはあの高嗣さんだ。『そんなくだらない話に興味はない。あの才能は、うちがもらう』とかって即そく座ざに言い切ったらしいけどね」


　いかにも高嗣の言いそうなことだ。


　桂祐もつい笑ってしまいながら、眞二のことに思いをはせた。


「それじゃリベンジって、自分を受け入れてくれなかった業界に対する復ふく讐しゆう、ってことか？」


　准一は小さく頷いてみせる。


「プラス、親父さんや中傷され続けた家族の汚お名めい返上、というのも入ってるかもしれないな。やってしまったことは取り返しがつかないが、自分が日本を代表するような本物のデザイナーになれば状じよう況きようが変わるはずだ、絶対に変えて見せるって言ってたことがあったから」


　そう言い終えると准一は、眞二はもちろん、桂祐をも心配するような眼まな差ざしをする。


「だからさ……あいつの態度が悪いのは重々承知しているんだが、多少大目に見てやってくれないか。自分の力でリベンジするんだって気持ちが空回ってるんだと思うし、俺からも、さりげなく注意しておくから」


　どうやら今日は、どこかで桂祐と眞二の諍いさかいを聞きつけ、仲裁にやってきたらしい。


　いかにも面めん倒どう見みのいい准一らしいその動きに、桂祐は思わず苦く笑しようしてしまった。


「……プレス担当者ってのは、社内の調停役も引き受けるのか？」


　すると准一も苦笑いを見せる。


「俺個人として、楽しみにしてるんだよ。この間高嗣さんも言ってたけど、お前と眞二の組み合わせでどんなものが出来るのか、見たい」


　そこで言葉を切ると、准一は、ふと真しん剣けんな眼差しをしてまっすぐに桂祐を見つめた。


「俺は、お前らが力を出し切れば、素す晴ばらしいものが出来ると確信してるんだ。それこそ業界どころか、世界中で話題になるようなものが出来るんじゃないかと思ってる。そのチャンスをこんなことで失うのはもったいないし……」


　准一は、そこで初めて照れたような表情を見せる。


「……お前はどう思ってるか知らないけど、俺は、お前も眞二も好きなんだよ。それに同期だ。自分の仲間、特に同じ歳の奴やつらがでかいことしようとしてるとき、少しでも力を貸したいと思うのは当然だろ」


「…………ありがとう」


　いつになくストレートな准一の表情と言葉に、桂祐はつい自分も照れてしまった。


　いかにも人ひと馴なれしている彼のことだから、もっと飄ひよう々ひようとしているのかと思っていたのだ。極きよく端たんな話、仕事だから自分などとも親しくしている、とか。


　まるで中学生の告白のように思わず二人で照れていると、やがて准一が冗じよう談だんめかしたように先を続けた。


「まあ、それに……うまくいったら、そのままうちの新しいラインにしたいと狙ねらってもいるからな。それで俺がプレス担当をやらせてもらう。そういうの、ちょっと面おも白しろそうだろ？　自分たちでブランド、立ち上げるみたいでさ」


「……ああ」


　桂祐も微笑んでそれに乗りながら、改めて傍かたわらに佇たたずむボディを見つめた。


　白一色で作られている、いかにもプロトタイプといったその服が初めて、早く自分を完成させてくれと訴うつたえているように見えた。











　その翌日、桂祐は、あえてデザイン画そのままに作ったトワル地のドレスを眞二に見せた。


　すると彼は、一いつ瞬しゆん言葉を失ったような表情をする。こうして形になってみると、やはり最初に思い描えがいていたイメージとのずれが明確になったのだろう。


　桂祐はそれを見て取ると、あくまでも冷静に口を開いた。


「提案があるんだが……このドレスに関しては、即そつ興きようで創ってみないか」


「……は？」


　意味がわからないという表情をした眞二に、桂祐は穏おだやかに先を続ける。


「いったんデザイン画のことは忘れて、ゼロの状態からいきなり創るんだ。ボディを見て、思いついたことを片かた端はしからやっていく。伊勢崎がイメージする女の主人公が、実際に服を創るときのように、素材で遊びながら創っていくんだ。そうはいっても、作業はもちろん、僕がする。伊勢崎が自分で手を動かすとせっかくのイメージが濁にごってしまうだろうから、君は指示を出すだけでいい」


　桂祐の言葉に、眞二は驚おどろいたように目を瞠みはった。


「だけど……それじゃ、やりにくいだろ？」


　眞二の問いに、桂祐はきっぱりと首を横に振ふってみせる。


「それをやるのが、僕の仕事だ。どういうやり方であれ、伊勢崎の持っているイメージを形にするのがパタンナーで、それが矜きよう持じでもある。僕は、きちんとした仕事がしたい」


　その桂祐の答えに、眞二は、はっとしたような表情を見せた。そして次の瞬間、唇くちびるを引き結ぶようにして顔を引き締しめると、微かすかに頷うなずく。彼の精せい悍かんな顔が、ますます男らしく見えた。


「それでは、やらせてくれ」


　眞二は正面から桂祐と視線を合わせると、まるで何かを誓ちかうように言った。


　桂祐が黙だまったまま頷き返すと、眞二は部屋の隅すみにボディを取りに行った。その間に桂祐は、パタンナー室から持ってきたトワル地を彼の作業台の上に置く。


　そうして準備が整うと、眞二は桂祐の隣となりで、静かに目の前に置いたボディを見つめ始めた。


　ほんのわずかに緊きん迫ぱくするような、独特の空気があたりに満ちて、彼が集中状態に入っているのがわかる。


　桂祐はそれを邪じや魔ましないように立ったまま、眞二の部屋の壁かべに貼はられている様々なものを眺ながめていた。彼がインスピレーションの源としているらしい、様々な写真や絵画のレプリカ、奇き妙みようなオブジェ。


　そうしていると、ふと、自分が眞二の一部になってしまったような錯さつ覚かくを感じた。


　彼の内面をうかがわせるようなものばかりに囲まれているからかもしれない。もしくは、彼が隣で当然のように他のものに集中し、無防備な姿を見せているからかもしれない。


　とにかく、今までに感じたことがないほど心地ここちよかった。自分があたりに溶とけ込んだような解放感があり、安らいでいるのがわかる。


　……なんだ…………これ。


　その気持ちよさに桂祐がそっと息をついたとき、眞二がゆっくりと動いたのが見えた。


「……よし、行くぞ。まずは、胸むな元もとからだ」


　眞二はまだイメージの中にいるかのように呟き、桂祐は素す早ばやくトワル地をボディに当てた。


　すると眞二は鋏はさみを片手に手を伸のばし、じょきじょきと粗あらく形を切り出し始める。


　それは左半分が立たち襟えりの短袖、右半分が深く抉えぐれたノースリーブというような、アシンメトリーで不思議なバランスを保っていた。


「この服は、前後左右、見る角度によってすべてシルエットが変わるんだ。この胸元をベースに、左側は少女のように可愛かわいらしくて躍やく動どう的なドレープ、その上に少しかかるように右側が、ギリシアの女神のようなドレープになって流れている。そう、水が流れていくような感じで」


　まるで謎なぞかけのような眞二の言葉に、桂祐はさすがに躊躇ためらった。


　しかし、自分が彼の発想を滞とどこおらせるわけにはいかない。


　桂祐は、アシンメトリーで粗く切られた部分をヒントに、トワル地をわざと手で裂さき始めた。


　そして躍動的になるよう、くしゃくしゃと腰こしの左半分だけにドレープをつける。


　そのまま裾すそを床ゆかに這はわせると、眞二は、違ちがうというように眉まゆ根ねを寄せた。


「始まりの位置はいいが、裾はもっと短い。切らずにたくし上げてくれ。外側から内側に向かって傾かたむくように。裾は膨ふくらむように。腰のあたりは花が咲さき乱れているように」


　……こう、か？


　桂祐は、ドレープを折るようにしてたくし上げ、その端はしを腰のあたりで遊ばせるようにして、次々と留とめていく。すると粗く裂かれた布の端が花びらのような雰ふん囲い気きとなり、ボディの腰のあたりに零こぼれんばかりの花を散らした風ふ情ぜいになった。


「ああ、いいな」


　眞二は満足げに頷くと、今度は、桂祐に指示を出す間、手遊びのようにまとめていたトワル地を差し出してきた。


「後ろにはこれをつけてくれ。幼い女の子が、ピアノの発表会に着るドレスみたいにしたい」


　そこまでのボリュームを出すとなると、ミシンを使った方がいい。


　桂祐はそれを受け取ると、作業台の端に置かれたミシンに向かった。前身ごろとのバランスを考え、やはり腰の部分を花のようにすると、眞二がますます満足げな笑え顔がおを見せる。


「ああ、その通り。さすがだな」


　別に褒ほめてもらおうとしてやったわけではないけれど、そんな笑顔を向けられると、やはりなんだか嬉うれしくなる。


　そうして、二人は次々とドレスを形にしていった。


　もちろん、ときには眞二のイメージがうまく伝わって来ないこともある。そういうときには、二人でトワル地を使って様々に試ためし、眞二の目指す形を探していく。


　あるいは、桂祐が何気なく作った形が、眞二のイメージを凌りよう駕がしていることもあった。すると眞二は素す直なおに喜び、さらにそれを活いかすようなシルエットを提案してくる。


　そうやって互たがいが刺し激げきし合い、より良いものを生み出していくさまは、まるでジャズの即興演奏のようだった。


　打てば響ひびくようなそれは面白くて堪たまらず、桂祐は、プロフェッショナルとしての冷静さは残しつつも、どんどん夢中になっていく。


　やがてどれくらい時間が経たったのかも気にならなくなった頃ころ、ふと気づくと、ドレスは形になっていた。


　左側は、腰からの咲き乱れる花のような飾かざりと膨らんだ裾が可愛らしく、右側は、胸のあたりから流れるようにつけられたシックなドレープが美しい。


　そしてそのアシンメトリーなフォルムのせいで、前後左右、どこからみてもシルエットが異なる不思議なドレスであった。正面から見れば、そのアシンメトリーさが不思議で可愛らしい魅み力りよくを帯び、左から見れば、可か憐れんな少女のようなシルエット、右から見ればシックで優ゆう雅がな大人おとなの女性、後ろから見れば、どこかおしゃまで微笑ほほえましい茶目っ気すら感じる。


　それはかつて眞二が描いたデザイン画と、目指す何かは似ていても、全く異なるものだった。


　しかし、今度は彼の生み出した素晴らしいデザインだと、胸を張って言うことができる。


「…………できた」


　まるで目の前のドレスが信じられないというように、眞二が呆ぼう然ぜんと呟つぶやいたのが聞こえた。


「……ああ。できたな」


　ようやく、本当の形にできた。


　それに、やはり、素晴らしい。


　これこそが、伊勢崎眞二のデザインだ。


　完成だ。


　そう感じたとたんに、突とつ然ぜん、思い出したように疲ひ労ろうを覚えた。その場にへたり込みそうになりながら、同時に嬉しくて堪らなくなる。


　何を言っていいのかわからないのだけれど、とにかく、眞二の顔が見たい。桂祐は我ながら照れ臭くさくなるほどの笑顔を浮うかべて彼の方を向こうとした。


　その瞬間に、痛いほどの力で二の腕うでを摑つかまれ、引き寄せられる。


　驚き抗あらがう隙すきもなく、眞二に抱だきしめられてしまったのだ。


「なっ……」


　じたばたと逃にげ出そうとすると、絶対に逃がさないというように、さらに深く胸の中に閉じ込められてしまう。服ふく越ごしに頰ほおに感じる温かな彼のからだに、爽さわやかだが刺激的に立ち昇のぼってくる彼の香かおりを感じた。


　そうして無言で抱き締められていると、互いの体温が混じり合ったところから、疲労が溶け出していくような気がする。その心地よさについ、うっとりしてしまう。そんなつもりはないはずなのに、眞二のからだに腕を回してしまいそうになる。


　……だめ、だ……。


　頭ではわかっているのに、言うことを聞かなくなってしまいそうなからだが怖こわくなり、桂祐は必死で身を離はなそうとした。すると眞二がそれを阻はばむように首すじに顔を埋うずめてくる。彼の高い鼻筋をひやりと感じて、思わずぴくんと震ふるえてしまう。


「や……」


　そんな自分にさらに動どう揺ようし、桂祐が力を込めようとすると、甘えるように耳元に鼻先を擦こすりつけられた。そしてまるで真しん摯しな愛でも囁ささやくかのように、掠かすれたような低い声が吐と息いきと混じる。


「……ありがとうな」


　ああ……なんだ。


　感に堪たえかねたようなその囁きに、別の意味でからだの力が抜ぬけていくような気がした。


　感謝のハグ、ということか。そりゃ、そうだよな。


　しかしそう納なつ得とくはしても、そこからどうしていいか、ますますわからなくなる。


　戸と惑まどったまま、桂祐は少し考えていたが、やがて子供か何かにそうするように、ぽんぽんと眞二のからだを優やさしく叩たたいた。


「……素晴らしいものができて、よかったな。お疲つかれ」


　するとますます深く抱き込まれる。


「ああ……お前のおかげだ」


　え…………。


　これまでの眞二の傲ごう慢まんさからは想像もできない言葉に、桂祐は思わず目を瞠みはってしまった。


　眞二の表情を見ようとしても、照れているのか強く抱きしめられたままで、かなわない。


　桂祐はますます戸惑いながら、なぜか何かを宥なだめるような気持ちで、眞二のからだに両手を回した。彼の背中を擦さすりながら、服越しに伝わってくる彼の温かさや香りを改めて感じる。


「いや…………後もう一着、男の方も頑がん張ばろう」


　すると眞二のからだが微かすかに震えて、彼が小さく笑ったのを感じた。


　別におかしなことを言ってるわけじゃないのに、なぜ笑うんだ。


　そうむっとした瞬しゆん間かん、ゆっくりとからだを離され、柔やわらかく顔を覗のぞき込まれる。


　眞二の精せい悍かんで整った顔が、思った以上に、近い。


「お前……ほんと、イイよな」


　なっ……。


　まるでからかうような笑みを浮かべた瞳ひとみに見つめられ、桂祐は思わず睨にらみ返した。


　すると、おかしくて堪たまらないというような眞二の瞳が、甘く、蕩とろけたように感じた。


　とたんになぜか無む性しように恥はずかしくなり、桂祐は、眞二の腕の中から逃げ出そうとする。


　しかし眞二は全すべてを見み透すかしているように小さく笑い、ますます桂祐を腕の中に閉じ込めた。


「逃がすわけねぇだろ？」


「やっ、ちょっ……」


　ますます顔が赤くなるのを感じながら、桂祐がとにかく抗おうとすると、眞二はさらに笑いを深めて、からかうように顔を寄せてくる。


「それにそんなに可愛かわいい顔してると、キスしちゃうぜ？」


「なっ……!!」


　信じられないような眞二の言葉に桂祐が心底慌あわてたとき、コンコンというノックが響いた。


「……っ！！！」


　焦あせった桂祐が渾こん身しんの力を振ふり絞しぼって眞二を突つき飛ばすと、彼は笑いながら入室を許す。


　……ほんっとに、こいつ、信じられん……!!


　からかうのも、いい加減にしろ!!


　思わず桂祐が内心で絶ぜつ叫きようしたとき、ドアが開いた。


「ああ、お前か」


　眞二の親しげな声に釣つられるようにそちらに視線を向けると、そこには目の覚めるような美女が立っていた。


　何かに少し驚おどろいたように見開かれてはいるが、大きくぱっちりとした瞳ひとみに通った鼻筋、ふっくらとして柔らかそうな唇くちびる、艶つややかな栗くり色いろの髪かみ。小さな顔は引き締しまって可愛らしく、首はバレリーナのようにほっそりとしている。全身ももちろんすらりとしていて、おそらく同じ20代でも前半、若々しく可か憐れんな魅力にあふれている。


　彼女に見覚えはないが、ここまで完かん璧ぺきな容姿をしているとなると、モデルなのかもしれない。


　桂祐がそう思ったとき、眞二が彼女と引き合わせるようにこちらを振り向いた。


「瑞みず穂ほ、こっちがパタンナーの井川桂祐。桂祐、こっちが今回のモデル、吉よし川かわ瑞穂だ」


「……はじめまして」


　やっぱりモデルか、と桂祐は頭を下げて挨あい拶さつをしたけれど、瑞穂はどこか胡う散さんくさげな目つきをしただけだった。


「はじめまして」


　それでも一応礼れい儀ぎだというように挨拶を返すと、瑞穂はさっさと眞二に視線を転じる。


「突然一週間予定空あけろって、なぁに？　眞二に来いって言われたから無理矢理スケジュール調整したけど、私だってそんなに暇ひまじゃないんだから。一週間丸々は無理だよ～」


　可愛らしい見た目と同じく、甘い口調でそう言いながら、彼女は眞二の傍かたわらにあるボディに目を留とめた。


「わぁっ、このドレス可愛い……!!　眞二がつくったの？」


　初めて聞く評価の声が嬉うれしいのか、それとも単純に彼女に褒ほめられたからなのか、眞二は見たことがないほど喜びにあふれた表情を見せた。


「だろ？　ちょうど今、出来たんだ。これをお前のサイズに合わせて、一週間後、ロスに行ってプレゼンしてもらう」


「ええっ?!　ロス?!　プレゼン?!　なにそれー！」


　次々と驚く瑞穂に、眞二は事情を説明し始めた。


　その様子を見るに、瑞穂は本当に何も知らずに駆かけつけて来たらしい。見覚えこそないが、スケジュールが調整できなかったということは、それなりに売れているモデルなのだろう。


　それなのに、眞二が一声かけただけで、無理を押して来たというのだ。よほど親密なのだろう。もしかして、恋こい人びとなのかもしれない。


　そこまで考えたとき、桂祐はふと、息苦しいような気持ちになっていることに気づいた。


　胸のどこかがもやもやと曇くもっているような、妙みような気持ちである。


　……なんだ、これ。


　覚えのないようなその感覚に桂祐が首をかしげたとき、瑞穂の戸惑ったような声が聞こえた。


「えーっ、そんなの、無理だよー……さすがの私でも、そんなすごい場所、自信ないもん。アラン・ヴァン・カッセルには会ってみたいけど」


　桂祐が改めてそちらに視線を向けると、眞二がごく自然な様子で、不安げな瑞穂の顔を親しげに覗きこんだのが見えた。


「何言ってんだよ、お前ならできるって。それに恋人役の男の服を着てエスコートするのは、この俺だ。それならそこまで不安じゃないだろ？……何があっても守ってやるから」


　……は？


　目の前で彼女を口説くような眞二の囁きに、桂祐は思わず目を丸くする。


　そして次の瞬間、動揺してしまった自分に驚き、それは、彼が男の方のモデルをするということを、今初めて知ったからだと、慌てて自分に言い聞かせる。


　そんな桂祐の目の前で、瑞穂は、心が動きつつもまだ迷っているようだった。


「えー……でも……」


「俺のために、頼たのむ」


　しかし眞二が、桂祐も見覚えのある真しん剣けんな表情をしてそう言うと、わずかな逡しゆん巡じゆんの後、瑞穂はこくりと頷うなずいてみせる。


　とたんに、桂祐の内側が、もっと曇ったような気がした。本来なら、ドレスのためのモデルが決まって安心するはずなのに。


「よし。じゃ、サイズを測ろう」


　……本当に俺、どうしたんだ。


　自分でもわからない感情の動きに桂祐が密ひそかに苛いら立だちながらメジャーを手にすると、瑞穂は拗すねるような甘えた表情をみせた。


「えーっ、眞二じゃなきゃやだ。サイズってぴったり測るんでしょ？　恥ずかしいもん」


　……はあ?!


　プロフェッショナルのモデルとは思えない言い草に、桂祐が眉まゆを跳はね上げると、眞二が割って入るように苦く笑しようした。


「ああ、悪い、桂祐。こいつ、本職プロじゃないんだ。ただの、俺の友達だから」


　ただの友達、ね……。


　単なる友達のために、事情も知らずに無理矢理飛んでくるか？


　桂祐は内心でそう突っ込んだけれど、実際には黙だまったままメジャーを渡わたした。


　そして礼儀上、さりげなく距きよ離りを取ってあらぬ方向を向いていると、眞二たちがサイズを測る声だけが聞こえてくる。


「へえ、ずいぶん瘦やせたんじゃねーの？」


「でっしょー？　最近ちょっと頑張ったんだ」


「だけど、胸まで落ちたら同じだぜ？」


「ひっどーい！　そこは変わってないもん！　ちゃんとジム行ってるんだから！　ほら！」


「あ、ほんとだ」


　彼らの表情こそ見えなかったけれど、お互たがいの気をそそるような、甘い声こわ音ねやくすくす笑い、思わせぶりな言葉が耳に入ってくる。特に眞二のその声は、先ほど、桂祐にキスしようとからかってきたのと同じような気がした。


　……やっぱり、誰にでもやってることなんだな。


　だから遊んでる奴やつは……。


　そうぼやきつつも、先ほどは本気で迫せまられたわけじゃないとわかって安心し、桂祐は小さく息をついた。しかしそれと同時に、ほんの微かすかに残念なような、妙な気持ちになっていることにも気づく。そんな自分に少し動揺したけれど、桂祐は、今度はそんな感情を完全にやり過ごした。


　そしてそうできたことに、桂祐は改めて安心した。











　なんだかんだ言いつつ、サイズを微び調ちよう整せいしたドレスは、瑞穂に文句のつけどころがないほどよく似合った。その雰ふん囲い気きを活いかそうと、眞二は生き成なりをメインの色に、七種類もの天然素材の布地とヴィンテージレースを選ぶ。


　ここまで来てしまえば、あとは桂祐がその布地を使って仮かり縫ぬいをし、瑞穂に試着してもらいながら眞二と一いつ緒しよに微調整を繰くり返すだけだ。


　となると、次に取り掛かからなければいけないのは、アランが着る予定の服である。


　こちらは納なつ得とくのいくデザイン画だったから、通常通り、そこから桂祐がトワル地を使って形にすることにした。


　眞二が描えがいているのは、タキシードを基にした艶のあるブルー・グレーのベストに白いシャツ、同色のパンツを合わせて首にロングストールを巻いた姿だ。そしてそのストールは、立たち襟えりの部分についた細い二本の革かわベルトで留める形になっている。


　それはキャラクターの、男らしいが茶目っ気もある魅み力りよく的な性格を表すようなデザインで、さりげなく粋いきなものだ。素材やアイテムの組み合わせも面おも白しろく、ファッションに興味がある人間なら、どのブランドのものかと気になってたまらないような、オリジナリティのある服である。


　しかし、そのせいでバランスやベルト部分の微び妙みような調整がかなり難しいのだ。


　桂祐は、今までに培つちかった様々な技術や新しい工夫を凝こらして、なんとか形にしていった。


　それと同時に、とうとう『voluptas』や『novus』のコレクションの準備が始まってしまう。


　一応自分の作業量は最低限に減らして他のパタンナーたちに振ふり分けていたのだけれど、やはり始まってしまうと眞二のデザインだけに集中することは出来ず、桂祐は久々に仕事に追われることになった。


　それは、一部とはいえ『voluptas』や『novus』のデザインを任されている眞二にしても同じである。


　桂祐がようやく作り上げたトワルを持って彼の部屋に向かうと、作業台の上には書き損じたらしい紙片が散らばって床ゆかにまでこぼれていた。そして当の眞二は、明らかにデザインに没ぼつ頭とうしているような表情で顔を上げる。


「アランの服ができたんだが、後にするか？」


　桂祐が声をかけると、眞二は我に返ったような瞳ひとみの色を見せた。


　そして小さく頭を振ると、目を瞑つぶり、イメージを切り替かえるように額を擦こする。


「いや、やろう。時間が無い」


　眞二は吹ふっ切るようにそう言うと、立ち上がり、全身鏡の前で無造作に服を脱ぬぎ捨て始める。


　するといったいいつ鍛きたえているのか、引き締しまった彼の上半身が顕あらわになった。張りのある皮ひ膚ふの下で、筋肉が動いているのがわかる。


　同じ男とはいえ、どちらかといえば貧弱に近い自分のからだを思い出してしまい、桂祐は少し複雑な気分になった。あまり食べても太らないし、基本的にインドアなので色も白く、たいして筋肉もついていないからだ。


　しかし当然、眞二はそんな桂祐の気持ちなど気づくはずも無く、次々に服を受け取ると、手早く身につけ始めた。


　タキシードを基にしたベストにシャツ、スーツ・パンツに細いベルトのついたストール。


　それらは白一色のトワル地でできてはいたが、眞二の完かん璧ぺきに近い容姿のせいか、それだけでもう魅み惑わく的な着こなしに見えた。


　眞二は鏡で自分を確かめると、満足げに桂祐を見やる。


「……さすが。俺がイメージしていた通りだ」


　別に褒ほめられたくてやっているわけではないけれど、その一言で、苦労が報むくわれる気がする。


　即そつ興きようで一緒にドレスを創ったことで、眞二のデザインについてかなり摑つかめて来たのだろう。


　桂祐は思わず頰ほおを緩ゆるめながら、眞二の指示に従って調整を始めた。


「シャツの肩かたがアンバランスだ。あと一ミリ右に傾かたむけて。袖そでも少し長い。そうだな、あと五ミリ詰つめてくれ。それに、ベストの裾すそ。あと二ミリ上」


　言われるがまま、ベストの裾を直そうと、桂祐は眞二の前に跪ひざまずいた。ベストの裾を軽く引っ張って整え、眞二の腰こしのあたりに顔を近づけるようにして少しずつ上げていく。


　するとそのとき、眞二のからだが微かに震ふるえ、彼が低く笑ったのに気がついた。


　……何がおかしいんだ？


　不ふ審しんに思って視線を上げると、眞二がからかうような表情をして、桂祐を見下ろしている。


「いや……見ようによっちゃ、なかなかエロくていいアングルだなと思ってさ」


「は？」


　その言葉の意味がわからず、桂祐がさらに眉を顰ひそめると、つい、と眞二の指先で顎あごを捕とらえられた。そしてそのまま、半ば強ごう引いんに顔を上げさせられる。


　絡からめるように合わせられた視線の先で、眞二の眼まな差ざしが、ひどく甘く艶つやめいてみえた。


　桂祐が思わず息を呑のんだとき、親指の腹でゆっくりと唇くちびる全体を撫なでられた。それはまるで愛あい撫ぶのようで、そのまま下唇を押し下げられる。


「だからほら……こうやって、やらせるだろ？　お前だって、彼女に」


「────っ!!」


　ようやく口を使って奉ほう仕しするときのことを言われているのだと思い当たり、桂祐は瞬しゆん時じに頭に血が上るのを感じた。


　また、からかわれた……!!


　しかし、ここで動どう揺ようしては相手をさらに喜ばせるに違ちがいない。


　桂祐はぐっと全すべてを呑み込むと、頰を上気させながらも眞二を睨にらみつけ、不ふ埒らちな彼の手を振り払はらった。


「ふざけるのもいい加減にしろ。こういうのを、セクハラって言うんじゃないのか」


　桂祐としては、脅おどすような気持ちで言ったのだけれど、眞二は笑いを嚙かみ殺すような表情をして、唇の端はしを上げただけだった。


「へえ、俺をセクシュアルだと感じてくれるのか。脈ありだな」


「……!!」


　反省どころかますますからかうようなその態度に腹を立て、桂祐は思わず立ち上がった。


　無言のまま、彼の視線を避さけるように背中側に回ろうとすると、眞二が振り向いてくる。


「なあ、お前ってなんで、ちゃんと話せるのに話さねぇの？」


　……は？


　さらに失礼なその言い草に桂祐はますます視線を冷たくさせたが、眞二はまったく意に介かいさないように先を続ける。


「思ったことの半分も言ってねーような気がするんだよな。ま、仕事のことは別だけど」


「……仕事に支障をきたしていないなら、放ほうっておいてくれ」


　さすがに腹に据すえかねて桂祐がぴしゃりと言うと、眞二は悪びれた様子もなく肩を竦すくめた。


「ま、俺にはそうだけどさ。そんなんでパタンナー室、大だい丈じよう夫ぶか？　くだらないと思うことでも、周りの奴らともっと話せよ。それにもっと笑えって。せっかくなのに、もったいない」


「……っ」


　なにがもったいないのかはまったくわからなかったが、痛いところを突つかれてもいる。


　桂祐は言葉を呑み込んだまま、その話はこれで終わりと示すかのように、再び背中部分の裾の調整を始めた。


　……そんなに簡単に直せるものなら、とっくに上手うまくやっている。


　俺だって、好きでこんなに口くち下手べたでいるわけじゃないんだ。


　お前みたいに才能があって、自然にしていても人にもてる奴に、俺の気持ちなんかわかりっこないだろう。


　桂祐はそう心の中で呟つぶやきながら、よりいっそう完璧にベストの裾を直した。











　Ｌ．Ａ．に向かうにあたり、アランが用意してくれたのは、驚おどろくことに航空チケットではなく、自家用ジェット機だった。


　ジャンボジェット機と比べるとさすがに小ぶりに見えるが、それでも内部は十分にリラックスできる造りになっている。


　まるでソファのような白革張りの大きな椅い子すが、ゆったりとしたスペースを置いて二席ずつ、向かい合うように六席設しつらえられているし、円く抜ぬかれた窓の周りも同色で柔やわらかな印象を与あたえる。さらに椅子につけられたコントロールパネルや操縦室との境には、鼈べつ甲こうのような素材が使われていて、上品で優ゆう雅がな雰ふん囲い気きをさらに盛り上げていた。


　世の中、こんな世界があるものなんだな……。


　まるで映画のような光景がにわかには信じられず、桂祐は思わず入り口で立ち竦んでいた。


　するとタラップを上がってくる音がして、振り向くと眞二がやって来ていた。


「何やってんだよ？」


「いや……」


　まさか目の前に広がる別世界に馴な染じめずぼんやりしていましたとは言えず、桂祐は慌あわてて席についた。大きな荷物は乗り込むときに預けてある。


「あれ……吉川さんは？」


　てっきり瑞穂と二人で来ると思っていたのに、眞二は一人でやって来たようだし、あまりにも自然に自分の目の前に座ったので、桂祐は思わず目を丸くした。


　すると、眞二は苦く笑しようしながら、肩を竦める。


「車が混んで、少し遅おくれるらしい」


「でも……来るんだろう？」


「ああ」


　眞二が頷うなずいたので、桂祐は立ち上がると、逆サイドの席に移った。


　すると眞二が軽く吹き出す。


「何だ、それ。まさか気を利きかせてるんじゃないだろうな」


「……まあ、一応」


　からかうような口調に乗るまいと、桂祐が淡たん々たんと答えると、眞二は苦笑して肩を竦めた。


「それは残念」


　残念？　何が？


　よく意味のわからない言葉に桂祐が内心首をかしげたとき、ぱたぱたと軽い足音がして瑞穂が機内に上がってきた。


「遅おそくなっちゃって、ごめんなさーい！」


　可愛かわいらしい声をあげると、当然のように眞二の前に座る。


「ほんとに遅おせーよ」


「えー、だって道が混んでたんだもん」


　瑞穂はからかうような眞二の言葉に軽く唇を尖とがらせると、すぐににこっと笑え顔がおを浮うかべた。


「でも、ここまで来たらなんだか楽しみになってきちゃった！　早くアラン・ヴァン・カッセルに会いたーい！」


「現金な奴やつ」


「だってー」


　二人はそこからたわいない応おう酬しゆうで盛り上がり始めたから、桂祐は内心で肩を竦める。


　そうして先ほど湧わいた疑問を片付けると、手荷物の中から取り出した読みさしの本を開いた。











「きゃー！　見て見て!!」


　興奮したような瑞穂の声に視線を上げると、ゆっくりとアランの別べつ邸ていが姿を現したところだった。いかにもハリウッド・セレブらしく、アランの邸やしきは、セキュリティ・ゲートで守られた広大な高級住宅地のさらに奥にある。


　自家用ジェットが到とう着ちやくした飛行場に桂祐たちを迎むかえに来てくれたリムジンの陽気な黒人の運転手によると、この高級住宅地はロスでも一、二を争う上等な場所で、金持ちや有名人ばかりが集まっているらしい。立ち並ぶ家も目の眩くらむような豪ごう邸ていばかりだ。


　中でもアランの別邸は見事だった。


　優美な装そう飾しよくの施ほどこされた鉄てつ柵さくの自動ゲートが音もなく開くと、目の前には広大な前庭が広がる。隅すみ々ずみまでよく手入れされた庭はほどよく自然を残していて、邸の前の車寄せには、大きな噴ふん水すいが涼すずやかな水音を立てていた。


　そして邸は、開放的で親しみやすそうであったが、どこまでも豪ごう奢しやで、優雅だった。


　どこかルネッサンスの貴族の館やかたを思わせるようなその建物は、全体的に青い空に映はえるような白い石造りで、車寄せから緩ゆるやかな階段が続いている。


　その右側には、庭をくつろいで眺ながめられるような大きなテラスがあった。


　欄らん干かんには同じ石造りで美しい彫ちよう刻こくが施されていたが、その天てん井じようは優美なデザインの黒い鉄てつ枠わくに上品な赤色の布が設えられ、オリエンタルな雰囲気を醸かもす天てん蓋がいのようになっている。さらにその鉄柱の周りには、やはり赤を基調とした織りの美しいカーテンがまとめられていて、ますますの贅ぜいを感じさせた。


　そんな造りに驚きながら車を降りると、すでにそこには出迎えの人々が待っていた。


　桂祐たちと歳が近そうではあるが、執しつ事じらしき男性と、彼に連れられた数名のメイドである。


「ようこそいらっしゃいました。あいにく主人は外出中ですので、先に、本日お泊まりいただく皆みな様さまのお部屋にご案内いたします」


　出迎えられたことにも驚いたけれど、ダークヘアに青い瞳ひとみをした、明らかに外国の男とわかる端たん整せいな容姿をした執事の口から流りゆう暢ちような日本語が流れ出たことに、桂祐はさらに驚いてしまう。


　しかしこういう世界ではそれが当然のことであるのか、眞二も瑞穂もちらりと微笑ほほえみ返しただけで、特にそこには触ふれなかった。


　そして執事に案内されるまま、一行は邸に足を踏ふみ入れる。パーティに出席した後は、ホテルではなくこの邸に泊めてもらう予定なのだ。


　……って、冗じよう談だんだろう……？


　桂祐は、何気なくあたりを見やったとたんに言葉を失う。


　二階までの吹ふき抜けになっているそのホールは、陽ひが燦さん々さんと差し込んでいて美しい。


　しかしそれ以上に、驚くべき広さがあった。


　そこはおそらく、訪問客が邸てい内ないに案内されるまで待つためだけの場所なのだろうが、その片かた隅すみには、なんと六箇か所しよに分けてリビングスペースが設えられていたのだ。


　つまり、一いつ般ぱん家庭六軒けん分の居間があるようなものである。しかもそれらの間には十分なスペースがあり、調度も絶ぜつ妙みようなバランスで揃そろえられているせいで、なんの違い和わ感かんもない。


　凄すごい家があったもんだな……。


　桂祐が感心を通り越こして半ば呆あきれていると、執事が柔らかく振ふり返り、穏おだやかに微笑することでさりげなく先に進むよう促うながしてきた。


「遥はる々ばる日本からいらっしゃって、お疲つかれでしょう。着いた日の夜にすぐパーティというのは心苦しい限りですが、始まる時間まではどうぞおくつろぎください。もし仮か眠みんされるようでしたら、私どもにお申し付けくだされば、時間に間に合うようお声かけ致いたします」


　執事はそう話しながら長い廊ろう下かを先導し、桂祐たちを邸の奥に案内していった。


　二階へと続く階段を上ると、高い天井まで吹き抜けとなった回かい廊ろうへと繫つながる。


　優美なアーチ形に連なった柱や欄干、天井に至るまで壮そう麗れいな彫刻が施され、その天井からは豪奢なシャンデリアが一定の距きよ離りを置いて下げられていた。


　その回廊の大きさといい、天からふんだんに光が差し込んでくる様といい、まるで歴史的な建造物か寺院のような雰囲気を漂ただよわせている。


「こちらが吉川さまのお部屋です」


　さすがに部屋は一人ずつ用意されているらしい。さらにレディ・ファーストということで、一番に瑞穂が部屋へと案内された。


　すると彼女は、先ほどまでのミーハーで軽い雰囲気はどこへやら、背筋を伸のばして優雅に一同を見み渡わたす。


「私は夜に備えて仮眠を取ることにするわ。二時間前に起こしてください」


「かしこまりました」


「それではみなさん、お休みなさい」


　執事が一礼すると、瑞穂は淑しとやかに微笑み、メイドを連れて部屋へと消えた。物慣れて落ち着き払はらったその様子は、完かん璧ぺきなレディに見える。


　その変へん貌ぼう振ぶりに驚おどろき、次の部屋に向かって回廊を歩きながら桂祐がちらりと眞二を見やると、視線が合った。


　すると眞二は軽く眉まゆを上げてみせ、冗談めかすかのように肩かたを竦すくめる。


「あの様子なら、パーティでも舞まい上がらずにアピールできそうだろ？　だから選んだんだ」


「……なるほど」


　どう返していいか迷い、桂祐が無難な言葉を返したとき、執事が静かに立ち止まった。


「こちらが伊勢崎さまのお部屋です」


「どうも。俺も寝ねるんで、二時間前によろしく」


　眞二はそう言い置くと、ちらりと桂祐を見やって言い添そえる。


「こいつも寝るんで、同じ時間で起こしてやってください」


「ええ？」


　なぜそんなことを眞二に決められなければいけないんだと桂祐が面めん食くらうと、彼はほんのわずかにむっとしたような表情を見せた。


「何が、ええ？　だよ。お前、飛行機の中でほとんど寝てないだろうが」


「な……」


　確かに、出発直前まで睡すい眠みん時間を削けずって作業していたというのに、いざ寝ようとすると妙みように目が冴さえてしまい、ほとんど眠ねむれなかったのだ。


　しかし、それを眞二が知っているとは。


　同じ向きに並んでいたからよく見えなかったこともあるが、てっきり瑞穂と同様、よく眠っていると思っていたのだ。


　桂祐が目を丸くすると、眞二は面おも白しろく無さそうに鼻先で笑った。


「まさか他人ひと事ごとだと思ってねぇだろうな？　俺たちは、こんなにくそ遠くまでわざわざ遊びに来たわけじゃねぇんだぞ。勝負に来たんだ。寝不足で手先が鈍にぶっただとか、判断が狂くるっただとか、絶対に認めねーからな。寝ろ」


「……わかった」


　ため息をついて桂祐がそう答えると、眞二は満足げな笑顔を見せた。


「いい子だ。それじゃ、後でな。おやすみ」


「……ああ」


　眞二の嬉うれしそうで優やさしげな笑顔は、桂祐が素す直なおに言うことを聞いたことについて浮かべたものだとわかっている。なのに、それを向けられたことで、なぜかほっとしている自分に気づく。


　……生まれて初めてこんなに凄い場所に来たから、意外と緊きん張ちようしてるんだろうか。


　そんな自分に首を傾かしげてしまいながら、桂祐は執事に案内されて部屋に入った。


「……これは、凄い」


　目の前には、無口の桂祐にしても思わず感かん嘆たんの声をあげてしまうような、上品で贅を尽つくした部屋が広がっていた。


　ゲスト用の部屋のはずなのだがきちんと居間と寝しん室しつに分けられているようで、左手奥のドアの隙すき間まから豪奢だが寝ね心地ごこちの良さそうなベッドが垣かい間ま見みえる。


　そしてどちらもこれまでの邸やしきの雰ふん囲い気きと同様、ルネッサンス調の内装で統一されていた。通常の倍近く高い天井までの大きな窓には、たっぷりとして重そうなカーテンが留められ、差し込んでくる光の縁ふちを柔やわらげている。


　さらに右側にはほどよい大きさの暖だん炉ろがあり、鏡が嵌はめ込まれたマントルピースが天井から下がる優美なシャンデリアを静かに映していた。それらの前には、白と焦こげ茶を基調としたソファセットが置かれ、いかにもくつろげそうな雰囲気がある。そんな部屋の壁かべには、高価そうな絵画がかけられ、彫刻なども飾かざられている。


「奥にはバスルームがついておりますので、念のためにご説明いたします」


「あ……はい」


　執事に連れられ、寝室の方へと足を踏み入れると、そこも息を呑のむような内装になっていた。


　部屋全体の雰囲気は同じだが、とにかくベッドが大きくて豪奢なのだ。


　ベッドの四よ隅すみには優美な彫刻が施された柱が立てられ、たっぷりとした天蓋を支えている。そして、男でも三人くらいは並んで眠れそうな広さがあるのだ。


　またそのリネンはすぐにでも触さわってみたくなるほど上質で、寝心地が良さそうだった。恥はじも外聞も無く、子供のようにベッドに倒たおれこんでみたくなる。


　しかしもちろん桂祐はそんなことはできず、さらにベッドの右奥に向かった執事の後を追った。どうやらそちらがバスルームらしい。


　そのバスルームも、磨みがき上げられた真しん鍮ちゆうが真っ白なバスタブに映えて美しく、贅を尽くされた場所だった。バスタブも大きく、お湯をためてくつろげそうである。


　それらの操作の説明を一通りすると、執事は他に必要なものはないかと訊たずねてくる。


　特に無いと桂祐が首を横に振って見せると、彼は感じのいい笑顔を浮うかべた。


「それでは、私はこれで失礼致します。おやすみなさいませ。良い夢を」


「……ああ、はい」


　微笑んでくれたのは彼のはずなのに、なぜか桂祐は眞二の笑え顔がおを思い出していた。


　……って俺は、何を思い出してるんだ。


　というか、眠れるはずが無いだろう。


　別に、眠いと感じているわけじゃない。


　あいつが、勝手に、決め付けたんだ。


　桂祐は妙なことを思い出してしまった自分を誤ご魔ま化かすようにぶつくさとそう言いながらも、やはり寝室に向かってしまう。


　……別に、眠るわけじゃない。


　ただちょっとリネンが気持ち良さそうだったから……どんな生き地じを使っているのか、触ってみるだけだ。


　なぜか自分に言い訳しながら、桂祐はベッドにそっと手を滑すべらせた。


　真っ白で清潔な手て触ざわりのシーツは、当然のように上質で、恍こう惚こつとしそうになるほど気持ちがいい。そのままゆっくりと滑らせていくと、柔らかくからだが沈しずんでいった。


　手のひらで感じるシーツの素す晴ばらしさはもちろん、服ふく越ごしに感じるベッドの弾だん力りよくがたまらなく心地いい。


　そして頰ほおに柔らかくシーツが触ふれると、ますますたまらなくなる。全身で感じる幸せの余よ韻いんのような感覚に、からだが溶とけ出していくような気がする。


　……凄すごい、気持ち、いい……。


　…………なんだ、けっこう疲れてたんだな……。


　………………やばい……服……着き替がえ…………。


　そこで意識は穏おだやかに途と切ぎれ、桂祐はそのまま眠ってしまった。











「じゃーん！　どう？」


　冗じよう談だんめかした明るい声とともにドアが開き、眞二のドレスに身を包んだ瑞穂が姿を見せた。


　アランが用意してくれたハリウッド御ご用よう達たしのアーティストたちにヘアやメイクを施ほどこされ、いっそうご機き嫌げんな様子である。


　そしてその輝かがやくような雰囲気は、例のアシンメトリーなドレスをいっそう惹ひき立て、魅み力りよく的に見せていた。プレゼン相手がどれほど強敵であっても、胸を張れる出来である。


　桂祐が満足のため息をつくと、傍かたわらで眞二も機嫌のよさそうな声を上げる。彼女の準備が出来るまでの間、彼女の部屋の居間で、ソファに並んで座っていたのだ。


「おー、いいじゃん」


「でっしょー？」


　彼女をエスコートするように立ち上がった眞二も、すでに準備は済ませていた。


　少し長めの髪かみを無造作に後ろにかきあげてセットし、タキシードを基にした艶つやのあるブルー・グレーのベストに白いシャツ、ベストと同色のパンツを合わせ、立たち襟えり部分についた細い二本の革かわベルトで留めるデザインのロングストールを粋いきに着こなしている。


　それは本来、映画の登場人物やアランをイメージした、男らしいが茶目っ気もある魅力的な人物に合わせてデザインされたものであったが、眞二にもとてもよく似合っていた。


　彼の精せい悍かんな顔だちを品よく惹き立て、華はなやかに整って才気にあふれているがゆえに、野心的で時には傲ごう慢まんにすら見えてしまうような強い瞳ひとみをさりげなく緩かん和わし、いかにも将来有望なアーティストというオーラをいや増している。


　そんな彼らは、まさしく一いつ対ついの運命的なカップルのようで、桂祐は思わず眩まぶしさを感じた。


　そのとき、廊ろう下かからノックの音が聞こえる。


　眞二が入室を許すと、例の執事が姿を見せた。


「そろそろパーティが始まりますので、ご案内致いたします」


「……じゃ、行くか」


　その言葉を口にすることで逆に緊張を解ほぐしたかのように、眞二はちらりと桂祐を見やると小さく笑った。


　しかし桂祐が微笑ほほえみ返す間も無く、眞二は瑞穂に視線を移してしまい、恭うやうやしく彼女に腕うでを差し出す。


「頼たのむぞ、瑞穂」


「オッケー！　任せといて」


　瑞穂は嬉しそうに笑い、眞二の腕に自分の腕を絡からませた。


　そして可愛かわいらしく彼を見上げる。


「私と眞二だもの。私たちはお似合いだし、ドレスも素敵。怖こわいものなしだわ。ね？」


　彼女の誇ほこるような言葉に、眞二はにやりと不敵な笑みを浮かべる。


「ああ、その通りだ。行くぞ」


「うん」


　眞二のその一言で二人は世界を創つくり上げてしまい、桂祐は黙だまって彼らの後をついて行くことになった。








　夜の華やかさを際立たせるような豪ごう奢しやなシャンデリアの下、パーティは実に盛せい況きようだった。


　会場である大広間はもちろん、先ほど桂祐たちが通ってきた玄げん関かんホールやテラスにまで、大勢の人であふれている。


　そんなゲストのほとんどは、カジュアル・シックという遊び心あるドレスコードを十分に知り、楽しみ尽くそうという人ばかりだった。


　アメリカ人はもちろん、欧州ヨーロツパ、アジアに中近東と集まった人種こそ様々だったが、皆みな、いかにもセレブリティらしく、思い思いに洗練されたお洒落しやれをしてパーティを楽しんでいた。こういった世界に疎うとい桂祐でさえ、見たことのある有名人が、何人もいる。


　そんな人々が上等な酒の入ったグラスを片手にあちらこちらに集まり、笑いさざめいている光景を目の前にして、桂祐は現実感を失ってしまうような気がした。まるで、映画の中に迷い込んでしまったような気分である。


　しかし、アランを探すために少し前を歩いている眞二と瑞穂には、そんな様子は全く見えなかった。二人はリラックスした雰囲気で、有名人を見つけては顔を寄せ合い、楽しんでいるように見える。


　そして、そんな彼らは、周囲からの視線も集めていた。


　二人の容姿や雰ふん囲い気きはもちろん、洒落た格好をしている人であればあるほど、彼らの衣装に目を瞠みはっている。話しかけてくる人もいて、やがて彼らは人の輪に囲まれ始めた。


　それは眞二のデザインの素晴らしさを示していたから、もちろん嬉うれしかったのだけれど、少し離はなれて見守っているうちに、彼らの視線がなぜか自分にも向けられ、あまつさえ話しかけられてしまうと、とたんにいたたまれなくなった。


　英語や外国人がそこまで得意ではないということもあるが、こういう場では、たとえ日本であっても存在を消していたいタイプなのだ。


　…………部屋に戻もどりたい……。


　パーティに来てまだ三十分も経たっていないというのに、桂祐はこっそりとため息をついた。


　これは仕事の一部だとわかっているし、勝負を見届けたいという想おもいもあるのだが、やはり、どうにも苦手なのだ。


　そのとき、人波が割れるように動き、アランが姿を現した。


『やっぱり、君たちか。向こうからでもここに人ひと垣がきが出来ているのがわかってね。もしかしたらと見に来たんだ』


　にこやかに言うと、アランは瑞穂に視線を転じ、ますます笑えみを深めた。


『とてもよくドレスが似合ってるね。魅力的だ。遠くからでも早く君に声をかけなくちゃと思って、うずうずしたよ。男なら、誰でもそうなるだろうが』


　言う人によっては気障きざ過ぎるせりふも、アランが口にすると様になる。


　桂祐が密ひそかに感心していると、瑞穂はにこやかに綺き麗れいな英語で切り返した。


『ありがとうございます。たぶん眞二のデザインのおかげです。彼のドレスは着心地が良い上に気分も引き立ててくれるし、素晴らしいわ。アラン、あなたはどう？　お気に召めしまして？』


　どうやら瑞穂は、英語の方が周囲の人々に対する宣伝効果も見込めると計算したらしい。


　そんな彼女の言葉に、アランは興味を惹かれたような表情を見せる。瑞穂の堪かん能のうな英語はもちろん、態度も堂に入っていて見事だったから、意外だったのかもしれない。


　アランは面おも白しろそうな表情のまま、改めて瑞穂の着ているドレスを眺ながめた。


『そうだな……僕は好きだ。アシンメトリーなフォルムなのにバランスがあって美しいし、何より芸術的で、素晴らしい。僕たちが描えがいているイメージにもよく合う』


　そこで彼は眞二の方にも視線を向けた。


『君の着ている服も同じだよ、眞二。奇き抜ばつすぎないのに、粋でユニーク。本当に素晴らしいデザインだ。気に入った』


『それはどうも』


　アランの言葉に、さすがの眞二も嬉しそうな表情を見せる。


　すると彼は、最後に桂祐の方にも視線を向けた。


『桂祐、来てくれてありがとう。また会えて嬉しいよ』


　笑みを含ふくんだ眼まな差ざしをしてそう言うと、なぜかそのままこちらに歩み寄ってくる。そして内ない緒しよ話ばなしをするかのように、耳元に唇くちびるを寄せてきた。


『君の場合は……許されるなら、服など脱ぬがせてしまいたい、かな』


「なっ……」


　冗談にしては際きわどすぎる言葉に、桂祐が思わず顔を真っ赤にすると、眞二が何事だというような表情をしているのが見えた。そして助けが必要だと思ったのか、足早にこちらにやって来ようとする。


　するとそれを阻はばむように、アランは桂祐の肩かたをフランクに抱だき寄せながら周囲に笑いかけた。


『冗談はさておき、これはさっそく、デイビットとスタンリーに見せなくてはな』


　彼がちらりと傍らのスタッフらしき女性に視線を向けると、すぐに彼女は映画監かん督とくと衣装ディレクターを探しに行く。それを待つ間、アランが周囲の人々に眞二と彼の創つくった服を紹しよう介かいしようとすると、再び人垣が割れた。


『よう、アラン』


　見ると、背の高い白人の男が、人波をかき分けるようにやってくる。


　短い金きん髪ぱつをした彼は、スタイルのいいからだをシャイニー・グレーのスーツで包み、無造作にシャツの襟えり元もとを開けて、アクセサリーのようにサングラスを胸ポケットにさしている。


　それだけの飾かざらない姿であったが、彼の男らしく整って華やかな容よう貌ぼうのせいか、あふれんばかりの才能を映したような青く強い瞳のせいか、他を圧あつ倒とうするようなアーティスティックなオーラがあった。


　さらにその背後から、一風変わった衣装に身を包んだ男女が現れたのを見ると、ライバルとなる例のデザイナーかもしれない。


　桂祐が少し警けい戒かいするような気持ちで眞二を見やると、彼も同意するかのように、小さく眉まゆを上げて見せた。


　その間にアランは彼に歩み寄り、親しげに握あく手しゆを交かわす。それから眞二たちを振ふり向くと、それぞれ彼に紹介してくれた。


『瑞穂、眞二、桂祐。彼が、マーシャル・スコフィールド。今回君たちのライバルとなる男だ。マーシャル、こちらが瑞穂。それから彼らが、眞二に、桂祐だ。眞二の方が君のライバルとなるデザイナーで、桂祐は、眞二のパタンナーにあたる』


『へえ、こいつらが、日本からわざわざ敗北感を味わいに来た奴やつらか』


　挨あい拶さつしようとする間もなく失礼なことを言われ、桂祐は思わずむっとした。


　それは眞二や瑞穂も同じらしく、皆、冷ややかな沈ちん黙もくでそれに応こたえる。


　すると相手はますます図に乗り、嘲あざけるように肩を竦すくめた。


『まさかハリウッドで仕事をしようって奴が、英語を喋しやべれないわけがねーよな？　これだから日本人は……』


『おい、マーシャル』


　あまりにも失礼な言い草にアランが彼を制そうとしたが、その瞬しゆん間かん、とうとう切れたらしい眞二が、ぎらりと瞳ひとみを滾たぎらせた。


『運の悪いことに喋れるんだよ。だからお前の馬ば鹿かげた言葉が不ふ愉ゆ快かいで堪たまらねーな。そんなクソみてぇなデザインしかできねぇんなら、ちったぁ恥はずかしがって母親の後ろにでも隠かくれてりゃいいんだ』


　流りゆう暢ちような英語で眞二が完かん璧ぺきな悪態をつくと、マーシャルは明らかにぎょっとした表情を見せた。


　ちなみに彼がデザインしたドレスは、首元にアースカラーの布片を鱗うろこのように配した、カーキ色の襟ぐりが大きく開いた短いボレロだ。それに上品な薄うすい色のキャミソールと、白のジャージーの腰こしで留めるロングスカートを合わせている。なおボレロには、全体的に綿が入れられており、特に袖そで部分が広がるユニークなデザインである。


　男の方はそれよりはおとなしい。艶つややかな黒のスーツの上下にやはり襟ぐりが広い同色のベスト、白い立襟シャツの襟元をラフに開けた姿である。しかしそのパンツの丈たけはふくらはぎくらいまでしかなく、そこから先は黒の編み上げブーツというのがやはりユニークな点か。


　しかし男女どちらとも、細部を見ると奇抜ではあったが、全体的には上品で洗練されているのが、彼の実力を物語っているのかもしれなかった。いかにもファッション関係者が好みそうな組み合わせではある。


　……大だい丈じよう夫ぶ、だよな……？


　相手のほうが圧倒的に勝まさると思い知らされるなどの最悪の事態ではなかったが、絶対的にこっちの勝ちだと言い切れるほど、相手のデザインも悪くはない。


　桂祐がつい不安になってしまったとき、映画の監督であるデイビットと衣装ディレクターのスタンリーが姿を見せた。さらにその後ろから、映画関係者らしいスーツ姿の偉えらそうな人々がやってくる。


　すると人の輪が見守るように大きく広がり、図らずも、周囲の環かん視しの中で対決するような形になってしまった。それに気づいたアランが、苦笑する。


『やれやれ、ちょっとしたアトラクションになってしまったようだな。仕方がない。こうなったら、ここでちょっとしたショウ形式にしてしまいたいんだが……どうだろう？』


　アランは軽く眉を上げて見せながら、眞二と瑞穂、マーシャルたちに声をかけた。


『別に構わない』


『気にしないね』


　眞二とマーシャルはほぼ同時に同じようなことを言い、アランは小さく笑みを浮うかべる。喧けん嘩かっ早いところといい、自分の才能に対して自信にあふれているところといい、意外と似たもの同士だとでも思ったのかもしれない。


『それでは、ちょっとしたウォーキングをやってもらおう。動いたときの服の感じを見たいだけだから、気楽に普ふ通つうに歩いてくれればいい。そちらの端はしから、僕たち審しん査さ員の目の前までだ。まずは男が歩いてきて、途と中ちゆうで女性を待ってから、エスコートして二人で歩く。いいかな？』


　周囲から小さく歓かん声せいが上がり、眞二たちが頷うなずくと、アランは彼らを平等に見やった。


『では、どちらから行く？』


『俺からだ』


　マーシャルが先に手を上げ、彼のモデルたちを送り出す。


　彼らはやはりプロフェッショナルらしく、服を一番美しく魅みせる歩き方やポージングで審査員たちにアピールしているようだった。周囲の観客からも歓声や拍はく手しゆが起こっている。


　そんな様子に桂祐はまたしても小さな不安を感じてしまい、ちらりと眞二を見やる。


　しかし眞二は相変わらず自信たっぷりというように鼻先で笑うと、瑞穂に何かを囁ささやき始めた。


　……何だ？


　桂祐は内心で首を傾かしげて聞き耳を立てたけれど、少し離はなれていたこともあって話の内容まではわからなかった。


　やがてこちらの番になると、眞二はちらりと桂祐を見て、心配するなと言うように小さな笑みをひらめかせる。


　……大丈夫……だよな？


　ここまで来れば、もう桂祐に出来ることはなにもない。


　桂祐は、天に祈いのるような気持ちで、密ひそかに両手を組み合わせた。


　視線の先では、適当な位置まで歩いていった眞二たちが、立ち止まったのが見える。


　そしてまずは眞二だけが振り向くと、アランの合図に従ってゆっくりと歩き始めた。


　別にモデルのような歩き方をするわけではない。ただ自然に背筋を伸のばして、パーティを楽しみながら審査員たちのもとにやって来るかのように歩いてくるだけだ。


　それでも、圧倒的な存在感を誇ほこる眞二のオーラのせいか、周囲の目を惹ひきつける彼のデザインのせいか、まるでパーティの最中さなかに人の波が割れ、彼が主役として登場してきたかのような錯さつ覚かくを感じた。


　あいつって……やっぱり、格好いいんだな。


　桂祐がついそんなことを考えていると、眞二が何かに気づいたように、ぴたりと足を止めた。


　そしてくるりと振り向くと、ランウェイを譲ゆずる。そこで瑞穂を待つつもりなのだろう。


　しかし眞二がどいたことで開けた視界の先には、瑞穂の後ろ姿があった。


　アシンメトリーのフォルムはもちろん、ふわりと膨ふくらんだドレスの後ろが可愛かわいらしい。


　数秒後、彼女は何かを探すように、右や左にからだの向きをさりげなく変えた。その度たびに、見る角度によって変わるフォルムが彼女の雰ふん囲い気きにまで変化を与あたえ、遠目にも、その不思議な魅み力りよくが伝わってくる。


　やがて瑞穂はこちらを振り返ると、洗練された動作で歩き始めた。


　[image: ]りんとして背筋を伸ばし、優ゆう雅がに歩いてくる姿は、男はもちろん同性の視線も動かしてしまうだろう。とても素人しろうととは思えないほど、目が惹きつけられて、離せない。複雑なドレープが、美しい動きを見せる。


　やがて瑞穂は眞二の許もとにたどり着くと、差し出された手をゆっくりと取った。


　そして二人は視線を合わせて微笑ほほえむと、手を繫つないだまま、歩き出す。


　その彼らの雰囲気にも合っているせいか、デザインのバランスは完璧に見えた。人の輪のあちこちから、感かん嘆たんのため息が聞こえる。


　……お似合い、ってこういうことなのか……。


　なぜか愕がく然ぜんとしてしまいながらも桂祐は、やはり周囲と同じくため息をついた。


　けっこう、いいものなんだな。


　俺にも……いつかは、ああいう相手ができるんだろうか？


　なぜか取り残されたような気分を味わいつつも、憧あこがれめいた気持ちさえ感じてしまう。今までは服を作ることに夢中になっていたから、こんなことは考えたこともなかったのだ。


　もちろん、恋こい人びとがいればいいなと思わないわけではない。


　けれども、自分の口くち下手べたという性格や、実際の生活を振り返ったときに、まあ無理だろうという気がしてしまい、なんとなく諦あきらめていたのだ。


　自分は人間として悪いわけではない。しかし、男としての魅力は乏とぼしいのだと思う。なんといっても、出会いがあるような場が苦手だし、出会ったところで口下手で、相手にアピールすることすらできないのだから。


　それに、空いた時間をすべて服作りに注ぎ込む、今の生活を愛してもいる。


　仕事を終えて家に帰っても、つい仕立てのことばかり考えてしまう。オートクチュールの興味深いパターンを研究したり、専門書の類たぐいを読んでいれば、あっという間に時間が足りなくなってしまう。


　そんな生活のどこに恋人という存在を組み込めばいいのか、よくわからないのだ。


　もちろん女の子と付き合ったことがないわけではない。専門学校に通っていた頃ころに、告白されて付き合ったことがある。しかし当時も今と似たような生活を送っていたから、すぐにつまらないと振ふられてしまったのだ。


　……そう考えていくと、結局独りってことになるんだよな……。


　別に独りでいたいわけではないのだが、もうすっかり慣れてしまった。そこまで寂さびしさを感じたこともないし、恋人がいなくたって毎日は充じゆう実じつしている。


　それに、仕立てのことを考える時間が減ると思うと、あまり積極的に考える気も起きない。


　……俺って、ある意味、終わってるのかもしれないな。


　そこまで考えて、桂祐は思わず苦笑してしまう。


　でも、これが俺だ。仕方がない。


　桂祐が開き直ったように内心で肩かたを竦すくめたとき、拍はく手しゆ喝かつ采さいが沸わき起こった。


　我に返ると、眞二と瑞穂が歩き終わって、にこやかに周囲に挨あい拶さつしている。贔屓ひいき目めのせいか、マーシャルのデザインのときより、盛り上がっているように見える。


　桂祐はそんな期待を持ってアランたちの方に視線を向けた。しかし、アランや監かん督とくのデイビット、衣装ディレクターのスタンリーは好意的な表情で拍手してくれているが、例の横よこ槍やりを入れてきた関係者たちは、どこか苦々しげな表情をしている。


　……大だい丈じよう夫ぶ……だよな……？


　桂祐が再び祈るようにそう思ったとき、アランと目が合い、冗じよう談だんめかしたようにウィンクを返された。


『では質問があるかもしれないから、デザイナーとモデルは審査員たちの前に一列に並んで』


　眞二と瑞穂、マーシャルとモデルたちが彼らの前にずらりと並ぶと、アランは満足げに目を細めながら審査員を振り返った。


　すると、監督のデイビットが軽く人差し指を立ててみせる。


『じゃ、僕から』


　デイビットはそう断ると、にこやかな表情を眞二とマーシャルに向けた。


『二人とも、素す晴ばらしいデザインだと思う。だが、理解を深めるために、いくつか質問させてくれ。まずは、マーシャル』


　マーシャルが視線だけで頷いてみせると、デイビットは見み透すかすような眼まな差ざしをした。


『上品で美しいが、スポーティな感じがするドレスだね。君にとって主人公のイメージは？』


　デイビットの問いに、マーシャルは挑いどむような眼差しをして答える。


『彼女は彫ちよう刻こく家で、本物のアーティストだ。そんな彼女が自分で創つくる服とくれば、そこでも自分自身を表現するに決まってる。だから立体的でユニークで、誰に何を言われても動じない強いスタイルを持つ女性をイメージした』


『なるほどね……では、眞二は？』


　そう矛ほこ先さきを向けられた眞二は、いつになく落ち着いた表情をしてデイビットを見つめ返す。


『俺も、彼女は彫刻家で本物のアーティストだろうというところからアプローチした。だが、彼女は本物だからこそ、本当の自分自身は彫刻で表現する。服は彼女にとって、なんというか、大切な遊びだ。布で色々遊んでいるうちにできてしまった、というような。でも、本物だからこそ、そこに彼女のスタイルが出ている』


　眞二がそう説明し終えると、デイビットは満足げに頷く。


『確かにそういう雰囲気がある。ドラマティックな服だ』


　衣装ディレクターのスタンリーも同調したように口を開く。


『アシンメトリーなフォルムも素晴らしいよ。前後左右で全く違ちがう表情を見せるドレスなんて、面おも白しろい。いかにもアーティストらしいオリジナリティがある』


　……よし！


　好意的な評に桂祐が思わず心の中で喜ぶと、それに異議があるとばかりにお偉えら方がたの一人が口を開いたのが見えた。スーツを粋いきに着こなした、40代くらいの白人男性だ。


『だが、主人公のドレスにしてはおとなし過ぎないか？　一応色々な布を使ってはいるようだが、どれもオフホワイトや薄うすいピンクで、インパクトがない。こんな服がきらびやかなパーティで目立つか？　それに比べて、マーシャルの方は、力強くて人目を惹く』


　彼の言葉に、マーシャルが満足げな笑えみを浮うかべたのが見えた。


　するとそれを援えん護ごするように、他のお偉方も口々に頷く。


『確かに、地味だ』


『遊んで創ったといえば聞こえはいいが、雑に見えないか？　完成度が低いというか』


『素人しろうとの手作り風といったところか』


『セクシーさが足りない』


『自己主張に乏しいんだ。私は気に入らないね』


　……ちょっと待て！


　まるで粗あら探さがしのような彼らのコメントに、桂祐は地団太を踏ふみたいような気持ちになる。


　プロフェッショナルとして服を作った以上、どんな批評をされても仕方がないことはわかっている。でも、それが、あからさまにマーシャルの味方をするための的外れなものであるから、口惜くやしいのだ。


　そんな桂祐の視線の先で、とどめとばかりに最後の一人が冷笑を浮かべた。


『つまり、貧びん乏ぼう臭くさいんだ』


「違ちがう……!!」


　桂祐は思わず大声をあげてしまってから、自分の声で我に返った。


　その叫さけびは日本語だったはずなのだが、異議を唱えていることは伝わったらしく、周囲の視線が全すべて自分に集まっていることに気づく。眩暈めまいを起こしそうなほど顔が赤くなるのがわかる。


　しかし今さら引っ込みはつかず、桂祐はますますたどたどしくなりながらも口を開いた。


『貧乏…なんかじゃありません。使っている素材が、ナチュラルなだけだ。自然の、天然素材です。彼女が彫刻家なら、きっとエコロジーにも興味があるはずだ』


　考え考え英文を作っていた桂祐は、先を続けていいのか迷う。ことによっては場を悪くしてしまいそうな内容だったからだ。


　するとそのとき、眞二と視線が合った。彼は全く動じたふうもなく、面白そうに桂祐を見ている。さらに視線が合ったことに気づくと、けしかけるような笑みを浮かべてみせた。


「言いたいことがあるなら、ここで全部、言っちまえ」


　……知らないからな。


　日本語でそうけしかけられて、桂祐は内心でそう呟つぶやく。それでも励はげまされたような気持ちになって、再び口を開いた。


『デザインはもちろん、仕立てだって完かん璧ぺきです。それを貧乏臭いとか、完璧じゃないと考えるなら……それは、あなたたちに見る目がないからだ』


　桂祐がそう言い切ると、審しん査さ員たちは心外だというように一気にヒートアップした。中の一人が、今初めて桂祐の存在に気づいたというような、胡う散さん臭げな表情で睨にらんでくる。


『大層な口を利きくが、君は誰だ。部外者が口を挟はさむな』


『僕は…』


『彼は、俺のパートナーだ』


　重なるように響ひびいた眞二の声に、桂祐は目を丸くする。するとその視線の先で、眞二が揺ゆるぎない眼差しで一同を見み渡わたしているのが見えた。


『彼が俺のイメージを形にした。俺にとっては二人といない、素晴らしいパタンナーだ』


　俺のことを、認めてくれてたのか……。


　まるで桂祐を誇ほこってくれるようにも聞こえる彼の言葉に、思わず胸が熱くなる。


　眞二は誰にも文句は言わせないというような強い眼差しで人々を黙だまらせると、ゆっくりと先を続けた。


『このドレスは、おとなしいんじゃない。繊せん細さいで、エレガントなんだ。彼女は確かに本物のアーティストだ。自分に確固とした自信がある。でも、だからこそ強きよう烈れつに自信が持てないときもあるはずなんだ。しかし、それでも表現しなければいけないものがある。だから、彼女は誰に何を言われても自分のスタイルを押し通す。そうせざるをえないんだ。そういう繊細さをこのドレスは表現している』


　眞二はそこで言葉を切ると、あからさまにちらりとマーシャルの方を見やる。


『それに、わかりやすくインパクトがあればいいってもんじゃない。いかにも未来的なフォルムでタフさをアピールするなんて、時じ代だい遅おくれだ』


『何だと?!』


　当然ながらマーシャルは眉まゆを跳はね上げ、ざわりと不ふ穏おんな空気があたりに満ちた。


　するとアランが苦く笑しようし、口を開いて二人の注意を自分に戻もどす。


『二人とも、そこまで』


　そうして彼らを宥なだめると、アランは改めて審査員たちを見渡した。そして話を変えるように男物の方の意見も求めたが、そちらもドレスのときとたいして変わらなかった。デイビットとスタンリーはそれぞれ二人の良さを認めたが、他の人々は相変わらずマーシャルだけを評価し、眞二の悪いところばかりを挙げる。


　桂祐はさすがに頭に血を上らせたが、眞二はぴくりとも動じず、平然としていた。


　アランはそんな状じよう況きように一いつ瞬しゆん苦笑をひらめかせる。


『では、最後に僕の意見を聞いてもらおう。確かにマーシャルのデザインは、皆みなが言うように前衛的でアーティスティックだと思う。芸術家の主人公が着るにふさわしい服だし、彼は本当に才能のあるデザイナーだ。素晴らしい。でも』


　アランはそこで言葉を切ると、ちらりとマーシャルの服を着た男性モデルに視線を向けた。


『僕は、あの中ちゆう途と半はん端ぱなパンツを穿はきたいとは思わない。編み上げブーツも、ちょっとね』


　申し訳なさそうな表情をしながらも、アランはまっすぐにマーシャルを見つめる。


『悪いが、僕の思い描えがく男のスタイルじゃないんだよ。設定年ねん齢れいが若いんじゃないかな。僕くらいの男がそういう格好をしていたら、奇き妙みようじゃないか？』


『そんなことはない！』


　マーシャルはすぐに反論したけれど、アランはきっぱりと首を横に振ふってみせる。


『いや、奇妙だ。少なくとも、ユニークすぎる。それに、君の服からは、君の主張だけが聞こえる。俺のデザインを見ろ、俺のクリエイティビティは素晴らしいだろう？　ってね。一つ教えて欲しいんだが、これをデザインするとき、僕が着ている姿をちゃんと想像したのかな？』


『……っ』


　確かに、瘦やせていてイノセントな雰ふん囲い気きの男性モデルが着ている分には気にならないが、いかにも大人おとなの男という雰囲気のアランが身に纏まとったとき、いかに彼が茶目っ気のある魅み力りよくにあふれていても、ふくらはぎ丈たけのパンツに編み上げブーツは、奇き矯きような印象を与あたえかねない。


　それはマーシャル自身も気づいたようで、反論しかけた言葉を呑のみこみ、口惜しそうな表情を浮かべた。アランはあくまで他意はないんだというようにマーシャルにフェアな微び笑しようを向けると、他の審査員を見渡す。


『それに、今日のパーティで僕の目を一番惹ひいた女性は、彼女だ』


　アランはそう宣言すると、全員に紹しよう介かいするように瑞穂を示した。


『もちろん彼女が美しいこともあるだろうが……しかしそれ以上に、彼女のナチュラルなドレスに目を奪うばわれたんだ。会場がきらびやかだからこそ、ドレスに存在感があった。その上、このアシンメトリーなフォルムが、彼女の様々な面を連想させるようで、ぞくぞくとした』


　そこで言葉を切ると、アランは茶目っ気のある眼まな差ざしをして、周囲の観客に問いかける。


『お集まりの紳しん士し淑しゆく女じよのみなさん！　みなさんはどう感じるだろう。僕の運命の女性にふさわしいのは、眞二のドレスでは？』


　アランが芝しば居いっ気たっぷりに両手を広げた瞬しゆん間かん、驚おどろくほどの歓かん声せいが上がった。拍はく手しゆや口笛も凄すさまじいほどの盛り上がりで、桂祐は思わずたじろいでしまう。それは他の審査員たちも同じらしく、特に眞二のデザインを否定したスーツ姿の男たちはばつの悪そうな表情をしている。


『……では、厳正なる審査の結果と公平なる紳士淑女の意見によって、勝者は、眞二!!』


　やった……!!


　柄がらにもなく、桂祐は子供のように心の中で叫んで眞二を見やる。


　しかしその瞬間、嬉うれしい気持ちが一気に萎しぼんでしまったように感じた。


　我ながら輝かがやくようだと感じた視線の先には、抱だき合って喜ぶ眞二と瑞穂の姿があったからだ。そんな彼らを囲むように、アランやデイビットや見守っていた観客たちが近づき、惜おしみない祝いの言葉や賞賛を浴びせ始める。


　そっか……そりゃ、そうだよな……。


　我ながらおかしなことだが、なんだか妙みようにうろうろするような気分になった。


　突とつ然ぜん、自分が場ば違ちがいな人間のような気がしたのだ。華はなやかな世界から零こぼれ落ちてしまったようで、眞二たちと一瞬にして隔へだてられ、彼らがひどく遠くにいるように感じる。


　……何で、俺がこんな気持ちに……。


　何か勘かん違ちがいしてるんじゃないのか？　俺は。


　彼らと一いつ緒しよに賞賛が欲しいのか？　違う、自分はパタンナーだ。それにそんな脚きやつ光こうを浴びたとしたら、居い心地ごこちが悪くなるだけのはずなのだ。


　自分の気持ちが、自分でもうまくわからない。


　桂祐はそんな自分にさらに動どう揺ようしてしまい、衝しよう動どう的に踵きびすを返した。








　こんなにぐしゃぐしゃな気持ちは、眠ねむることでうやむやにしてしまおう。


　そもそも、おかしいのだ。眞二が、いや自分たちが勝ったはずなのだから、こんな気分ではなく、もっとすかっとしているはずなのに。


　仮か眠みんをとったとはいえ、疲つかれているからかもしれない。


　早く寝ねたほうがいい。眠いだろう。


　桂祐は自分にそう言い聞かせたのだが、まったくもって眠れない。


　風ふ呂ろに入ってリラックスすればいいのかもしれないが、そんな気分にもなれなかった。


　ただひたすら、眠り込んでしまいたい。意識を手放してしまいたい。


　でも、眠れない。


　桂祐は、豪ごう奢しやなベッドに仰あお向むけになったまま、ため息をついた。


　こんなことは珍めずらしいが、着き替がえるのも面めん倒どうくさくて、スーツのジャケットだけを寝しん室しつのソファにひっかけ、ネクタイを緩ゆるめただけで寝ね転ころがっているのだ。


「……くそっ」


　桂祐は誰にともなく苛いら立だちをぶつけ、しばらくして、ぐしゃぐしゃと前まえ髪がみをかきあげながら起き上がった。


　居間にあるチェストの上に、数種類の酒さか瓶びんが用意されていたのを思い出したのだ。


　何事においても自分がコントロール出来なくなるのは好きではないから、酔よっ払ぱらって寝るという経験もそうないのだが、今晩くらいはいいかもしれない。


　桂祐がチェストの前まで行ってどれを飲もうかと眺ながめたとき、部屋のドアがノックされた。


「あ…はい」


　うっかり返事をしてしまい、次の瞬間、ドアが開かれてしまう。とっさに乱れた髪こそ直したけれど、いつになく隙すきのある格好で誰かを出で迎むかえることになった。


　それだけでも舌打ちしたいというのに、ドアの向こうに見えたのは、眞二の姿だった。


　彼はまだパーティのときのままの格好で、片手にシャンペンの壜びんを摑つかんでいる。


「何一人でさっさと寝ようとしてんだよ。勝利の美酒を味わい損そこねただろうが。仕方ねーからわざわざ持ってきてやったぞ」


　すでにある程度飲んできたのか、眞二は上じよう機き嫌げんな表情のまま、手にしていた壜を掲かかげてみせる。そのラベルに記された名前は、ドン・ペリニヨン。桂祐にもそれが高価な酒であることくらいはわかる。


「気分的には景気よくシャンペンのかけあいでもしたいところだが、さすがにもったいないからな」


　眞二はふざけたように笑って肩かたを竦すくめてみせると、桂祐が拒こばむ隙もないほど、さっさと部屋の中に入ってきた。そして当然のようにソファに座り、桂祐にチェストの上にあるグラスを二つ持ってくるよう催さい促そくする。


　……まあ、いいか。どちらにせよ、少し酒が飲みたかったんだ。


　なんとなく自棄やけになりながら桂祐はロックグラスを取り上げた。さすがにシャンペングラスは置いていない。


　桂祐が黙だまったままグラスを運び、彼の向かいに座ると、眞二は笑ってシャンペンの壜を掲げてみせた。そして、鮮あざやかな手つきで栓せんを抜ぬく。そうしてロックグラスに注がれた金色の酒は、シャンペングラスのときの優ゆう雅がさはないものの、なんだか妙に可愛かわいらしく、親密さを増したように思えた。


　眞二も同じようなことを感じたらしく、おかしそうに笑いながらグラスを掲げる。


「なんだか妙な家飲みみたくなっちゃったけど、中身に変わりはないからな。……では、俺たちの勝利に」


「……乾かん杯ぱい」


　桂祐はおざなりに調子を合わせ、一気にグラスを傾かたむけた。


　とにかく飲みたい気分だったし、眞二と何を話せばいいのかさっぱりわからなかったからだ。最初の一口でおなかのあたりが焼けるように熱くなり、今夜は何も食べていなかったことを思い出す。


　それでも構わず飲んでしまい、グラスはすぐに空になった。桂祐は再び自分でシャンペンを注ぎ、それも飲み干す。


　さすがにくらりと酔いを感じたとき、眞二がこちらを見つめているのに気がついた。からかうような笑えみを滲にじませながらも、考え深げな眼差しとぶつかる。


「何でそんなに拗すねてるんだよ」


「は？」


　拗ねてる？　俺が?!


　わけのわからないことを言うなと桂祐が眉まゆを跳はね上げると、眞二はおかしそうに笑ってソファの背にもたれた。


「違ちがうのか？　俺がお前より先に瑞穂と喜んでたから、怒おこって帰ったのかと思った」


「ば…かなことを言うな！」


　そう言い返したものの、確かに瑞穂と喜んでいる姿を見たことがきっかけになった部分は当たっている。なんとなくばつが悪いような気持ちになって桂祐は視線を逸そらした。なぜか頰ほおが赤くなっていくのがわかる。


「へえ……そう。俺は、すげえ嬉しかったんだけど」


　……は？


　耳を疑うような言葉に桂祐がぽかんと視線を戻もどすと、眞二はにやりと唇くちびるの端はしを上げた。


「だって、今のお前も、すっげー可愛く見えるし」


　可愛い？　俺が？


　…………また、からかわれてるのか。


　桂祐はその結論にもはや腹を立てる気力も失い、ため息をついた。


　すると眞二はむっとしたような表情を見せる。


「おい、なんでそこでため息なんだ」


　誤ご魔ま化かすこともできたのだけれど、これ以上、気持ちを振ふり回されたくない。


　アルコールで鈍にぶくなった自制心のおかげで、桂祐は半ば八つ当たりをするように口を開いた。


「俺はお前と違ちがって、そういう冗じよう談だんを楽しめる人間じゃないんだ。疲れるだけだから、やめてくれ」


「……疲れるだけだと？」


「ああ」


　はっきりと頷うなずいてみせると、眞二は憮ぶ然ぜんとした表情をして立ち上がった。


　なんだ、怒って帰るのか。


　まあ、いいか……とりあえず、一人にはなれる。


　どこかなげやりな気分で桂祐がそう思ったとたん、眞二が二人を隔てていたガラスのテーブルを軽々と跨またぐのが見えた。


　…………え？


　予想もしなかった彼の動きに目を瞠みはった瞬しゆん間かん、肩を摑まれ、ソファに押し倒たおされる。


「なっ……？」


　状じよう況きようがすぐには理解できず、桂祐は混乱したまま抗あらがおうとしたが、易々といなされ、のしかかられてしまった。両手首を強く摑まれ、ソファに押し付けられる。


　シャンデリアの華はなやかな光を背に、逆光となった眞二が怒ど気きをはらんだ瞳ひとみのままで、ゆっくりと唇の端を上げるのが見えた。


「それじゃ、俺がどれぐらい本気か教えてやるよ」


「やっ、ちょっ……ンンっ……！」


　抗う間もなく眞二の精せい悍かんな顔が近づき、くちづけられる。桂祐はますます混乱した。からだを跳ね上げるように嫌いやがってみても、眞二の強い腕うではびくともしない。


　それどころか、桂祐の抵てい抗こうを楽しむかのように喉のど奥おくで笑われ、ますます深くくちづけられてしまった。顔をどれだけ逸らしてみても、じゃれるようにキスを落とされ、唇を使って愛あい撫ぶされる。


「ふ……!!」


　鼓こ動どうが一気に跳ね上がってしまい、息が苦しい。


　桂祐が胸を喘あえがせ呼吸しかけると、その隙に乗じて痛いほどに顎あごを摑まれ、ぬるりと舌を入れられてしまった。そのまま口中を犯すように舌で嬲なぶられ、吐と息いきごと奪うばわれる。


「ン……ンンっ……!!」


　まるでそこから食べられてしまうかのように唇を使われ、舌を捏こねられ、絡からめられ、桂祐は思わず声を漏もらした。すると眞二が満足げに微笑ほほえんだ気配がして、ますますキスが深くなる。わずかに開いた口の端からは飲み込みきれない唾だ液えきが滴したたる。


　そうしてぐしょぐしょになるほどくちづけられていると、だんだん訳がわからなくなってくる。こんなことは望んでいないはずなのに、からだに力が入らなくなる。そしてうっかりすれば、荒あら々あらしくて熱い眞二の舌を受け入れ、自分のものを絡めそうになってしまう。


　な…んで、俺……!!


　そんな自分にますます混乱しかけたとき、眞二の舌に、喉奥近くまで愛された。


「──!!」


　怖こわいような奇き妙みような感覚に桂祐は全身を強こわ張ばらせる。するとそのままぞろりと上うわ顎あごを擦こすられ、なぜかびくびくと震ふるえてしまう。視界がけぶっていくのがわかる。


「ん……ふ、ぁ」


　漏らしたくなどないはずなのに、鼻にかかった声が出てしまう。桂祐が羞しゆう恥ちにますます頭を霞かすませたとき、奇き妙みような感覚に襲おそわれた。もどかしいようなくすぐったいような、妙な感じ。いつの間にかシャツの胸むな元もとだけをはだけられていて、胸の粒つぶを弄いじられたのだ。


　お…んなじゃないんだから、そんな場所、触さわるな……!!


　桂祐がそう眞二の手を振り払はらおうとした瞬間、痺しびれるような快感が走る。


「ぅぁっ……!!」


　爪つめを立てるように捏ねられて、びりびりとするような熱い痺れに桂祐は腰こしを震わせる。


　するとようやくくちづけが途と切ぎれた。もはやどちらのものともわからなくなった唾液が細く透とう明めいな糸となって二人を繫つなぐ。


「……っ」


　そのいやらしさに桂祐が顔を赤らめ視線を逸らしかけると、逃にがさないとでも言うように、べろりとそれごと唇を舐なめられた。煽あおるような笑えみとともに覗のぞき込まれる。


「ここが、気持ちいいのか？」


「！　違っ……ぁっ」


　反論しかけたとたんにちゅっとそこにキスを落とされた。熱くて濡ぬれた感かん触しよくは十分に刺し激げき的で、桂祐はびくりとからだを震わせる。するとくぐもった低い笑い声とともに舌を使って愛されてしまう。


「ぁ……や、だっ……!!」


「嫌じゃなくて、イイ、だろ？」


　そう喉奥で笑われながら、ぐしょぐしょになるまで嬲られる。同時にもう片方の突とつ起きも縊くびり出すように指で弄られ、潰つぶされ、逃のがし切れないような熱が滴っていくのがわかる。


　や…ば、いっ……！


　とうとう堪こらえきれなくなって、桂祐はもじもじと腰を揺ゆらした。それだけでも恥はずかしさで脳が焼き切れそうなのに、しゃぶられた胸の辺りが空気に冷やされ、そこが大きく卑ひ猥わいな形に濡らされているのがわかる。


　しかし次の瞬間、そんな感覚など簡単に吹ふき飛んでしまうほどの衝しよう撃げきに見み舞まわれた。


　いつの間にか前を開かれ、下着の中に手を入れられたのだ。ぬるりと滑すべった眞二の手の感触で、自分が硬かたく勃たちあがり、大量の先走りを零こぼしてしまっていることを知る。


「あ、やぁっ……!!」


　動どう揺ようのあまりまさしく女の子のような声をあげてしまい、桂祐はそんな自分に我を失った。


　それでもなんとか眞二の手を撥はね退のけようとしたが、一いつ瞬しゆん早くまさぐられてしまう。


「……嫌だって言うわりには、ずいぶんでかくしてないか？」


　笑みを含ふくんだ低い声に耳元で甘く囁ささやかれながら、いやらしい手つきで自身の形を確かめられた。そしてその弾だん力りよくを思い知らせるかのように、柔やわらかく押し潰されてしまう。


「ぁ、ああっ……ぁう……！」


　どこか怖いような快感に、桂祐はびくびくと全身を仰のけ反らせた。反応などしたくないのに、少しでも卑猥な刺激を逃したいと、両りよう腿ももが引き攣つれたように開いてしまう。みっともないほど腰が蠢うごめく。


　すると耳元に寄せられていた眞二の笑みが深くなった気配を感じた。まるでご褒ほう美びだというようにくちづけられながら、煽るように囁かれる。


「お前、今自分がどんな格好してるか、わかってるのか？　ネクタイは緩ゆるんでぐだぐだ、はだけたシャツから覗いている乳ち首くびはびしょ濡れ。パンツの前は半開きで、大おお股また開いて俺のことを誘さそってる。すげーエロい」


「い、やらしいこと、言うな……っ!!」


　あまりの恥ずかしさに泣き出しそうになりながらも桂祐が必死で抗うと、眞二が満足げに耳元で笑うのが聞こえた。


「いやらしいのは、お前だろ？　普ふ段だんはあんなに澄すましてるくせに……あーもう、マジでたまんねぇ……」


　眞二は呟つぶやくようにそう言うと、まるで肉にく食しよく獣じゆうがじゃれるように耳を甘く嚙かんできた。それと同時に自身を激しく擦られてしまう。


「あっ、ああっ……！」


　久々の他人の手による強きよう烈れつ過ぎるその快感に、桂祐は思わずめちゃくちゃに尻しりを振りたてた。与あたえられる快感から逃れたいのか、追いかけたいのか、わからなくなる。


　……男に、されてる、のにっ……!!


　大きくてしっかりした手に握にぎりこまれて、いやらしく動かされている。いくらその才能に惹ひかれているとはいえ、その持ち主は同い歳の同期の男だ。しかも人間的にはどうかと思うほど、傲ごう慢まんで俺様で遊んでいる男。そんな奴やつに、一人で絶頂を迎むかえて吐はき出すみっともない姿など、見せたくはないのに。


　頭ではわかっているのに、からだがそれを裏切っていく。


「あっ、ぁ、は、ぁあ、あ、ぁああっ……!!」


　それでもなんとか堪えようと腰を捻ひねりかけたとたん、先せん端たんを割り開くようにぐりっと指先を埋うめられた。


「ああっ、ああっ、ああ……！！！」


　その衝撃に全すべてが弾はじけ、桂祐は無防備なほど不規則に腰を震わせた。両腿がさらに押し広げられ、捻った腰で姿勢がたわむ。そのせいで、着ているものはもちろん、銀フレームの眼鏡めがねにまで白い飛沫しぶきが飛んでしまった。白はく濁だくの熱で、レンズが曇くもる。


「あ…………」


　…………噓うそだろ…………。


　激しすぎる快感により全てを吐き出したという虚きよ脱だつ感も相まって、桂祐は荒あらい息のまま呆ぼう然ぜんとした。すると唸うなるような低い呟きとともに、のしかかるようにしてキスされる。


「……悪い……やっぱり、ちょっと、我が慢まんできねー……」


「……は？　あ…………ああっ?!」


　桂祐は突とつ然ぜん襲おそった奇妙な感覚に一瞬パニックに陥おちいった。自身が滴らせた大量の先走りと吐き出した白濁を使って、後ろに指を埋められたのだ。


「う…そだ…………や、それ、いやだ……！」


　信じられない場所を暴あばかれ、桂祐は幼い子供のような声を上げてびくりとからだを硬こう直ちよくさせた。痛くはないが、怖い。そこから全身を支配されてしまうような錯さつ覚かくを感じる。


「あ、いや、や……ぁあっ!!」


　しかし眞二はやめるどころか、ゆるゆると指を動かし始める。その奇妙な感覚に怯おびえ、桂祐がなんとか逃げ出そうと身じろいだとき、ぐりっと眞二の指先がある一点を掠かすめた。


「あ、あぁっ……!!」


　とたんに痺れるような快感が全身をはしり、からだが仰け反る。自分でも仰ぎよう天てんするような甘ったるい嬌きよう声せいが零れる。


　……なんで、こんなところで……俺は気持ちよくなってるんだ？


「っ…い…まのは、違ちが……」


　今さらながら顔を赤らめ、桂祐が言い訳しようとすると、その言葉を奪うばうようにくちづけられた。貪むさぼるように深く愛され、さらにそこを嬲なぶられる。指が増やされてしまうのがわかる。


「……！　！　!!」


　そのたびに腰が跳はね、泣き出したいほどに疼うずいて痺れる。その甘さに堪えきれず、桂祐は眞二の口の中で嬌声を上げ続けた。するとますます興奮したようにくちづけられて、口中を嬲られる。さっき吐き出したはずの自身が再び勃ちあがってしまうのがわかる。


「…………桂祐……」


　ぐしょぐしょになるようなくちづけの合間に囁くように名前を呼ばれて、桂祐はすっかり荒くさせられてしまった呼吸とともに、思わず喉のどを喘あえがせる。


「すげぇ、可愛かわいい……」


　先ほどからの痴ち態たいに興奮しきってしまったのか、眞二が熱に浮うかされたような表情をしているのが見えた。桂祐が抗あらがう間もなく、再びくちづけられる。


「……パタンナーとしてだけじゃない。お前のすべてが欲しくて……堪たまらないんだ」


　…………え？


　激しい快感と深いくちづけのせいで朦もう朧ろうとしていた桂祐は、すぐには意味がつかめない。


「……なあ、いいだろ……？」


「お…れが、ほ、しい……？」


　言葉を捉とらえられないせいでつたない子供のように繰くり返してしまうと、霞かすみかけた視界の中、眞二がどこか苦しいとでもいうような甘い表情を浮かべたのが見えた。


「ああ、欲しい。お前の無愛想なところも、そのくせ意外と繊せん細さいで傷つきやすいところも、すげぇプライドが高いところも……全部」


「う…そ、つけっ……ぁ、あぁっ……!!」


　言葉ではそう反はん撥ぱつしているはずなのに、なぜか目め尻じりにうっすらと涙なみだが滲にじむのがわかる。


　……別に、心を動かされてなんかいない。さらに指を増やされ、奥を暴かれた衝撃のせいだ。


　桂祐がそう自分に言い聞かせたとき、眞二が微かすかに笑うのが見えた。


「そういうとこは可愛くねぇな……噓なんかじゃねーよ……ほら」


「ぁぅっ……ああっ!!」


　欲情に濡れたような囁きとともに、眞二の指が一気に引き抜ぬかれる。


　次の瞬しゆん間かん、熱くて硬いものが押し当てられて、ぬるりと滑る。


「ああっ、ぅんっ、あぁんっ……」


　それだけのことにも煽あおられてしまい、桂祐は甘すぎる声を漏もらした。するとますます興奮したようにそれが猛たけり、勢い良く桂祐を押し広げていくのがわかる。


「俺も、お前に全部やるから……受け入れてくれ」


「ぁ、や、ああっ……!!」


　全身を裂さかれて支配されてしまうようなその熱と質量に、桂祐は一瞬にして我を忘れた。


　怖こわくて、怖くて、甘い。自分が何か別のものになってしまうような気がする。自分のからだの奥底にあった何かが、すべて暴かれ、押し出されてしまうように感じる。


「ぅ、あっ、ああっ！　い…せさき……!!」


　そのあまりの衝しよう撃げきに、桂祐は、縋すがるように眞二に向かって手を伸のばした。


　すると眞二は苦しそうな笑え顔がおを浮かべながらも、抱だきしめてくれる。


「桂祐……お前の中、最高……すげぇ、気持ちいい……」


「ぅンっ……」


　興奮で掠れたような眞二の声にすら、煽られる。桂祐がびくびくと内うち腿ももを震ふるわせると、眞二も堪こらえ切れないというように、腰こしをぶるりと震わせた。


「ぁあんっ……」


　その振しん動どうに桂祐が甘い声を漏らすと、眞二の腰が蠢うごめき始める。はじめは内部に馴な染じませるようにゆるゆると動かされたが、やがて桂祐のいいところを擦こするように小刻みな律動を始める。


「あっ、ぅあ、は、あ、ああ、ああ、ああっ……!!」


　がくがくと揺ゆさぶられるまま桂祐が壊こわれたように嬌声を漏らすと、ますます眞二の腰が激しく動く。


　桂祐はその快感に理性を引き千切られ、そのまま意識を手放した。











　ふと気がつくと、部屋の中にはあふれんばかりに朝の光が満ちていた。天てん井じようまでの大きな窓から燦さん々さんと陽ひが差し込んでくる。


　その眩まぶし過ぎる光と見慣れない部屋の豪ごう奢しやさに、桂祐は一いつ瞬しゆん自分がどこにいるのかわからなくなった。


　ただでさえ寝ね起おきでぼんやりとしているうえに、全身が異様にだるい。


　なぜだろうと思った瞬間、傍かたわらに感じるほの温かい感かん触しよくに我に返った。


　…………こ、れ…………。


　おそるおそるそちらを見やると、精せい悍かんで端たん整せいな顔立ちをした男が、満ち足りたような表情をして眠ねむっているのが見えた。もちろん、眞二だ。


　…………噓だろ……。


　一瞬にして昨夜の痴態が蘇よみがえり、桂祐は内心で頭を抱かかえた。


　逃にげ出そうにも、ここはアメリカのＬ．Ａ．だということも思い出す。


　どうしよう……。


　桂祐は柄がらにもなく、目の前の男を見つめたまま途と方ほうに暮れてしまった。


　下手へたに動いたら、眞二が目覚めてしまいそうだ。でも、このままでいるわけにはいかない。


　……とりあえず……。


　バスルームにでも避ひ難なんしようと、桂祐は細心の注意を払はらって身じろぎした。


　しかしながら次の瞬間、目の前の男がびくんと動く。まだ眠っているらしいのに、ほとんど滑すべり落ちかけていた彼の腕うでが、再び桂祐のからだを抱き寄せようとする。


「……はよ」


　寝ねぼけ眼まなこをしている眞二は、視線が合ったとたんに嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。


　その瞬間、猛もう烈れつな羞しゆう恥ちに襲おそわれる。桂祐は思わず飛び起き、逃げ出そうとする。


　しかし二の腕を摑つかまれ、阻はばまれてしまう。それどころか、再びベッドに引き倒たおされる。


「待てよ、まだ早すぎるだろ……もう少しだけ、一いつ緒しよに寝てろ」


「い、や……!!」


　眞二の腕を振ふり払おうと、からだを起こすために腹に力を入れたとたん、とろりと何かが奥から零こぼれたのを感じた。ぎょっとした次の瞬間、それが昨晩の残ざん滓しであることに気づく。


「！！！」


「ぅわっ」


　そのありえない感触に、桂祐はもはやなんの躊ちゆう躇ちよもせずに眞二を突つき飛ばした。そのままベッドを抜け出そうとしたが、今度は腰に腕を回されてしまう。


「何だよ、今さらだろ？　何照れてんだ」


「そんなことじゃない！　離せ！」


「え、じゃあ、こっちか？　だったら俺が……」


　わけのわからないことを言ってにやりとした眞二に、拒こばむより早く、下腹あたりをまさぐられてしまう。


「ちょっ……」


　慌あわてて払いのけようとしたせいで、彼の指先が残滓で濡ぬれた腿に当たった。それで状じよう況きようを理解したらしい眞二は、ますます笑みを深める。


「なんだ……昨夜俺が出したやつか。あれだけ搔かき出したのにまだ漏らすなんて、ほんとエロいな」


　結局、明け方近くまで何度もいたされてしまったのだ。そのことを強制的に思い出させられ、卑ひ猥わいな言葉でからかわれて、桂祐は頭に血を上らせた。


「エ…ロいのは、お前だろうが！　変なこと言うな!!」


「別に変なことじゃねーよ。事実だろう」


　眞二はしれっとしてそう言うと、勢いよく起き上がった。


　そして桂祐の側そばからベッドを降りると、当然のように手を差し伸べてくる。


「……何だ」


「バスルームまで抱いていってやるよ」


「必要ない」


　桂祐がぴしゃりと断ると、眞二はおかしそうに唇くちびるの端はしを上げた。


「そうか？　じゃ、立ってみろ」


「……っ」


　そんな眞二の態度に嫌いやな予感を覚えつつも、桂祐は平静を装って立ち上がった。


　そのとたんに、ぐらりとよろける。しっかりと足を踏ふみしめているつもりなのだが、なんだかうまく力が入らないのだ。立てない。


　さらに当然のように眞二に支えられてしまい、桂祐は口惜くやしさと恥はずかしさが混ざったような気持ちになって唇を嚙かんだ。


　その瞬間、いきなり膝ひざ裏うらのあたりを掬すくわれる。


「わっ……?!」


　突とつ然ぜんのことに驚おどろき、反射的に眞二の首にしがみついてしまうと、軽々とそのまま抱きかかえられてしまった。いわゆる、お姫ひめ様抱っこというやつだ。


「ちょっ……降ろせ！」


　桂祐はますます頭に血を上らせて怒おこったけれど、眞二は小さく吹ふき出しただけだった。


「断る。ある意味、俺の責任だからな。ちゃんと運んで、洗ってやるよ」


「あ…洗う?!　いや、いい！　いいから！」


「そう遠えん慮りよするなって」


「遠慮じゃない……!!」


　桂祐は悲鳴のような声を上げたが、結局は、昨夜よりもさらに恥ずかしい目に遭わされてしまったのであった。











　かつてこんなに重苦しい気持ちで出社したことはない。


　桂祐は五階にあるパタンナー室までつい非常階段を使ってしまいながら、深々とため息をついた。いつもはエレベーターで上がるというのに、こんな方法をとっているのは、ひとえに眞二と出くわしたくないからだ。いつになく重い気持ちに、つい出社時間までぎりぎりになってしまったのである。


　Ｌ．Ａ．で妙みようなことになってしまってから、帰りの自家用ジェットの中ではひとまず瑞穂がいたためになんとか平静を保てた。どう悲観的に考えても、そういったことがあったなど匂におわせなかったはずだ。


　しかし、今日、もし二人きりで顔を合わせてしまったら。どういう態度を取ってしまうか、我ながら想像がつかない。なにしろ、家に帰ってからも、ことあるごとに眞二とのことが浮うかんで動どう揺ようしてしまったからだ。


　それを思うと、できることなら、このまましばらく避さけ続けていたいのだが……仕事の状況を考えると、そうもいかない。今日の午後には、また別のデザインの打ち合わせが予定されているのだ。


　……できることなら、このまま逃げたい……。


　今までの自分であったら考えられないような弱音まで浮かんでしまう。どんなことがあっても、仕事から逃げ出したいと思ったことはなかったからだ。


　いや、こういう気持ちは良くないな。


　それにＬ．Ａ．でのことだって、いくら強ごう引いんに始められてしまったとはいえ、最後は流されてしまった自分にも責任がある。それになんだかんだ言って、結局はかなり気持ちよくなってしまったわけだし。


　……って、俺は何を考えてるんだ。


　妙な方向に逸それてしまった思考と気分を切り替かえるように、桂祐は軽く頭を振ってパタンナー室のドアを開けた。


　すると、他のパタンナーたちもほとんどが出社しているのが見えた。皆みな、いつもは一番早く出社している桂祐が珍めずらしく遅おそいのに気づいているふうであったが、彼の性格を熟知している者ばかりだったから、特に声をかけてくるでもなく、自分の作業を進めていた。


「……おはよう」


　桂祐の方も一応挨あい拶さつだけを口にして、自分の席に向かう。


　しかしそのとき、通りがかったボディがふと気になった。


　その傍かたわらに立って一いつ生しよう懸けん命めい手を動かしているのは、最近パタンナー室に入ったばかりの、進しん藤どう隆たか史しだ。


　桂祐よりも二つ歳下の26歳で、別のブランドから転職してきた男である。彼もとてもルックスが良く、モデルにひけを取らないスタイルの良さに男らしく整った優やさしげな顔立ちが堪たまらないと他部署の女性社員までがチェックしているほどの男だ。


　桂祐が立ち止まった気配に気づいたらしく、隆史は、はっとしたように顔を上げた。視線が合うと、照れたように笑う。


「おはようございます。ちょっとアイディアを思いついたんで、さっそく試ためしてるんです」


「そうか」


　それはいいことだと桂祐は頷うなずき返す。彼には点数は少ないながらも堂園のデザインを任せている。常に高みを目指す堂園のデザインを形にするには、試行錯さく誤ごが欠かせないのだ。


　だが、何かが気になる。


　桂祐は内心でそっと眉まゆを顰ひそめた。


　今作業中のものを見る限りでは、特に迷いも問題もなさそうなのだが、なんとなく何かが気になったのだ。


　しかし漠ばく然ぜんとしたままでは、相手にそれを伝えるのは難しい。特に今は、意欲に燃えてアイディアを試しているところである。作業状況を見れば、朝早く来ているのは明確だし、下手へたに切り出してモチベーションを下げたくはない。


　……どうしたものかな……。


　桂祐が考えあぐねていると、ふとある情景が脳のう裏りをよぎった。


　──なあ、お前ってなんで、ちゃんと話せるのに話さねぇの？


　──そんなんでパタンナー室、大だい丈じよう夫ぶか？　くだらないと思うことでも、周りの奴やつらともっと話せよ。それにもっと笑えって。せっかくなのに、もったいない。


　それらは、かつて眞二と仮かり縫ぬいをしたとき、からかうように言われたことだ。もちろん桂祐にしても真しん剣けんには受け取っておらず、すっかり忘れていたのだけれど、今の状況にはぴったりのような気がした。


　それに……なんだか、励はげまされる気がする。


　桂祐はそっと息を吐はき出すと、ゆっくりと口を開いた。


「……今日はけっこう朝早く来たのか？　ずいぶん進んでいるようだが」


　これまではほとんど話したこともない無口な桂祐に突然話しかけられたことに驚いたらしく、隆史は一いつ瞬しゆんとまどったような表情を見せた。しかしすぐに明るい声を返してくれる。


「そうっすね。ちょっとでも早く試してみたかったんで……でも、桂祐さんがいつも出社されてる時間よりは遅いと思います。毎朝早く出社されてるんですよね？　今日は珍しく遅いから、みんな心配してましたよ。具合が悪いんじゃないかって」


「……それは有り難がたいというかなんというか……」


　そのストレートな言葉に桂祐が思わず苦く笑しようしてしまうと、ふと場の雰ふん囲い気きが解ほぐれたような気配が漂ただよった。それを証明するかのように、向かいの作業台にいる女性スタッフがこちらを見やって明るく笑う。


「ちょっと隆史くん、それ微び妙みように失礼じゃない？」


「そうよ、私たちそこまでは言ってないわよ。ねえ？」


「そうよー。あ、でも心配してたのは本当ですよ。桂祐さんいつもだいたい早いから」


「大丈夫ですか？　別にマジで具合が悪いわけじゃないっすよね？」


「それは……もちろん大丈夫だ」


　桂祐は、次々に口を開くスタッフたちに面めん食くらった。しかし次の瞬しゆん間かん、またしても眞二の言葉を思い出す。


　──それにもっと笑えって。せっかくなのに、もったいない。


　せっかくって……なんだよ。


　改めておかしさを感じてしまいながら、桂祐は、耳の奥に蘇よみがえった眞二の声に引き摺ずられるように、皆に向かってゆっくりと微笑ほほえんでみせた。


「……心配してくれてありがとう」


　するとなぜか、一瞬の空白が生じる。みな、信じられないものを見たというような表情をしているのだ。


　……失敗した……か？


　思わず不安になって逃にげ出したいような気持ちにかられたとたん、皆の表情が一気に明るくなったのに気づいた。照れたように顔を赤くしている者すらいる。


「そんな……ねえ！」


「そうそう！」


「心配くらい当たり前ですよ、だって同じ職場なんだし……」


「隆史くんなら心配しないけどねー。いつもギリギリだから」


「何すか、それ！」


「あーでも、俺、今日は逆に心配するわ。すげー朝早くから来てんだもん、こいつ」


「ぅわ、ひでーな、それも」


　いつになく和わ気き藹あい々あいとした雰囲気に桂祐も合わせて笑っていると、皆にからかわれていた隆史がふと躊躇ためらうような表情を見せた。


「あの……出社早々申し訳ないんですけど、もしよかったら、今、少しだけ俺のやってる服を見てもらえませんか？　試してるのもそうなんですけど、なんかちょっと変で」


「構わないよ。気になるのはどのへん？」


　桂祐が件くだんのボディをチェックし始めると、軽口を叩たたいていたスタッフたちも興味深そうに周りに集まってくる。ふざけて軽口を言い合っていても、みな真しん摯しな職人なのだ。日々自分の技術を向上させるチャンスは逃のがさない。


「ああ……ここの縫ぬい目をここまでにして、バランスよく縫い合わせていけばいいんだ。そうすれば引き攣つらないし、もっとラインが綺き麗れいに出る」


　実際にその場所にピンを打ってみせながら桂祐が説明してやると、隆史は顔を輝かがやかせる。


「ああ、なるほど……!!　ありがとうございます！　あーでも、縫い直しかー……！」


　冗じよう談だんめかして天てん井じようを仰あおいではいるが、その表情はやはり明らかに職人のものだ。やり直しは確かにきついが、よりいいものが出来るのを喜んでいる。


「まあ、頑がん張ばれ」


　桂祐は、周囲と一いつ緒しよに笑いながらそう励ました。








　……運んできたボディがまるで盾たてのような気がするな。


　出社したときは明るくなった気分も、いざ眞二と対面するとなると、再び重くなる。


　桂祐はそんな気分に内心で密ひそかにため息をつきながら、眞二の部屋に足を踏ふみ入れ、作業台の前にそれを下ろした。眞二を見るのが怖こわくて視線はあえて外したままでいるのだが、彼の視線がずっと自分に注がれているのがわかる。


　桂祐は持ってきた道具を作業台の上に置くと、他の数着のトワルを壁かべ際ぎわにあるラックにかけた。そうしてもう一度こっそりと息を吐くと、覚かく悟ごを決めるような気持ちで振ふり返る。


　すると眞二は意味ありげな笑みを唇くちびるの端はしに浮うかべて、こちらを見ていた。桂祐の視線を受けると、腰こしをもたせかけていた作業台から、ゆっくりと立つ。


「久しぶり」


「……昨日も顔を合わせているだろう」


　桂祐がそっけなく事実を伝えると、眞二はおかしそうに小さく吹ふき出す。


「なんだよ、相変わらず色気ねぇな。それだけ会いたかったってことだろ」


　そして桂祐の側そばまで歩いてくると、思わせぶりに顔を寄せる。


「それに昨日だって、あのまま帰したくはなかったんだぜ？」


　……噓うそ、つけ……！


　別れ際の様子を思い出して、桂祐はあからさまに眉根を寄せる。


　確かに初めこそ何か言いたげな表情をしていたけれど、結局は何も言わずに、当然のように瑞穂と一緒に帰ったのだ。それも……その後の二人を想像させるような雰囲気で。


　遊び慣れてるお前には当たり前のことなんだろうが、それにいちいち振り回されてたまるか。


　桂祐があえて聞こえなかったふりをして作業台の方に戻もどろうとすると、ぐいと肩かたを摑つかまれた。相変わらずからかうような口調で、顔を覗のぞき込まれる。


「綺麗に無視してんじゃねーよ。まだ照れてるのか？　じゃあ、今晩メシ食いに行こうぜ。けっこう近くにすげぇ美味うまい店見つけたから。それでその後……」


　そんなことを囁ささやきながら、眞二は当然のように桂祐のからだに腕うでを回してくる。そしてそのまま甘く微笑みかけられ、キスするように唇を寄せられてしまう。


「……っ！」


　間近に迫せまった眞二の顔に、つい惹ひき寄せられてしまいそうになる。


　そんな自分にも動どう揺ようし、桂祐は反射的に作業台の上から鋏はさみを取りあげた。


「……って、待った。さすがにこれは危ねぇだろうが！」


　ジャキッと音を立てて突つきつけられたそれに、眞二はさすがに驚おどろいたような表情をみせる。しかし、すぐにそれを楽しむような余よ裕ゆうを取り戻す。


　桂祐は内心で一つ息をついて腹を据すえると、表面上はあくまでそつなく、にっこりと微笑んでみせた。


「……今後こういうことは、一いつ切さいなしだ。さらに言うならＬ．Ａ．でのことも。何もなかった」


「おいおい、それはないだろう。今さら忘れられねぇよ」


　眞二はにやりとすると、鋏の切っ先など視界に入っていないかのように、煽あおるように桂祐に顔を寄せてくる。


「……だってあんなにエロい姿を見せられたんだぜ？　お前のどこを触さわればどういやらしく喘あえぐのか……忘れたくても、忘れられない」


「っ……!!」


　一いつ瞬しゆんにして顔が燃えるように熱くなる。桂祐は、今度は明確な意思を持って眞二に鋏を突きつけた。するとさすがの眞二も命の危険を感じたらしく、素す直なおに両手を上げてみせる。


「わ…かったって。今後はなるべく手は出さない」


「なるべく、じゃない。一切なしだ！」


「えー？　マジかよ」


「当たり前だ!!」


「ほんと、素直じゃねーなあ……」


「そういう問題じゃない!!」


　さらに真っ赤になって桂祐が怒おこると、眞二はあっさりと肩を竦すくめて頷うなずいた。


「わかった。それじゃ早く仕事しようぜ」


「……ああ」


　なんとなく最後は肩かた透すかしを食らったような気分になってしまう。桂祐はそんな自分を戒いましめながら、手早く仕事の準備にとりかかった。











　いよいよ次のコレクションのための準備が本格的な忙いそがしさを迎むかえ、『voluptas』の社内はいっそう活気づいていた。今回は『voluptas』とともに新ブランドである『novus』のショウも予定されてはいるのだが、先に準備が進められているのは『voluptas』の方である。


　しかしそれでも、映画衣装も抱かかえている桂祐にとっては、すでに二ブランド分くらいの仕事量がある。あまりの忙しさに、つい必要もないのに小走りになってしまうほどだ。


　今もできることならテレポーテーションできないかと願うような気持ちで、四階にある仮かり縫ぬい室に向かっていた。今日は『voluptas』の方の「ショウ」なのである。


「ショウ」とは『voluptas』の社内用語だ。本番に参加するモデルたちにコレクションの服を着せてサイズを合わせたり、ヘアやメイクを決める打ち合わせのことである。それらのイメージを確かく認にんするためにちょっとしたショウのような流れをとっているので、いつの間にかそう呼ばれるようになったらしい。


　パタンナーたちにとっても大切な場だから、いつもなら一番先に行って準備しているのだが、今日に限って他の仕事の対応に追われ、遅おくれているのだ。


　当然ながらエレベーターを待つ時間さえ惜おしく、桂祐は非常階段のドアを開けると一気にそこを駆かけ下りた。


　仮縫い室に飛び込むと、多くの人が集まっているざわざわという雰ふん囲い気きとともに、着々と準備が進められているのが見て取れた。


　四階フロアの半分くらいを占しめるこのスペースは、モデルたちがちょっとしたウォーキングができるくらいの広さがあるが、他のオフィス部分と同様にモダンで洗練された雰囲気が保たれていた。


　床ゆかには、モデルたちが素す足あしで歩いても大だい丈じよう夫ぶなように上品で明るい銀ぎん灰かい色しよくの絨じゆう緞たんが敷しかれ、やはりガラス・ブロックの壁かべ一面からふんだんな太陽光が差し込んでいる。壁際には様々なデザインの椅い子すが置かれ、パタンナーを始めとするスタッフが腰を下ろせるようになっていた。


　そしてそんな部屋の最さい奥おうには巨きよ大だいなデスクが据えられている。堂園や香坂が座る場所だ。堂園は自みずからサイズ合わせをするパタンナーたちの指揮をとっているので、今は香坂だけが座って準備が整うのを待っている。その傍かたわらにはプレス担当である准一と和哉が座り、何事かを打ち合わせている。


　そして堂園側には、ヘア・アーティストのステファン・ディウスと、メイクアップ・アーティストのジェラール・バロウ。どちらもモデルとしてメンズのショウに出られそうな雰囲気がある。準備が終われば、彼らと堂園の間に自分と眞二が座ることになる。


　準備の具合はと視線を部屋の中央に動かせば、まずはレディスからなので、美しく完かん璧ぺきなプロポーションを持つモデルたちが、あちらこちらで着き替がえている姿が見える。微び調ちよう整せいのためにアンダーショーツ姿で待たされている人もいる。


　彼女たちは美女ばかりだし、普ふ通つうの男が見たら狂きよう喜きしてしまいそうな光景ではあるが、なにしろここはメゾンである。脱ぬぐ方も脱がれる方も慣れてしまって、今さら何も感じない。


　……はずなのであるが。


　桂祐は、なにげなく目にした様子に思わず眉まゆを顰ひそめてしまった。


　視線の先にいるのは、一際輝かがやくトップモデルのレナと眞二だ。人手が足りないわけでもなさそうなのに、眞二がレナのサイズ合わせをしているのである。


　きわどい箇か所しよに手を入れて直し、その度に彼女と何かを囁き合っては笑っている。距きよ離りがあるので声までは聞こえないが、これまで眞二と仕事をしてきた経験から、会話の内容はだいたい想像がつく。


　かつて瑞穂と交かわしていたような、けっこうきわどい会話のはずだ。デザイナーによってはモデルをその気にさせる手段らしいが、眞二の場合、趣しゆ味みと実益を兼かねていると冗じよう談だんめかして公言しているのを聞いたことがある。


　……何やってんだよ。


　あれで俺まで手を出そうとするなんて、どういうつもりだ。十分間に合ってるみたいじゃないか。それに仮にも人を口説こうとするなら、身辺を綺き麗れいにしてから来いというんだ。まあ、あいつがそんなことをするなんて、ありえないだろうが。


　……って俺は、何を考えてるんだ。


　妙みような方向に行きかけている自分に気づき、桂祐は思わず舌打ちをした。


　まさかそれが聞こえたわけではないだろうが、ふとこちらを見た眞二と視線が合ってしまう。


　するとその瞬しゆん間かん、眞二はにやりと笑って、なぜか目配せを送ってきた。


　その態度にもむかつくし、それにうっかり動じてしまった自分にも腹が立つ。


　俺こそ、何をやってるんだ。そんなことより、仕事だろうが。


　桂祐は自分にまで八つ当たりをしながら、足早にスタッフたちのところに向かった。


　そんな怒りのパワーもあってか、ショウ自体はとても順調に進んだ。


　しかし、桂祐の苛いら々いらはますますひどくなる一方である。


　なぜなら、眞二のいちゃつきぶりがいつにも増してひどいような気がするからだ。


　気にしたいわけでは毛頭ないが、サイズ合わせのときはもちろん、休きゆう憩けい中や仕事が終わったはずの今にまで、モデルたちを侍はべらせてじゃれ合っていれば、自然に視界に入ってしまう。


　別に、嫉しつ妬としているとか、そういうわけじゃない。


　まだこっちは働いてるっていうのに、その側そばでちゃらちゃらしてるあいつがむかつくだけだ。


　桂祐はそう自分に言い聞かせながら、いつも以上にてきぱきとその場を片付けた。


「お疲つかれ様でした」


　そうしてさっさと引き上げようとすると、人の輪の向こうから眞二に声をかけられる。


「おい、桂祐！」


「……何だ」


　人前ということもあり、渋しぶ々しぶながら桂祐が足を止めると、眞二は悪びれもせずに傍らのレナを抱だき寄せる。


「これからみんなでメシ食いに行くんだけど、一いつ緒しよにどうだ？」


「いや、僕はまだ仕事があるから」


　桂祐がそっけなく断ると、眞二はわざとらしくため息をついて周囲の人々を見回した。


「な？　無理だろ。こいつ、いつもこんな調子で断るんだぜ」


　すると気を利きかせたらしい数人のモデルが、桂祐を誘さそってくれる。


「ありがたいが、本当に今日は無理なんだ。さっきのショウで出た修正もあるし」


　さすがに彼らに眞二と同じ態度は取れず、桂祐がそつのない言い方をすると、眞二が少し苛立ったような眼まな差ざしをした。


「あっそ。じゃ、そろそろ行こうぜ」


　なぜか投げ出すような口調でそう言うと、眞二はさっさと部屋を出て行く。華はなやかな一団も口々に失礼しますと挨あい拶さつをして、眞二の後を追いかけていった。


　そんなこと何も気にしていないはずなのに、後に残された桂祐はなぜかぽつんと取り残されたような錯さつ覚かくを感じてしまった。








　パタンナー室に戻もどると、やはり他のスタッフも同じように残って作業をしている者がほとんどであった。


　なんとなくほっとしてしまい、桂祐が自分のボディを引き寄せたとき、ざわっと周囲がどよめいた。何気なく顔を上げると、なんと、パタンナー室のドアからアランが顔を覗のぞかせている。


『やあ、桂祐！　いてくれてよかったよ』


　金きん髪ぱつに青い瞳ひとみの美び丈じよう夫ふは、自分が大物ハリウッド・スターであるということがわかっていないような無防備な笑え顔がおを見せる。またしても一人で気軽にやって来たらしい。彼が一言話すたびに、興奮したようなスタッフたちの気配が伝わってくる。


『アラン、どうして……』


　予想もしなかった彼の登場に桂祐が目を丸くすると、アランはにこにこと微笑ほほえむ。


『別の映画のプロモーションがあってね。せっかくだから寄ってみたんだ。他の衣装も見てみたいと思って。出来てるんだろう？』


『ええ、まあ……まだ全部ではないですけど』


　桂祐はそう応こたえながら道具を置いて、眞二の部屋へと案内することにした。映画衣装はまだ他のコレクションほど点数がないし、紛まぎれてしまっても困るので眞二の部屋に置いてあるのだ。


『ああ、これか……素す晴ばらしいな』


　眞二の部屋に足を踏ふみ入れると、アランはすぐに壁かべ際ぎわにずらりと並べられたボディの前まで歩いていった。そして実に満足そうに、一着一着を丁てい寧ねいに眺ながめていく。


『……そう言っていただけると、僕も嬉うれしいです』


　そのアランの態度からは、本当につくった服を気に入ってくれたことが感じられたから、桂祐は誇ほこらしげな気持ちで胸を張った。色々なことがあったとはいえ、眞二と自分とでつくりあげた服だ。愛いとしくないわけがない。


　するとアランはほんのわずかに目を瞠みはるような表情をして、桂祐をまじまじと見やった。


『なんだ、少し見ない間に、ずいぶんいい表情をするようになったな。何かあったのか？』


『え？　別に、何も……』


　意外すぎる彼の言葉に驚おどろいて桂祐が眼めを丸くすると、アランは何かを考えるような眼差しをしながら、笑みを浮うかべる。


『そうだな、例えば……恋こい人びとが出来たとか』


『なっ……ま、さか！』


　そう言われた瞬間、なぜか眞二の顔が浮かんでしまい、桂祐は慌あわててアランの言葉と一緒に自分の脳みそまでをも否定した。


　するとアランはおかしそうに小さく吹ふき出し、茶目っ気のある眼差しで桂祐を見つめる。


『本当かな？　だとしたらぜひ、今夜のディナーに付き合って欲しいね。いいだろう？　デザインの話も聞きたいし』


『でしたら、僕より伊勢崎の方が……連れん絡らくしてみます』


　そう言って桂祐がジャケットの内ポケットにある携けい帯たい電でん話わを取り出そうとすると、アランはにこやかにそれを押し止とどめる。


『いや、その必要はない。僕は桂祐と二人きりで食事に行きたいんだ。そして君から話を聞きたい。迷めい惑わくかな？』


『迷惑だなんてことはないんですが……でも、今日は仕事が』


　桂祐がそう断りかけたとき、携帯電話が音高く鳴り出した。メロディの着信音などにはとうの昔に興味を失ってベル音にしてあるので、ついびくりとしてしまうほど、煩うるさい。


『どうぞ、出てくれ』


『す…みません』


　出るかどうしようか迷ったとたんに機き嫌げんよく促うながされ、桂祐は軽く頭を下げると着信画面も見ずに通話ボタンを押した。


「はい、井川です」


　するとまるでパーティのような楽しげな喧けん騒そうとともに、眞二の声が伝わってくる。


『あ、俺だけど』


　たかが電話のはずなのに、耳元で声が聞こえるせいか、妙に近く感じる。


「……伊勢崎？」


　桂祐が驚いて思わずそう返すと、眞二が嬉しそうに笑ったような気配がした。声も笑みを含ふくんだように甘くなる。


『お前、本当に来ないのか？　今からでもいいから来いよ。たまにはきちんと遊ばないと、いい仕事なんてできねーぞ』


　もちろん行くつもりはないのだけれど、こうして何度も誘ってもらうとやはり嬉しい。


　桂祐が少し声を柔やわらかくして断ろうと口を開きかけると、電話の向こうで可愛かわいらしい女の声がした。


『眞二、何、電話なんかしてるのー？　早くぅ』


　その声のトーンはまさしく眞二にしなだれかかっているようで、くすくす笑いと甘ったるい吐と息いきが妙みようにリアルに耳元に響ひびいた。桂祐は、一いつ瞬しゆんにして我に返る。


　何をまた、勘かん違ちがいしそうになってるんだ。自分は、数多あまたいる眞二の遊び相手の一人にすら、なれないでいるというのに。


『……桂祐？』


　なんで、俺なんかに声をかけてくるんだ。お前には、もういっぱい誰かがいるんだろ？　これ以上、俺を乱さないでくれ。


　思わずストレートにそう応えてしまいそうになり、桂祐が視線をうろつかせると、いつの間にか傍そばに来ていたアランが、肩かたを抱くようにして顔を覗き込んでくる。


『眞二か？』


　艶つやのある低い声でそう囁ささやかれ、桂祐は小さく頷うなずいてみせる。するとその声が向こうにも聞こえたのか、訝いぶかしげな声が返ってきた。


『……誰かいるのか？』


「……ああ。アランが来てるんだ。衣装が見たいっていうから、お前の部屋に案内した。喜んでるよ」


　桂祐はそう応えながら、ふと衝しよう動どうにかられて先を続ける。


「それで、これから彼と食事に行くことになったから。そっちはそっちで楽しんでくれ」


『え？　おい、桂祐』


「誰か待たせてるんだろ？　それじゃ」


『ちょ……待』


　ぶつりと断たち切り、桂祐は我ながら驚いた。つかなくてもいい噓うそをついたし、会話の途と中ちゆうで電話を切ってしまった。こんなこと、今までしたことがない。


　……俺……。


　桂祐が戸と惑まどっていると、再びアランに顔を覗き込まれる。男らしく魅み惑わく的に整った顔立ちと茶目っ気のある青い瞳が近くて、一いつ瞬しゆん惹ひき込まれそうになる。


『嬉しいな、今の雰囲気からすると僕の誘いを受けてくれるんだろう？』


『あ……いえ、いや、まあ…………そ、ういうことですよね』


　まさかとっさに相手に張り合ってしまった噓だとも言えない。


　桂祐は、もの凄すごい勢いで食事に行った場合の仕事の段取りを再さい確かく認にんしながら、頷いてみせた。








　アランに連れて行かれたのは、やはり普ふ段だんの生活からは考えられないほど豪ごう奢しやなレストランで、目を瞠るほど美味おいしかった。


　今回はイタリアンということもあって以前よりはカジュアルな雰ふん囲い気きだったし、アランともすでに何度か顔を合わせていたせいか、そこまで気まずい思いをすることもない。むしろ彼が色々気を遣つかってくれているのか、予想以上に話が弾はずんで楽しかったくらいだ。


　最初の頃ころこそ仕事の話ばかりで、だからこそ会話を続けられるのだとどぎまぎしていたのだが、それは互たがいのプライベートな話になっても同じだった。内心驚くとともに、心の底からほっとした。


　そのせいで、いつもならまだ仕事があるからと断るはずのワインの量も進んでしまったのかもしれない。銘めい柄がらなどには詳くわしくない桂祐でも知っている高価なワインを勧すすめられたせいもあるだろうが、今日はなぜか、憂うさを晴らしたいというような、自棄やけになりたいような気分だったこともある。


　その挙げ句、会社に戻もどるどころか、彼のハイヤーで送ってもらう羽目になったのだ。


　なんか……不思議だ。


　桂祐は、時折酔よいで歪ゆがむような視界を持て余しながら、隣となりに座っているアランをぼんやりと見やった。何度確かめても、本来は、映画のスクリーンだけでしか観みられない顔だ。そんな人物がすぐ隣にいて、自分に向かって話しかけてくれる。そして自分も、そこまで緊きん張ちようするわけでもなく、時には笑って応こたえている。


　こんなの……あいつと一いつ緒しよにいるとき、みたいだな。


　そこでふと桂祐は眞二のことを思い出してしまい、内心で慌てて軽く頭を振ふった。なぜ全く関係がないこんなときにまで、あの男のことを考えなくてはいけないのか。


　するとそんな桂祐に気づいたのか、アランは話を止めると、悪戯いたずらっぽい眼まな差ざしをして見つめ返してきた。そして桂祐に見つめられているのを喜ぶような、甘い微び笑しようを浮かべる。


『……何？』


『いえ……別に』


　その雰囲気になんだか妙に困ってしまって、桂祐は慌てて視線を外そうとした。


　するとアランの笑う気配がして、彼の香かおりを近くに感じた。革かわのシートが擦すれる音がする。


　驚いて視線を戻すと、アランがこちらにからだを寄せるようにして覗のぞきこんで来ていた。男らしく整っている顔立ちの中で綺き麗れいに澄すんだ青い瞳ひとみが、誘さそうように細められている。甘く上がった唇くちびるの端はしに、同じ男だというのに惹ひき込まれてしまいそうな色気を感じる。


　う、わ……っ。


　桂祐が慌てて距きよ離りを取ろうとすると、柔らかく顎あごを掬すくわれた。


『そんなに可愛い顔をされると、平常心ではいられないな』


　アランは喉のど奥おくで低く笑うと、ますます甘く瞳を眇すがめた。それに搦からめ捕とられるように感じて、逃のがれられない。二人の間の空気が、急にもったりと濃こくなったような気がした。


『桂祐……会えば会うほど、ますます君を愛いとおしく感じる。君に夢中になりそうなんだ』


　アランの青い瞳が、真しん摯しな想おもいを表すように熱を孕はらんで強く輝かがやく。そしてその囁きの最後に逃にげる間もなくくちづけられてしまった。本当に大切なものを扱あつかうように、そっと優やさしくアランの唇が触ふれる。


「──っ……!!」


　その瞬しゆん間かん、ぶわっと涙なみだが噴ふき零こぼれた。


　えっ……な…んだ?!


　アルコールのせいで理性の箍たがが緩ゆるんでいるのか、桂祐は、自分でもその反応に驚おどろく。


　アランはさらに驚いたようで、急いでからだを離はなしてくれた。


『すまない……そんなに嫌いやだったのか』


『いえ、あの、たぶんそこまで嫌とかそういうわけじゃなくて……自分でもよくわからないんですけど、でも、やっぱりこういうのは……すみません』


　慌あわてて涙を拭ぬぐいながら、桂祐が混乱しつつも謝ると、アランは小さく苦く笑しようした。


『謝るのはこっちの方だよ。悪かった。……落ち着いたかな？』


　桂祐が頷いてみせると、アランは安心したように笑う。


『よかった。今後はこんなに強ごう引いんな真似まねをしないと誓ちかうよ。だが、君を密ひそかに好きでいることくらいは許してくれるかな？　だとすると有り難がたいんだが』


　まるで桂祐の気持ちを軽くしたいというように最後の部分で悪戯っぽく片目をつぶられ、桂祐は思わず笑ってしまった。


　そのおかげで気まずさも薄うすれ、桂祐は密かに胸を撫なで下ろす。妙なことになってしまった上に、そのせいで仕事に響くとなれば、最悪だ。


　……なんか妙なことになっちゃったけど……とりあえずは、よかった。


　無事にアパートの前まで送ってもらい、礼を言って車を見送りながら、桂祐は思わず深々とため息をついた。酔いも一気に醒さめた気がする。


　でも……なんで突とつ然ぜん、涙なんか出たんだろう。


　アランにも言ったことだが、そこまでの嫌けん悪お感があったわけでもない。


　もちろん、男にキスされるなんて、確かにショックだ。でも、泣くほどではない。


　それに……同じ男というなら、眞二とだって経験がある。彼に初めてキスされた時だって、今日と同じく酔っていたけれど、泣き出すほどではなかったのだ。


　なぜだろう。


　まさか……眞二だから特別だった、とか？


　そこまで考えて、桂祐は思わず顔を顰しかめた。


　いやいやいや、そんなわけがない。


　一度はそう打ち消したけれど、他のどの男、例えば親しい准一や、女の子みたいな慶で想像してみても、すぐにありえないと思ってしまう。


　……いや、でも、あいつとだって……。


　桂祐はそう考えようとして、ついうっかりこれまでの痴ち態たいを思い出してしまい、ますます動どう揺ようしてしまった。


　ありえない……ありえない!!


　慌てて頭を振ってそんな記き憶おくを振り払はらいながら、桂祐は気分を切り替かえるようにアパートの門を開ける。


　桂祐が住んでいるのは、駅から十分程度離れたごく普ふ通つうの集合住宅だ。今時オートロックではないのが珍めずらしいが、周囲が閑かん静せいな住宅街で、すぐ目の前が広くて緑豊かな公園であるのが気に入っている。とにかく静かで、景色けしきもよく、落ち着いているのだ。


　いつものように建物の外側についている階段を上り、建物半ばにある自分の部屋を目指そうとして、桂祐の足は凍こおりついた。


　自分の部屋の前に、眞二が立っていたからだ。


「……よう」


　手すりにもたれていたらしい彼は、ゆっくりとからだを起こしながら、さすがにばつが悪そうな顔をみせる。


「な……んで、ここ……」


　桂祐の部屋の場所など、知らないはずだ。


　あまりの驚きに桂祐が呆ぼう然ぜんとすると、眞二は小さく肩かたを竦すくめる。


「准一に聞いた。あいつは何回か来たことがあるんだろ？」


　そう言われれば、飲みに行った帰りに、同じ方向だからと一緒のタクシーに乗って、先にアパートの前まで送ってもらったことが何回かある。


「それにしても……何の用だ？」


　当然すぎる桂祐の疑問に、眞二はほんのわずかに唇の端を上げた。


「話がある」


「……明日では駄だ目めなほど、急な話か？」


　思わず桂祐が顔を顰めると、眞二は、彼にしては信じられないほど硬かたく小さな笑えみを一いつ瞬しゆんだけひらめかせる。


「まあな。……できれば、中で話したいんだが」


　ちらりと部屋のドアに視線を向けられて、桂祐はほんのわずかに躊躇ためらった。ここに引っ越こして以来、誰も部屋に入れたことがなかったからだ。別に散らかしているわけではないが、完かん璧ぺきなプライベート・スペースに心の準備なく他人を入れるのは、やはりたじろぐ。それも、眞二とくればなおさらだ。


　そんな桂祐の戸と惑まどいを見て取ったのか、眞二は少し意地悪そうな笑みを零す。


「入れてくれなきゃ、ここで騒さわぐぞ。こんなに静かじゃ、そうとう近所に響ひびくだろうな」


「……っ」


　眞二の脅おどしめいた言葉に屈くつするのは癪しやくであったが、その通りではある。


　桂祐は渋しぶ々しぶドアを開けた。


「へえ、意外と広いな」


　ごく普通の１ＬＤＫだが、わりとゆったりつくられているのだ。


　玄げん関かんを開けるとちょっとした廊ろう下かになっており、右側に脱だつ衣い所のついた風ふ呂ろとトイレ、左側にはキッチンスペースがある。そしてそれらとは隔へだてられるように曇くもりガラスの引き戸がつけられ、その向こうが居住部分だ。部屋の大部分を占しめるのはベッドだが、四十平米近くあるせいで、さらにノートＰＣを置いたデスクとＴＶ、その前にローテーブルやオーディオなどを置いてもゆったりした雰ふん囲い気きがある。


　眞二は物もの珍めずらしそうにあたりを見回しているが、彼がそこに立っているだけで、まるで自分の部屋ではないような妙みような気分になる。なんというか……緊きん張ちようするのだ。


　桂祐はそんな気持ちを解ほぐすように、冷蔵庫を覗き込みながら眞二に軽く声をかけた。


「何か飲むか？　といってもビールくらいしか……」


　そう言いかけたとたん、桂祐は言葉を途と切ぎれさせる。


　後ろから、いきなり抱だきしめられたのだ。


「ちょっ……おい！」


　桂祐は驚き抗あらがおうとしたのだけれど、うなじに鼻先を埋うずめるようにしてキスされてしまう。


「妙な匂においはしないが……アランと何もなかったのか？」


「あ…たり前だろうが！　離せ！」


「嫌だ」


　眞二は短くそう断じると、耳の後ろから首筋までくちづけを落としていく。ちゅっちゅっという小動物の鳴くような音と熱いその感かん触しよくに、桂祐は思わずぞくりと背筋を震ふるわせた。


「やめろって……」


　逃げ出したいはずなのに、強い腕うでに閉じ込められてしまって動けない。それでもどうにかしなければと、桂祐は冷蔵庫のドアに縋すがるように力を込めて、じたばたとからだを動かした。


　しかしその動きがますます眞二を煽あおってしまったようで、ますます強く抱きしめられて、後ろからネクタイのノットに指を入れられる。


「こうして……ネクタイを引き下ろされたりはしなかったのか？」


　そうしていやらしい動きでネクタイを解かれてしまい、桂祐は頭に血を上らせる。


「だから、ないって！　やめろ……ぅわ！」


　不ふ埒らちな眞二の手を振ふり払おうと冷蔵庫のドアから手を離したとたん、バランスを崩くずす。


　ぐらりとしたのを利用されて、反対側の廊下の壁かべに押し付けられた。顎あごを摑つかまれ無理矢理後ろを向かされて、嚙かみ付くようなキスをされる。


「や……ンンっ」


　荒あら々あらしく蹂じゆう躙りんするようなくちづけは、同じく飲んでいる桂祐にもわかるほど、強いアルコールの香かおりがした。一見そうとはわからなかったが、そうとう飲んできたらしい。


　酔よって無理矢理こんなことをするなんて、最低だ。


　頭ではわかっているのだけれど、引き出されたシャツの中に滑すべり込んできた大きな手に胸を弄いじられてしまうとからだが跳はねる。


「……っ」


「こんなにすぐ感じるなんて怪あやしいな……」


　本気か揶や揄ゆかはわからないが、眞二はべろりと耳を舐なめてきた。胸を弄られながら甘く耳たぶを嚙まれ、舌を這はわされ、まずはそこから犯されてしまう。ぐちゅりという熱く柔やわらかな感触とそこを濡ぬらされる奇き妙みような感覚にぞくぞくとなにかが走る。


　胸の尖とがりも執しつ拗ように縊くびり出され、揉もまれ、つねられ、押し潰つぶされる。その度に疼うずくような痺しびれが広がり、もどかしくてたまらなくなる。


「……っ……」


　桂祐は、縋るように壁に両手を突ついて快感を堪こらえた。胸の飾かざりを弄られているだけだというのに、自身が膨ふくらみ始めているのがわかる。


　すると桂祐の反応に気づいたらしい眞二が、耳元で低く笑ったのが聞こえた。


　再び首やうなじにキスされながら、ゆっくりと腰こしを擦こすりつけられる。互たがいの布ぬの越ごしでもはっきりと、眞二のそこが熱く、硬くなっているのがわかる。


「ぁ……」


　布越しとはいえ、そのまま後ろに突き入れるかのようにいやらしく眞二のもので擦られ、桂祐はぶるりと腰を震わせてしまった。自身が完全に勃たちあがってしまう。


「……桂祐……」


「……っ」


　甘くねだるように囁ささやかれて、全身がぞくぞくとした。卑ひ猥わいな熱が下腹に焦じらすように溜たまっていき、我が慢まんできなくなってしまう。


「……ぅ……」


　滴したたるようなその熱に煽られ、桂祐は羞しゆう恥ちに顔を逸そらせながら、とうとうもじもじと腰を揺ゆらしてしまった。ほんのわずかに腰を突き出し、自らねだるように腰を振る姿を思うと、我ながら羞恥に泣き出しそうになってしまう。


　すると耳元で満足げな笑みが零こぼされる気配がして、愛おしくて堪たまらないというようにますます強く抱きしめられた。はち切れそうな眞二のものがますますいやらしく擦り付けられる。


「ぁうっ……」


　前が開かれ、眞二の手が下着の中に滑り込んでくる。感じすぎて痛いような快感と、ぬるりと滑すべるその感触に、自身がいかに興奮しきっているかを思い知らされる。


「あ、は……っ」


　そのまま容よう赦しやなく前をも擦られ、桂祐は思わず小さく喘あえいだ。いやらしく胸を弄られ、布越しとはいえ後ろを犯され、さらに前まで追い詰つめられて、わけがわからなくなるほど気持ち良くなってしまう。理性が焼き切れそうになる。


「ぁ…あ……あっ……」


　ぶるぶると内うち腿ももが引き攣つりはじめ、桂祐は腰を震わせた。こんなに卑猥なことをされたままみっともない姿は見せたくないのに、我慢ができなくなってしまう。限界が近いのがわかる。


　……あぁ、もう、だめ、だ……！


　桂祐がびくびくと腰を震わせたとたんに、眞二の指が根元を絞しぼった。


「あぁっ……!!」


　絶頂を引き止められたもどかしさに、桂祐の全身は引き攣れるように仰のけ反った。もはや羞恥もなにもなく、卑猥に腰が振れてしまう。


「やっ……も、……ぅっ……!!」


　ぶるぶると腰を揺らして先をねだると、それをさらに煽るように耳に舌が這わされる。ぬるりと熱い舌を差し込まれ、耳たぶに歯を立てられて、別の場所とはいえ熱く濡れたその感触に、桂祐は堪えきれなくなって、再び腰を揺らしてしまう。


　すると低い笑い声とともに、甘く意地悪な声が響く。


「何だよ、どうして欲しいんだ……？」


「……っ」


　いくら理性が切れかけていても、自ら望むような言葉までは吐はき出せなくて、桂祐は羞恥に唇くちびるを嚙む。発情しきった自分の熱さに、目め尻じりにうっすらと涙なみだが滲にじんでいくのを感じる。


　すると喉のど奥おくで笑われ、パンツと下着を引き下ろされた。同時に彼も前を開いたらしく、後ろにぬるりと眞二の裸はだかの熱が当たる。硬いそれを思い知らせるかのように、ゆっくりと上下にそれで擦られる。


「あっ……や……」


　喜ぶように腰が揺れてしまい、桂祐は泣き出しそうになった。


　しかし眞二はさらに追い詰めるように、引き絞っていた手を筒つつ状じようにする。そして煽るかのように、桂祐の頰ほおや首筋、うなじなどにキスを落としてくる。


「ほら……どうしたいんだ？　自分で動いてみせろよ」


「い…やだっ……！」


　最後の理性を振り絞るように反はん抗こうすると、眞二はふっと笑えみを漏もらした。さらにいやらしく腰を蠢うごめかせ始める。


「ぁ……んっ……」


　桂祐の狭はざ間まを上下に擦るその太い先せん端たんが、ぬるりと後ろにひっかかる。そのまま軽くそこを突かれて、桂祐は甘い声を上げてしまう。


　すると堪らないというように後ろから強く抱きしめられた。笑みを含ふくんだ柔らかな声で、そそのかすように卑猥に囁かれる。


「ほら……俺にお前のいやらしい姿を見せてくれ」


「──っ!!」


　そのまま数回扱しごかれてしまい、桂祐はびくびくと内腿を引き攣らせた。もたらされた甘すぎる刺し激げきに、これ以上は我慢ができない。


「ぁ…や、だっ……」


　桂祐は言葉だけで抗いながら、とうとう自ら眞二の手の中に腰を突き入れてしまう。一度振り切れた理性は桂祐を更さらに大だい胆たんにさせる。桂祐は壁に縋り付きながら、より強い刺激を求めるために腰を突き出し蠢かせ始めた。


「すげえ、エロい……堪んねー……」


　眞二が満足げに喉のどを鳴らしながら、興奮したようにそう呟つぶやく。


　そして桂祐の腰の動きにぶつけるように、自らの腰を動かし始めた。桂祐が彼の手の中に自身を突き入れ、戻もどすたびに眞二の先端に後ろが当たる。特に慣らされてもいないというのに、時折そこがほんのわずかに彼のものを飲み込もうとするのがわかる。


「ぁっ…あうっ……ああぁんっ……！」


　その感触に煽られ、桂祐が背を引き攣らせるように甘すぎる嬌きよう声せいを漏らすと、突とつ然ぜん痛いほどの力で顎を摑まれた。そのまま後ろを振り向かされて、無理矢理唇を奪うばわれてしまう。


「悪い、もう、限界……」


「あっ、やっ……ああ──っ!!」


　そのまま彼を突き入れられて、桂祐のからだは熱い衝しよう撃げきに引き裂さかれた。一いつ瞬しゆんにして前が弾はじけて、白はく濁だくが壁に飛び散る。


「い、た……いたい……っ」


　そこから裂けるような痛みと勢い良く吐き出した快感にプライドまで吹ふき飛ばされてしまい、桂祐は幼い子供が泣き出すような声を上げた。


　すると宥なだめるように深く抱だきしめられて、苦しげな吐と息いきとともにキスをされる。挿いれたのはいいが、桂祐の後ろがきつすぎて、眞二の方も痛いのだろう。


「とりあえず一度、出すから……手伝え」


「……ぁ…ンっ……」


　偉えらそうな言葉とは裏腹に、ねだるように甘く優やさしくくちづけられ、桂祐は涙目のままそれに応こたえた。そこから溶とけ合いたいかのように唇を使って愛あい撫ぶし合い、いやらしく舌を絡からめて扱き合っていると、まるで本当に愛し合っているような錯さつ覚かくを覚える。


「……なあ、桂祐……」


　荒あらい息の中、くちづけの合間に名前を呼ばれて桂祐が視線を合わせると、眞二が熱っぽい眼まな差ざしでこちらを見つめていた。発情しきった精せい悍かんな顔が、ぞくりとするほど艶つやめいて見える。


「俺の名前を呼びながら……キスしてくれ」


　止めることなくくちづけながら、眞二はどこか切なげな笑みを覗のぞかせてそう囁いた。


「……伊…勢崎……？」


　彼の求めていることがよくわからず、桂祐が吐息とともにそう呼ぶと、優しく奪うようなくちづけとともに苦笑される。


「……下の名前に決まってるだろ。まさか、知らないなんて言わないよな……？」


　もちろん、知っている。しかしこんな、キスの最中さなかに呟くのは躊躇ためらわれた。なんだか妙みように照てれ臭くさいのだ。


　それでも何度もねだられて、桂祐は渋しぶ々しぶ口を開く。


「…………し、んじ……」


「ン」


　とたんにぶるりと眞二は腰こしを震ふるわせた。埋うめ込まれた彼のものが、ますます大きくなったのがわかる。


「もっと……呼べよ」


　ただ下の名前を呼んだだけだというのに、彼の熱っぽい瞳ひとみが嬉うれしそうに微笑ほほえむ。


　それを見たとたん、桂祐はひどく動どう揺ようしてしまった。胸の中が甘くて苦しい。引き絞られるような感覚に、なぜか泣き出したくなる。


「……眞二」


　桂祐がそっと繰くり返すと、眞二の瞳は蕩とろけるような色を見せた。彼の腰がほんのわずかに揺れる。しかしなぜか、あまり痛みは感じなかった。


　それどころか、彼を抱きしめたいような気持ちになる。今は壁かべに手をつくような体勢だからできないけれど、もし向き合っていたとしたら、きっと手を伸のばしていたに違ちがいない。


「……ン……眞二…………眞二」


　そんな気持ちの代わりのように、桂祐はまるでねだるように名前を呼んで眞二のくちづけに応えた。とたんにキスが甘くなったような気がする。もっともっと……欲しくなる。


「…っ……桂祐……」


　その変化に気づいたのか、眞二は甘く苦しいような表情を見せた。またしてもわずかに腰が揺ゆれる。


「あ…っ、ん……眞二……眞二」


　それでも壊こわれたように桂祐が名前を呼んでしまうと、眞二はとうとう喉を鳴らした。ひゅっという音とともに一際大きく眞二の腰が揺れて、中で伸び上がるように膨ふくれるのがわかる。


「……っ」


「あぁっ……!!」


　びしゃびしゃという熱い飛沫しぶきに奥を濡ぬらされ、桂祐はその感かん触しよくから逃のがれるように腰を跳はねさせ、両りよう腿ももを引き攣つらせた。


「は、ぁ……」


　しかしそれでも中のものはたいして大きさを変えず、まだ熱を保っているのがわかる。


「え……」


　桂祐がその質量にぎょっとしたとき、無理矢理からだを反転させられる。


「ぁぅ……！」


　中が擦すれる感触に腰こし骨ぼねを震わせた瞬しゆん間かん、腿を抱かかえ上げられ、さらに奥を突つき上げられた。


「あっ！　ああっ……!!」


「……桂祐……っ」


「あ、ああっ……眞二、しんじ……！」


　がくがくと激しく揺さぶられるまま、桂祐はまたしても理性を飛ばしてしまった。








　そのままベッドに連れ込まれて、さらに散々からだを繫つなげてしまった。


　めちゃくちゃに乱れたシーツが視界に痛い。


　桂祐はぐったりとうつぶせになりながら、現実から逃にげるように目をつぶった。


　途と中ちゆうから自分も望んでしまったとはいえ、初めは無理矢理されてしまった後ろが、思い出したように痛み始める。


　もう、なかったことにはできないよな……。


　桂祐はますます落ち込みながら、シャワーを浴びて戻ってきた眞二の足音を聞いていた。


　……このまま眠ねむったふりをしていたら、黙だまって帰ってくれるだろうか。


　ついそんなことを考えてしまったとき、ふわりとした温かな感触がからだに当たった。


　驚おどろいて目を開けると、眞二がお湯で濡らしたタオルでからだを拭ふいてくれている。


　視線が合うと、彼は当たり前のことをするように肩かたを竦すくめて見せた。


「そんな状態で風ふ呂ろに入るの、面めん倒どうくさいだろ」


「あ……うん」


　桂祐が素す直なおに答えると、眞二はにやりと唇くちびるの端はしを上げる。


「次は手加減してやるから、一いつ緒しよに入ろうな」


「なっ……！」


　色々突っ込むべきところがある彼の発言に、桂祐は思わず絶句した。しかし次の瞬間、奇き妙みような違い和わ感かんに襲おそわれ、びくんとからだが跳ね上がる。


「や、なに……?!」


　眞二の指に再び犯され、中から滴したたるほどに注がれた白濁を搔かき出されているのだ。


「や、めろ……!!」


　信じられないその状じよう況きように桂祐は真っ赤になって抗あらがったが、眞二は今さらだろうと笑っていなす。


「全部搔き出しておかないと、後でお前が困るんだぞ」


「──っ…!!」


　さらに抗った動きを利用されて、尻しりが突き出るよう腰の下に枕まくらまで押し込まれてしまう。理性が戻った状態でありえないことをされてしまい、桂祐はますます羞しゆう恥ちに血を上らせた。眞二の手つきは大切なものを扱あつかうように丁てい寧ねいで、さきほどまでのいやらしさは微み塵じんもなかったけれど、それにしたって恥はずかしいことに変わりはない。


　そのまますべてを綺き麗れいにされてしまい、桂祐は茹ゆだったような頭をくらくらとさせた。恥ずかしさで死ねるとしたら、今だろう。


　しかし眞二は小さく笑って、覆おおいかぶさるように桂祐の顔を覗き込んできた。


「そう怒おこるなって」


「……怒らない方がどうかしてる」


　桂祐がふいと顔を逸そらそうとすると、眞二は可愛かわいくて堪たまらないというようにキスをしてくる。


「そういうところが、ほんと堪んねぇよな」


　眞二はそこで言葉を切ると、ふと、真しん摯しな眼差しをして桂祐の瞳を覗きこんだ。


「なあ、俺のものになれよ」


「……え？」


　心底驚いてしまった桂祐の表情を見て、眞二は少し照れたような表情を見せる。


「なんだよ、その反応。……好きだから、付き合おうって言ってんだよ！」


「……え？」


　あの伊勢崎眞二が……俺のことを、好き？


　なんだかうまく言葉が染み込んでこなくて、桂祐はぽかんとして眞二を見つめてしまった。


　すると眞二は焦じれたような表情をして、ベッドについた腕うでの中に桂祐を閉じ込めると、正面から顔を覗き込んでくる。そして魅み惑わく的な笑みをうっすらと浮うかべた。


「お前の仕事の腕は尊敬できるし、無愛想な性格も可愛いと思っちまう。それにからだの相性だって抜ばつ群ぐんにいいし……お前のことを、もっと知りたい」


　……ああ。


　その言葉を聞いたとたんに、どこかがすっと冷えたような気がした。


　自分と眞二の間が、なにか見えないものではっきりと区切られたような錯覚さえ感じる。


　なぜなら、たとえ自分が眞二と付き合ったところで、なにもできないと思ったからだ。


　眞二は知りたいと言ってくれたけれど、自分には、知ってもらって面おも白しろいだろうことは、何ひとつ、ない。


　朝から晩まで仕立てのことを考えているから、それ以外に流行はやっているものや場所は知らないし、いわゆる普ふ通つうの人が遊びに行くようなところは騒そう々ぞうしくて苦手だ。


　かといって、平へい凡ぼんな日常生活を楽しく話せるようなユーモアも話術も持ち合わせていない。本当に、ただ、平へい々へい凡ぼん々ぼんな生活を送っているだけなのだ。


　桂祐の脳のう裏りに、かつての記き憶おくが蘇よみがえる。


　いつの頃ころからなのかは忘れてしまったが、中学に上がった頃から、周囲としっくりなじめなくなったのだ。みんなが面白がることはわかるし自分も楽しむのだが、自分が面白いと思ったことを伝えると、どうもよくわからないような表情をされる。きょとんとされるだけならまだましな方で、訝いぶかしげで戸と惑まどったような雰ふん囲い気きになり、話が止まってしまうのだ。


　かといって苛いじめられるわけでもなく、そこそこに友達もいた。それに元々自分が話すより人の話を聞くのが好きなタイプだったから、時折寂さびしい思いはしても、たいして辛つらくはなかったのだ。


　それに中学から高校にかけては、自分なりに色々工夫もしてみた。


　しかしそれらがすべて徒労に終わり、専門学校時代につまらないという理由で彼女に振ふられたとき、なんとなく諦あきらめがついたのだ。


　自分は、つまらない人間だ。誰かと付き合って相手を楽しませるようなことはできない。だから一生恋こい人びとなんてできないかもしれない。


　でも、少なくとも人間として悪いわけではない。生しよう涯がいをかけたいと思う仕事もある。だからそちらを目標として、恋れん愛あい分の力を注いで生きていけばいいんだと。


　だから、仕事ならともかく、プライベートな側面で、彼を満足させられるような何かは、自分の中には、絶対にない。


　伊勢崎眞二のように遊び慣れた人間を恋人にするなら、なおさらだ。


　たまたま数回成り行きでやったセックスが良かったからといって……それはたぶん、もの珍めずらしいだけに違ちがいないのだ。たいした経験もない男との行こう為いが新しん鮮せんだっただけだろう。


　桂祐は眩まぶしいものを見るような気持ちで、自分を閉じ込めるようにして返事を待っている男を見上げた。


　……この男に、がっかりされたくない。


　叶かなうことなら、彼の側そばにずっといたい。


　彼が生み出すデザインのすぐ側にいて、自分がそれを形にしていきたい。


　突とつ然ぜん沸わき起こった強い気持ちに、桂祐は我ながら驚いた。


　けれどそれがますます気持ちをしっかりとさせ、桂祐はまっすぐに眞二を見つめ返す。


「……お前とは付き合えない」


　眞二は一いつ瞬しゆん息を呑のむような表情をしたが、すぐにいつもの強い眼差しを見せる。


「何でだよ」


「なぜって……」


　桂祐はそこで視線を宙に彷徨さまよわせた。いくら自分の中で確固とした気持ちでも、まさか自分がつまらない人間なので失望されるのが怖こわいからだとは、さすがに言えない。


　すると眞二は苛いら立だったように小さく舌打ちをする。


「もしかして、誰か他に好きな奴やつがいるのか？」


「……ああ」


「誰だよ」


「……っ」


　噓うそをつくつもりはなかったのだが、つい反射的に頷うなずいてしまい、桂祐はさらなる追及にますます困った。


　誰がいいだろう。


　そう思った瞬しゆん間かんに、眞二が何かをあふれさせるような激しい色を瞳ひとみに浮かべる。


「……アランか？」


「……ああ」


　やはり話の流れで頷いてしまいながら、詰きつ問もんするような眞二の声こわ音ねに気け圧おされ、桂祐は慌あわてて言葉を足した。


「あの、でも……もちろん、俺が勝手に好きなだけだ。別に、彼とは何にもない」


　すると眞二は、あからさまに面白くなさそうな表情をして横を向いた。


「そんなのわかってるに決まってるだろう。もしアランと何かあるなら……お前が俺にやらせるわけがない」


　そう言いながら、眞二はほんの一瞬苦しげに顔をしかめた。


　しかしこちらを振り向いたときは、いつもの彼の表情に戻もどっている。


「それじゃ、話はここまでだな」


　眞二は小さく肩かたを竦すくめると、桂祐に向かって唇くちびるの端はしを上げてみせる。


「わざわざ言う必要もねぇだろうけど、明日からはまた、最高の服を作ろうぜ」


「……ああ」


　桂祐が頷くと、眞二はひとつ息を吐はき出し、あっさりと部屋から出て行く。


　……これで、よかったんだ。


　そんな彼の後ろ姿を見つめながら、桂祐は自分にそう言い聞かせた。











　眞二の最後の言葉通り、仕事はまったく日常と変わらずに進んだ。


　もちろん仕事としてのトラブルは当然あって、すべてが順調とは言い切れなかったが、以前のように気持ちを揺ゆさぶられるようなことはない。


　仕し事ごと柄がら眞二とも顔を合わせるが、以前のようにからかうように迫せまられたり、誘さそわれたりということはいっさいなかった。


　映画衣装の制作のときでさえ、ただ淡たん々たんと打ち合わせて作るだけだ。もちろん出来上がるものの質が落ちるということは無かったけれど、以前即そつ興きようでドレスを創つくったような興奮はなかった。それが少し寂しいと感じるときもある。


　でも、これでよかったんだ。


　桂祐はその度たびに自分に言い聞かせ、必要なとき以外は、なるべく眞二を見ないようにしていた。しかし、ふと気づくと彼を見つめている自分がいる。


　ただでさえ眞二は人の目を惹ひくオーラのある男ではあるが、最近、気がつくと彼を目で追っているのだ。今まで以上に目が合ってしまって、やはり気まずい。


　しかし眞二の方はまったく気にしていない様子だった。たとえ桂祐の視線に気づいてこちらを見たとしても、空気か何かを見ているような感じなのだ。表情を動かすことなく綺き麗れいに無視して、すぐにさりげなく視線を外す。相手には不自由していない男だから、自分の気持ちが受け入れられないとわかった時点で、桂祐に対する興味を失ったのだろう。


　そう思うと、ほんの少しだけ、寂しくなってしまう。自分から断ったくせにこんなことを感じるなんて、図ずう々ずうしいとわかってはいるのだが。


　そんな日々を送る中、とうとうアランが仮かり縫ぬいにやって来ることになった。眞二の描えがいたデザインがようやく形になったから、彼に合わせて微び調ちよう整せいするのだ。恋人役の女優も一いつ緒しよに来るはずだったが、撮さつ影えいの都合ですでに別の日に済ませている。


『やあ、眞二、桂祐！　久しぶりだな』


　アランはいかにも上じよう機き嫌げんといったふうに満面の笑えみを浮うかべながら、眞二の部屋に入ってきた。今日も一人だ。監かん督とくや衣装ディレクターたちは女優の仮縫いのときにやってきているし、彼自身、一人で行動するのが好きらしい。


　アランは眞二や桂祐と握あく手しゆをすると、さっそく壁かべ際ぎわのラックに並んだ服を眺ながめた。すぐに満足そうな笑みを零こぼす。


『デイビットとスタンリーから聞いてはいたが……素す晴ばらしい。素晴らしいよ、眞二』


『それはどうも』


　眞二はいつものように、当然だというような態度でにやりと唇の端を上げた。桂祐は、その隣となりで密ひそかに胸を撫なで下ろす。


　アランはそんな二人を見て微笑ほほえむと、ぐるりと部屋を見み渡わたした。


『さっそくここで着き替がえてしまっていいのかな』


『ああ、もし気になるようなら何か仕切りを用意させるが……』


『いや、別に。女性がいるわけでもないしね』


　茶目っ気たっぷりにそう笑うと、アランはさっさとその場で脱ぬぎ始めた。スクリーンで映し出されても恥はずかしくないような、見事に引き締しまったからだが現れる。ほどよくついた筋肉が張りのある肌はだの下で動くさまは、同じ男からみてもセクシーだった。女性なら嬉うれしい悲鳴を上げるに違ちがいない。


　そして削そがれたようなラインを誇ほこる腰こしに、引き締まった尻しり、がっしりとした太ふと腿もも。脱いだ服を受け取って仮縫いのための服を渡わたす前に、すべて脱いでしまったのだ。ボクサーショーツ一枚となったアランの姿はまさに芸術品といっても過言ではないほど素晴らしく、桂祐はつい目を奪うばわれてしまう。


　アランもそれに気づいたようで、からかうような眼まな差ざしをする。


『ああ、失礼。脱ぎすぎたかな？　せっかくの機会だから、桂祐、君に僕のすべてを見せておきたくてね。もし君のお眼鏡めがねに適ったとしたら、ぜひ今夜のディナーを申し込みたいな』


　冗じよう談だんめかしてそう笑われ、桂祐は思わず顔を赤らめた。以前彼に迫られ泣いてしまったこともあって、わざと明るく軽口を叩たたいてくれているのだろう。


『す…みません、つい』


　桂祐はアランの心こころ遣づかいに感謝しながら、急いで仮縫い用の服を渡した。するとアランはおかしそうに笑って着替え始める。そして今度はちらりと眞二を見やる。


『君のパタンナーは本当に可愛かわいらしいな。日本に来るたび、彼と会えるのが楽しみなんだ。今夜も彼を借りてもいいかな？』


　アランの言葉に、眞二が少し苛立ったような表情で肩を竦めたのが見えた。


『別に、俺に許可を取る必要はないですよ。確かに彼と組んではいるが、作業の進行状じよう況きようにまで首を突つっ込む気はないんでね。期日までに間に合えば、それでいい。時間をどう使おうが、彼の勝手だ』


　もう、眞二は完全に自分を仕事仲間としか見ていないのだ。


　それがわかるような彼の態度に、桂祐は密かにため息をついた。


　はっきりと言われたことで安心した一方、寂さびしいような、複雑な気分になる。そしてそんな気分をまだ引き摺ずっている自分が、恥ずかしくなる。未練がましい自分が嫌いやだったし、プロフェッショナルとして失格のような気がしたのだ。きちんと仕事仲間として見てくれている眞二に、申し訳がない。


　……きちんと切り替かえて、仕事をしなくちゃな。


　桂祐はもう一度自分にそう言い聞かせると、いつも以上にてきぱきと仕事に取り掛かかった。


　眞二やアランの言葉に応こたえて、ジャケットやパンツの裾すそや襟えりぐり、バランスなどを直していく。もともとアランのサイズを貰もらって作ってはいるが、やはり細かい調整はかかせないのだ。それにアランの演技プランのためもあって、かなりの点数にデザインやポケット位置などの変へん更こうが出たから、少なくともあと一、二回は最終調整が必要になるだろう。


　眞二がそれを伝えたとき、桂祐はちょうどアランが着たジャケットのラペル部分を直していた。ごく微び細さいなバランスだったので、アランの胸むな元もとに顔を近づけるようにして集中する。


『デイビットたちと話をしてみないとなんとも言えないが……僕がまた日本に来るのは難しいだろうな。元々の予定は今回だけのはずだったし、スケジュールの問題がある。僕の滞たい在ざい中に終わらないのか？』


『これだけの点数になってしまうと難しいな。俺はともかく、桂祐の作業が追いつかないはずだ。コレクションの準備もあるし』


　どこか苦いような眞二の言葉が耳に飛び込んできて、桂祐も手を止めて顔を上げた。


　そのとたん、意外とアランの顔が近いことに気づいて、慌あわててからだを離はなす。胸元で集中して作業をしていたせいで、まるで抱だきしめられているような距きよ離りになっていたのだ。


『す…みません。確かに物理的な意味で作業は厳しいです。でも、どうしても無理ということであれば、なんとかできるよう考えてみますが……比ひ較かく的てき簡単な修正は他のパタンナーの手を借りてなるべく早く終わらせるとか』


　最後の部分は眞二に向けると、その提案が気に入らないのか、彼はどこか苛いら立だったような表情をしていた。桂祐と視線が合うと、堪こらえきれないというように横を向く。


『……そんなに、他のパタンナーの手を入れたくないのか？　そこまで技術が劣おとるスタッフはいないと思うが……』


　あまりに頑かたくな過ぎる眞二の態度に、客前とはいえ、桂祐は首を傾かしげてしまう。


　すると小さく吹ふき出したアランが、桂祐の顔を覗のぞき込んできた。


『それじゃ、桂祐が僕と一緒に来るというのはどうだ？　幸い今はインペリアル・スイートに泊とまっているから、部屋数は十分にある。そこで作業しながら僕の時間が空いたときに仮縫いをするというのはどうかな。他の件もあってあと数日は日本にいるし、その間中君といられれば、僕も嬉しい。ああ、もちろんＬ．Ａ．の方に来てくれても構わないが』


『そ、れは……』


　予想もしていなかった提案に、桂祐は言葉を失ってしまう。


　Ｌ．Ａ．はともかく、アランの泊まっているホテルに行って作業するのは、手段としてはなしではない。ただ、そうしてまで他のパタンナーの手を借りたくはないという眞二の考え方に納なつ得とくができず、桂祐は確かめるように彼の方をみやった。


　その瞬しゆん間かん、眞二はなぜか弾はじかれたように目を逸そらした。そして二人に背を向けたまま、何かを考えるようにぐしゃぐしゃと前まえ髪がみをかきあげる。


「──……っ」


　そして何かを振ふり切るように、深々と一つため息をつくと、ゆっくりとこちらを振り返る。


　それからちらりと桂祐を見やると、眞二はまっすぐにアランを見つめた。


『段取りについては、後でこちらから連れん絡らくということにさせてもらえませんか。内部的にいくつか確かく認にんしたいことがあるので』


　アランはそれでいいと頷うなずくと、残りの仮縫いを済ませて帰っていった。


　桂祐がその後片付けをしていると、改まった声こわ音ねで眞二が声をかけてきた。


「……何だ？」


　いつになく思いつめたような瞳ひとみの色に気け圧おされながらも桂祐が答えると、眞二は一いつ瞬しゆんだけ躊躇ためらった後、ほんのわずかに唇くちびるの端はしを上げてみせた。


「お前さ、もうここまででいいよ」


「…………は?!」


　意味がわからずぽかんとすると、眞二は苛立ったような表情をひらめかせた。言葉を選んではいるのだが選びきれないというようなもどかしげな表情をして、射い貫ぬくように見つめてくる。


「後は、俺が自分でできるってことだ」


「……なんだと？」


　あまりに信じられない彼の言葉に、桂祐は思わず語気を荒あららげてしまう。


「こんな中ちゆう途と半はん端ぱなタイミングで降りろって言うのか?!　あんなに色々とデザインの変更があって、下手へたしたらあと二回は仮かり縫ぬいしなければいけないっていうのに……物理的に考えたって、お前一人でできるわけがないだろう。何を言ってるんだ」


　理解できないという驚おどろきが、徐じよ々じよに怒いかりに変わっていく。


「そんなに他のパタンナーの手を借りるという案が気に障さわったのか？　『voluptas』や『novus』の方でだって、よくやってることじゃないか。だいたい、そっちじゃ俺以外のパタンナーと組んでるわけだし……」


　桂祐が詰きつ問もんしかけると、眞二は平然としたまま肩かたを竦すくめてみせた。


「そういうわけじゃない。念のために言えば、お前の仕事が不満なわけでもない。むしろ……本当に、嬉しかったよ。ありがとう」


「だったら、何で……」


　さらに桂祐が言い募つのろうとすると、眞二はほんのわずかな逡しゆん巡じゆんの後に、決然とした表情を見せた。


「ここから先は、俺一人でやりたいんだ。自分の力だけでどこまでいけるか、やってみたい」


　…………アホか!!


　あまりにも調子の良い眞二の言葉に、桂祐は一気に頭に血を上らせた。


　初めは無理矢理引き受けさせておいて、ここまで協力させておいて、何が自分だけの力だ。


　それじゃ、俺は都合良く使われただけじゃないか。


　あんな即そつ興きようでドレスを創つくって喜んだり、ずっとこいつの側そばにいてデザインを形にしたいと望んだり……本当に、馬ば鹿かみたいだ。


　桂祐はめまいがしそうなほど頭を茹ゆだらせながら、視線で射殺したいとでもいうように、眞二を睨にらみつける。


「……そこまでして、長年の夢とやらを実現したいのか。こんなやり方をしないと、実現できないものなのか？　お前のその夢とやらは、そんなに大層なものなのかよ!!」


　吐はき捨てるような桂祐の言葉に、眞二ははっとした表情を見せる。


「なんで知って……ああ、准一の奴やつか」


　苦々しげではあるものの、あくまで冷静な眞二の態度にますます苛立ちが募る。


　桂祐はもっと文句をいってやろうと思ったけれど、あまりに血が上りすぎて、うまく頭が回らないようだった。ひどく興奮しすぎたせいか、口を開くと泣き出してしまいそうになる。


「…………もう、いい。好きにしろ」


　なんとかそれだけを言い残すと、桂祐は眞二の顔を一いつ切さい見ずに、自分の道具をかき集めた。そして無言のまま、足音も荒く部屋を出て行った。











　幸いなことにそれ以来、眞二とは一切直接的な関かかわりを持つことはなかった。


　次のコレクションの準備が始まっていたが、桂祐は堂園のデザインにかかりきりになれたし、それに関連する打ち合わせでは他の主要メンバーたちも勢ぞろいするから、その場だけ、大人おとなの態度でそつなくこなしていればよかったのだ。


　眞二の方もそう思っているらしく、話しかけられることはもちろん、視線が合うこともなかった。そうはいっても、桂祐は頑なに彼の方を見ないようにしていたから、たとえ見つめられていたところでわからなかっただろう。


　そこまで頑なになるのも理由があった。


　なにしろ、眞二はまったくダメージを受けていないように見えたからだ。


　いつものようにしれっとした表情をして自信たっぷりで生意気な発言をしては、実力で周囲にそれを認めさせる。例の映画衣装の件にしても、パタンナーの誰かが手伝っている様子もないから、完全に一人でこなしているらしい。


　しかしその一方で、桂祐はといえば、失敗続きなのである。


　裁断の際になぜか迷いが出てしまって、貴重な服地をいくつか台無しにしてしまった。長年やっている職人でも服地に鋏はさみを入れるときは緊きん張ちようするというが、それでも布が逃にげないよう、一気に裁断してしまわなくてはいけないのだ。


　それに、いつになく針で指を刺さしてしまう。桂祐はもともと時間が無いときほど、縫ぬい目を気にしなくていいように細かく縫っていくタイプなのだが、そうしたときでも、今までは指を刺してしまうことなどほとんどなかった。けれど最近は、自分でも呆あきれるほどに刺してしまうのだ。


　その他のことでも、いつもなら想定することもなかった凡ぼんミスだらけなのである。


　……たるんでいるんだ。ちょっと作業量が減ったからって、気を散らしている場合じゃないだろうが。甘ったれるな。情けない。


　その原因が眞二だとは考えたくなくて、桂祐は無理矢理そうこじつけようとする。


　しかしその瞬間にまた指を刺してしまい、ますます苛いら々いらとした。


　……くそっ……!!


　これは一度頭を冷やさなくてはだめだと、桂祐は作業台から立ち上がった。散歩がてら近くのデリまでコーヒーでも買いに行こうと、パタンナー室を出る。


　するとこちらに歩いてくる准一と行き合った。相変わらず颯さつ爽そうと『voluptas』のスーツを着こなしている。


「よ、桂祐。ちょうど今誘さそいに行こうと思ってたんだ。もう保管室には行ったか？」


「あ……あ、まあ……」


　我ながら胡う乱ろんな調子で噓うそをつくと、准一がおかしそうに笑いを嚙かみ殺したのが見えた。


「その様子だと、やっぱり行ってないな？」


「……別にいいだろう。見に行く義務があるわけでもない」


　仕方なく、桂祐はあっさりと噓を認めて肩を竦めてみせた。


　保管室とは、例の映画衣装が置かれている場所だ。まだ数点作業が残っているらしいが、眞二の部屋だけでは保管しきれなくなったらしく、アランに納品するまでそちらに移すことになったのだという。スタッフたちからそう聞かされてはいたが、複雑すぎる気分に負けて、見に行かなかったのだ。


　六階の奥にあるその部屋は、機密保持のためにセキュリティが厳重で、入るには煩はん雑ざつな手続きが必要だ。そのため普ふ段だん皆みなが足を運ぶことはあまりないのだが、今回は眞二の手がけた服が見たいと、多くのスタッフが押しかけたらしい。


　最近ようやくそのほとぼりが冷め始めたようだったから、桂祐は意外に思った。情報の早い准一なら、とっくにチェックしている気がしたからだ。プレス担当としても状じよう況きよう把は握あくは必要だろう。


　そう伝えると、准一は小さく笑ってお返しというように肩を竦めてみせる。


「実は一回見てはいる。でも、人が多くてゆっくり鑑かん賞しようできなかったんだ。最近ようやくほとぼりが冷めたみたいだからな。いい機会じゃないか、観みに行こうぜ」


「い、や、僕は」


「何言ってるんだよ。どうせ気分転てん換かんにコーヒーでも買いに行こうとしてたんだろ？　せっかく俺が面めん倒どうな手続きも済ませてきてるんだから、ほら、早く」


　状況を見み透すかされた上に、半ば強ごう引いんに巻き込むように促うながされ、桂祐は渋しぶ々しぶ准一の後をついていくことになってしまった。


　まったく気が乗らないまま向かった保管室であったが、足を踏ふみ入れた瞬しゆん間かん、桂祐は立ち竦んでしまった。何かにその場に縫い付けられてしまったように、動けない。


　目の前には眞二の服を着たボディがずらりと並んでいた。通常のコレクションでは出来上がったものからラックに吊つるしておくのだが、それらと交ざらないようにこうしているのだろう。


　そしてそのボディもスタッフたちが見やすいように場所を変えたらしく、まるで展示会のような雰ふん囲い気きになっていた。


　例のアシンメトリーなドレスはもちろん、かつて眞二が着こなし勝利を摑つかんだ男物の服など、忘れようのない服たちが、桂祐を迎むかえるように佇たたずんでいる。


　……ああ……。


　一通りぐるりと彼らに視線を向け終えた瞬間、桂祐は駄だ々だを捏こねる子供のように、泣き出しそうになった。


　最後まで、やりたかった。


　いくら降ろされてしまったとはいえ、きちんと全すべてをやり遂とげたかった。


　それは、仕事だからというだけではない。


　眞二の仕上げ方に不満があるわけでもない。桂祐とは異なるやり方だけれども、眞二自身が手を施ほどこしたことで、そのデザインが別の次元で完成しているのがわかるからだ。


　そういったことではなく、桂祐は、ただ、彼らが好きだったのだ。


　だからこそ、最後まで自分も参加したかった。


　色々な出来事があっていつになく心が乱され、苦しくもあったけれど、今振ふり返れば、美しい夢のように感じる日々だったのだ。


　即興でドレスを創つくったときの楽しさ。時間を忘れるほどの興奮。卓たく越えつしたデザインを形に出来たときの喜び。熱に浮うかされたような充じゆう実じつ感かん。


　かつて無理矢理忘れようとしていた記き憶おくが次々と鮮あざやかに蘇よみがえり、桂祐はそれらに胸を詰つまらせた。幸福の余よ韻いんのような儚はかない切なさが、甘く苦しいような気分にさせる。


　……俺は、眞二が生み出したデザインを愛していたんだ。


　改めてその想おもいがからだの中に染み込んでいくようで、桂祐は微かすかに胸を震ふるわせた。


　無む性しように眞二の顔が見たかった。たとえ顔を合わせたとしても、言えるようなことは何もない。でも、それでも彼に会いたかったのだ。


　しかしもちろん、会えるわけがない。


　すでに彼との繫つながりは断たち切られてしまった。自分からも、きっぱりと拒きよ絶ぜつした。


　今さら、もう、遅おそい。


　桂祐は深々と息を吐はき出し、辛つらさを少しでも紛まぎらわそうとした。


　すると呆ぼう然ぜんと見み渡わたしていた桂祐とは離はなれて、一つ一つ丹たん念ねんに見ていた准一が戻もどってくる。


「どうした。もっと近くで見ないのか？」


「ああ、まあ……途と中ちゆうまで自分が作ったものだし」


　桂祐がなんとなく誤ご魔ま化かすと、准一は何かを見透かすように、ほんのわずかに目を細めた。


　しかしもちろん、何も言わない。


　桂祐はそんな准一の気き遣づかいに感謝しながら、彼と一いつ緒しよに部屋を出た。自分もコーヒーが欲しくなったという准一とともに、エレベーターホールに向かう。


　そして一階にいるらしいエレベーターを呼んだとき、どこからか怒ど号ごうが響ひびいたことに気づいた。内容まではよく聞き取れなかったが、堂園の部屋かららしい。


　桂祐が驚おどろいて准一の方を見やると、彼は事情を察したように肩かたを竦すくめた。


「最近、調子が悪そうだからな」


「高嗣さんが？」


　堂園とは仕事の都合上よく一いつ緒しよにいるけれど、そんなふうには全く思わなかった。


　桂祐がそう目を丸くすると、准一はちらりと苦く笑しようをひらめかせる。


「何言ってるんだ。眞二だよ」


「……え？」


　だってあんなに……いつも通りだったじゃないか。


　冗じよう談だんだろうというように目を瞬しばたたかせると、准一は苦笑したまま先を続ける。


「お前が眞二を避さけていたのは知ってたつもりだったが……そこまでだとは思わなかったな。この間の打ち合わせでも、散々だったじゃないか。『novus』のデザイン画の提出が遅おくれている上に、すでに出しているものも全く使えないって言われていた」


「ああ……でも」


　確かにその記憶はある。でも、デザインが遅れるのはよくあることだし、何より眞二がその後いつものようにふてぶてしい言動をしていたから、いつものことだと思っていたのだ。


「それに、なんで……？」


　桂祐がふと漏もらしてしまうと、准一はいかにもふざけたようにわざとらしくそらとぼけた表情をしてみせた。


「さあ？　あの殺しても死なないような奴やつがへこむんだ、相当なダメージを受けたんだろうな。そうじゃないと、あのタイミングでお前を外す意味が全く理解できないし」


　え？　それって……。


「……何かショックなことがあって、俺を降ろしたってことか？」


　桂祐が驚いて視線を揺ゆらすと、准一は、今度は心底意外そうな表情をしてみせた。


「それこそお前と喧けん嘩かでもしたんじゃないのか？　てっきりそうだろうと思ってたんだが」


「俺が……原因？」


　一体、何で。


　ますます桂祐が目を丸くすると、准一は何かを考えるような眼まな差ざしをみせた。


　そしてふと、いいことを思いついたというように唇くちびるの端はしを上げる。


　そして桂祐の肩を抱だくようにすると、声を潜ひそめるようにして、堂園の部屋へと促した。


　もちろん桂祐は嫌いやがったけれど、やはり気になってしまって抗あらがいきれず、結局こっそり部屋の前まで行くことになった。そこまで行くと、堂園の怒ど声せいが漏れ聞こえてくる。


「……お前が自分の名前でアランの仕事を引き受けたことに関して、文句はない。むしろ応おう援えんしているつもりだ。しかしだからといって『novus』の方をおろそかにしていいわけがないだろうが！」


「そんなつもりはありません」


　眞二も自分が悪いと認めつつも声を張っているようで、堂園の声よりは小さいが、かろうじて聞こえてしまう。


「では、なぜあんなにくだらないデザイン画を描かいてくるんだ。お前のデザイン画は仕上がりとずれがある場合が多いとわかってはいるが、それを差し引いたとしてもひどい。失敗するとわかりきっているものにゴーサインを出すほど、俺も呑のん気きにはなれないからな」


　堂園はそこで言葉を切ると、一呼吸置いて先を続けた。彼が本気で怒おこっているときに見せる、相手を射殺しそうな眼差しが容易たやすく想像できるほど激しい口調だった。


「お前、本当にやる気があるのか？　今さら言うのも情けないが、今回のコレクションは『novus』にとって大切なものだ。ど素人しろうとがお遊びでやってるわけじゃあるまいし、眠ねむたい仕事をするな」


　まるで何もわかっていない新人に向けるような激しい叱しつ責せきに、桂祐は思わず准一と顔を見合わせた。しかもそれは、かつて眞二がプレス担当者として配属されたばかりの和哉に揶や揄ゆした内容でもある。


　あのプライドの高い眞二が、そんな言葉をかけられ、平常心を保てるだろうか。


　いざとなったら飛び込んででも取り押さえなければならないかもしれないと、桂祐はからだを硬かたくした。


　そのとたんにドアが開いて、眞二が姿を見せる。


　桂祐たちも慌あわてたが、向こうもまさか聞かれていたとは思わなかったらしく、驚いたように足を止めた。


　しかし歪ゆがんだ表情を取り繕つくろおうとした瞬間、桂祐に気づくと、存在すら認めたくないというように、顔を背そむける。


　そして無言のまま二人の脇わきをすり抜ぬけると、足早に去っていった。


　そんな眞二の態度に、桂祐は自分でも驚くほどに深く傷ついてしまう。


　自分には、そんな義務も権利もない。


　今まではそう思うだけでなんとか気持ちを収めることができた。けれど今は、全然効きかない。


　……このままじゃ、嫌だ。


　たとえ再び軋あつ轢れきを抱かかえなくてはいけなくなっても、何よりも苦手なそれに直面することになったとしても、納なつ得とくがいくまで彼と向かい合いたい。


　そして眞二にも、向かい合ってほしい。


　自分を、見てほしい。


　これ以上逃にげるのは、もう、嫌だ。


　桂祐は衝つきあがるような想おもいにかられ、眞二の後を追いかけようとした。


　しかしその瞬しゆん間かんに、准一と一緒だったことを思い出して、足が鈍にぶる。


　何と断ればいいかと焦あせって振り返ると、当の准一は笑いを嚙かみ殺すような表情をして、ひらひらと手を振ってみせた。


「早く行けよ」


「……ああ」


　その温かい軽さに背中を押してもらったような気持ちになって、桂祐は入社して初めて、会社の廊ろう下かを駆かけ出した。


　非常階段を使って降りたらしい眞二を追って、飛ぶように階段を降りる。


　パタンナー室の前を走り抜け、エレベーターホールで出くわしたスタッフたちの仰ぎよう天てんしたような表情も気にせず、眞二の部屋の前までたどり着いた。


　一応そこで息を整え、躊躇ためらいながらもノックをしたけれど、中からの応こたえはない。


　桂祐はますます躊躇ったが、気を取り直して、黙だまったままドアを開けた。


　するとやはり眞二はいる。こちらに横顔を向けたまま、作業台に片かた肘ひじをつくようにして深く椅い子すに沈しずみこんでいた。


　桂祐が部屋に足を踏ふみ入れると、一応こちらに視線を向けたが、すぐにいかにも不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆ根ねを寄せた。


「……何だよ。追い討うちをかけに来たのか？　いいぜ、笑えよ。一人でやると言い張った結果がこれだ。ざまぁねえよな」


　眞二は吐き捨てるようにそう言うと、自棄やけになったように自じ嘲ちよう的な笑えみを浮うかべた。


「まあ、今あの時に戻ったとしても、俺はまったく同じ決断をすると思うけどな。デザインが描けなくなるのは……どっちにしたって、同じことだ」


　……それは、どういう意味なんだよ。


　そもそもなぜ、お前は俺を降ろしたんだ？


　何がショックだったんだ。


　俺が、お前に……そこまでの影えい響きようを与あたえることが、できたのか？


　次々と浮かぶ疑問を呑のみ込みながら、桂祐はただ目の前の眞二を見つめていた。


　初めて見るような弱々しい眞二の姿に、もはや怒りは感じない。いつも傲ごう慢まんなほどの自信と才能にあふれ、ふてぶてしいほど輝かがやいていた男の打ち萎しおれた様に哀あわれみを覚えたわけでもない。


　ただ、胸が痛かったのだ。


　たとえ、疎うとまれていてもいい。


　今だけでも、この男の力になりたい。


　自分になら、それができるはずだ。


　だから。


　桂祐は、自分を信じるのと同時に、神に祈いのるような気持ちでそっと口を開いた。


「俺を、使えよ」


「……は？」


　意味がわからないと苛いら立だたしげに眉を跳はね上げた眞二の表情に挫くじかれたものの、桂祐は諦あきらめることなく、もう一度繰くり返す。


「俺なら、たとえデザイン画がなくても、お前の頭の中にあるものを形にすることができる。だから……俺を使え」


　必死の思いで桂祐がそう伝えると、眞二は信じられないというように眉を顰ひそめた。


「本気か？」


「ああ。手伝う」


　きっぱりと桂祐が頷うなずいてみせると、眞二は実に複雑そうな表情を見せた。眉み間けんの皺しわがさらに深まる。


「俺は、お前を降ろしたんだぞ？　しかもあんなに……失礼なやり方で。なのに、なぜだ」


　それは、好きだからに決まってるだろう。


　ついぽろりとそう零こぼしてしまいそうになり、桂祐は、自分自身の言葉に仰天した。


　……好き？　俺が？


　俺が、伊勢崎のことを、好き……？？


　いや、まさか。


　でも……でも、だから、アランのときのように泣いたりしなかったのか？


　いや、でも。まさか。


　考えれば考えるほど混乱してしまいそうになりながら、桂祐はなんとか無理矢理先を続ける。


「そ、れは……確かに、あの時は信じられないと思ったし、ずっと腹を立ててたけど、でも」


　桂祐の脳のう裏りに、パタンナー室のスタッフと笑い合ったときの温かさがよぎる。あれですべてが良くなったわけではもちろんないが、何かが、変わった。


　その温かさをなぞりながら、桂祐は必死になって口を開いた。


「お前のおかげで……パタンナー室のみんなと、少し距きよ離りが縮まったんだ」


　驚おどろいたようにこちらを見る眞二の表情に反応する余よ裕ゆうもなく、桂祐は夢中で自分の思ったことを言葉に換かえる。


「俺は口くち下手べただし、世間話も苦手だから、今まであまりみんなと話をすることもなかった。それはよくないことだと自分でも思ってはいたけど……どうしていいのかわからなかった」


　そこで一つ息をつくと、桂祐はまっすぐに眞二を見つめる。


「でも、お前に、もっと話した方がいいって言われて……もったいないとか、もっと笑えって言ってもらって……それで、この間、そうしてみたんだ。そうしたら、みんなとの関係がちょっと変わった。うまく…いくようになったと思う」


　その先を続けようとして、桂祐は思わず躊躇ってしまった。自分の気持ちが伝わるようにきちんと言葉にできているのか、いまいち自信がなかったのだ。もっと良い言い方があるような気がして、もどかしくてたまらない。


　でも、だからといっていつものようにやめるわけにはいかない。


　たとえ言葉が足りなくても、今、言わなくてはいけないのだ。


　言わずにはいられない。


　自分の気持ちを、眞二に伝えたい。わかって欲しい。


　桂祐はそう思い切ると、勇気を振ふり絞しぼるようにして顔を上げた。


「……あの時、お前はどういう気持ちで言ったのかわからないけど……俺は、お前の言葉に励はげまされた。だから、みんなに声をかけられたんだ。すごく、嬉うれしかった……ありがとう」


　そこまで言うと、桂祐は顔が真っ赤に染まるのを感じた。


　まるで愛を告白したかのような錯さつ覚かくを感じて恥はずかしかったし、眞二が心底驚いたように目を瞠みはっているのもいたたまれないような気がしたからだ。


　けれど次の瞬間、眞二が、見たこともないほど柔やわらかな眼まな差ざしをして微笑ほほえむのが見える。


「そうか……それは良かったな」


　言葉こそ短いけれど、本心から喜んでくれているのが伝わってきて、桂祐は全身から余計な力が抜ぬけたような気がした。じわじわと喜びも感じる。


　それらに励まされたような気持ちになって、桂祐は先を続けた。


「だから今度は、俺がお前を助ける。……当たり前のことだろう」


　しかし眞二は、その言葉に再び表情を曇くもらせた。


「いや、お前には、例のドレスでも助けられてるから、そっちでチャラだ。これ以上は、虫が良すぎる」


　なんでそんなに頑かたくななんだ。


　いつになく真しん摯しだが頑な過ぎる眞二の態度に、桂祐は思わず唇くちびるを嚙む。


　お前のためだけじゃない。俺のためにも、手伝いたいんだ。


　……どうすればいい？


　胸の内を焼くような熱い想おもいにかられて、桂祐は思い切って口を開く。


「……お前の夢って、その程度なのかよ？」


「え？」


　驚く眞二の前で、桂祐はたたみかけるように続ける。


「どうしても叶かなえたい望みで、そのためにずっとやってきたんだろう？　だからひどいことだってしたんだろうが。それをこんなところで台無しにするつもりかよ？　納なつ得とくできない」


　桂祐はそこで言葉を切ると、ふと思いついて自嘲的に小さく笑う。


「……お前にとって、俺は、他にはいないほど優ゆう秀しゆうなパタンナーなんだろう？　ああ言ってもらって、すごく嬉しかった。もうパートナーではないんだろうが……もう少しだけ、そう思ってほしい。パートナーなら、助け合うのは当然だろう」


「……桂祐……」


　眞二はあふれだしそうな何かを抑おさえつけるように低く唸うなった。なんとか堪こらえるかのように、ぐしゃりと長めの髪かみを両手でかきあげる。


「…………くそっ」


　そうして小さくため息をつくと、ゆっくりと顔を上げた。まるで叶うことがないとわかっていてプロポーズをする男のように、どこか自棄やけで切なげで、それでも微かすかな希望を追いかけるように頰ほおをゆがめる。


「では、また……俺のパートナーになってくれ」


「ああ」


　目の前の男を、抱だきしめたい。


　そんな想いに衝つかれて、桂祐は心が震ふるえるような気がした。


　そして、お前のことが好きなんだ、だから力になりたいんだと囁ささやいて、そんな表情をする必要はないんだと証明したい。


　けれど桂祐は、実際はただ、頷いて見せる。


　そして、そのとたんに泣き出しそうな気持ちになった。


　ようやく自分の気持ちに気づいたというのに、もう、それを伝えることはできないのだ。


　もう相手の心は完全に離はなれてしまって、こうやって懇こん願がんしないと、パートナーとしてであっても受け入れてもらえない。


　でも……仕方がない。


　これが自分の選んだ結果なのだ。


　桂祐はひとつ息を吐はき出すと、なんとか気持ちを切り替かえようとした。


　とにかく、パートナーとしては受け入れてもらえた。


　そして期間は短いけれど、また、一いつ緒しよにいられる。


　仕事だけだとしても、繫つながっていられるのだ。


　桂祐はそう自分を宥なだめながら、さっそく具体的な段取りの相談を始めた。











「……なるほどな」


　桂祐の目の前を、堂園がゆっくりと歩いていく。


　その視線の先には、真っ白なトワルを纏まとったいくつかのボディ。


『novus』のデザインとして、二人が創つくり上げたものだ。


　かつて即そつ興きようで創ったドレスのように、デザイン画を描かくことなしに、桂祐が眞二の頭の中を実現させた。いきなりトワルを作ってしまうという、いつもとは違ちがうやり方だったけれど、いいものさえ出来れば堂園はそれで満足すると確信があった。


　だからこの数日は、それこそ寝しん食しよくを忘れるように眞二の部屋に籠こもり、ラインとしての方向性が見えるだけの点数を創り上げたのだ。


　そこで初めて堂園を呼び、チェックしてもらっているというわけである。


　……出来たものに後こう悔かいはない。どれも、今、俺たちが創れる中で最高のものだ。


　桂祐はそう自分に言い聞かせながら、祈いのるような気持ちで堂園の一挙一動を見つめていた。


　これが、堂園の目に適うかどうか。


　隣となりでは、さすがの眞二も緊きん張ちようしているのがわかる。


　堂園は、眞二の部屋の中に並べられたボディの前を一いち巡じゆんすると、ゆっくりと振り返った。


　その表情は相変わらず厳しかったから、桂祐は思わず息を呑のんでしまう。


「……どう、ですか」


　…………頼たのむ……!!


　掠かすれたような眞二の声に、桂祐は内心で悲鳴のような祈りを捧ささげる。


　すると堂園が、ゆっくりと唇の端はしを上げるのが見えた。


「……合格だ。頑がん張ばったな」


　!!　やった……!!


　桂祐が隣の眞二に振り向こうとしたとたん、凄すごい力で抱きしめられる。


「桂祐……!!」


　堂園に認められた興奮に加えて、久しぶりの彼の香かおりと熱っぽいからだ、喜びに掠れたような低い声を感じて、桂祐は思わず頭をくらくらとさせた。ただ喜んでるだけだとわかってはいても、情熱的に名前を呼ばれて抱きしめられると、平常心ではいられない。


　すると堂園が呆あきれたように苦く笑しようしたのが見えた。


「一時期は色々とあったようだが……眞二、お前、桂祐のことを大事にしろよ。ここまでお前のデザインを表現できるパタンナーはそういないだろう。例の映画衣装のときも感じたことだが、お前一人で作るよりも、あきらかに相乗効果で素す晴ばらしいものになっている」


　堂園は満足げにそう笑うと、今度は桂祐の方を見やった。桂祐は慌あわてて眞二の腕うでの中から逃のがれようとするが、強い力で引きとめられてしまう。


　仕方なくそのまま堂園の視線に応こたえると、彼は何かを試ためすような眼まな差ざしを見せた。


「他の仕事を抱かかえてはいるが、このまま眞二のデザインも続けられるか？」


「……はい。やりたいです」


　桂祐がはっきりと頷うなずいてみせると、堂園は満足そうな笑みを浮うかべる。


「それは良かった。お前も、ようやく足りなかった部分を埋うめるとっかかりを得たようだな。やはり眞二と組ませて正解だった。このままいけば飛ひ躍やく的に伸のびることが出来るだろうから、しっかりやれ」


「…………え？　それって……」


　かつて師し匠しようからも言われた、自分でもよくわからない欠点だったところか?!


　桂祐がぎょっとして、眞二の腕の中にいることも忘れ、思わずボディをまじまじと見つめてしまうと、堂園は小さく吹ふき出した。


「なんだ、自分では気がついていないのか？」


「は…い。あの、それってどういう……」


　すると堂園は軽く笑って片方の眉まゆを上げてみせる。


「口で説明しては意味がない。そのうちわかるだろう」


　そこで堂園は、いまだ抱き合ったままの二人を見やると、笑いを嚙かみ殺すような表情をした。


「喜びあうのもほどほどにしておけよ。デザインの方向性が見えたとはいえ、予定より大おお幅はばに遅おくれているんだ。時間がないぞ」


「はい」


「ああ」


「では、楽しみにしているからな」


　堂園は同じ男ながらも見み惚とれてしまうような極上の笑みを零こぼすと、眞二の部屋を出て行った。


「あの……よかった、な」


　それでも眞二は腕の中から解放してくれる気配を見せないため、桂祐は戸と惑まどいながらそっと顔を見上げた。そのとたんに、心臓が跳はね上がる。


　眞二が、抑おさえ切れない熱情を灯ともしたような激しい眼差しでこちらを見つめていたからだ。


「い…せさき…？」


　思わず呟つぶやくように名前を呼んでしまうと、眞二の瞳ひとみが、まるで痛みを覚えたように切なげに歪ゆがむのが見えた。


「やっぱり、駄だ目めだ……諦あきらめられない」


　眞二はその痛みを吐き出すような口調でそう言うと、ますます強く桂祐を抱きしめた。


　そして制せい御ぎよが利きかないというような熱を帯びた眼差しで、桂祐を見つめてくる。


「お前が、好きだ。たとえ他の奴やつのことが好きでもいいから……側そばにいてくれ」


　眞二はそこで言葉を切ると、まるで懇願するような表情を瞳に滲にじませた。


「それで、お前を愛させてほしい。……頼む」


　そう囁かれたとたん、桂祐は全身が沸ふつ騰とうしたような気がした。


　信じられない。


　眞二が、自分のことを、好き？


　その上、愛させてくれ、と言った。


　あの傲ごう慢まんに思えるほど不ふ遜そんで、プライドの高い彼が、こんなに自分を求めてくれるなんて。


　幸福感に、目が眩くらむような気がした。


「俺だって……好きだ」


　桂祐は前後の見境などすっかり失い、衝しよう動どう的に零してしまう。


　そして次の瞬しゆん間かん、自分の言葉に我に返ると、視線の先で、眞二が信じられないというような表情をしているのが見えた。


　何と言っていいかわからなくなり、桂祐は一気に顔を赤らめる。


　そして思わず視線を外そうとすると、興奮で掠れたような眞二の声とともに覗のぞき込まれた。


「俺のことが……好き？　だって、お前……」


「……アランのことは、噓うそだ。ごめん」


　覚かく悟ごを決めて桂祐が謝ると、眞二が大きく息を呑むのがわかった。


「本当に、ごめん。噓をついたのは……自信が、なかったから」


「……自信？」


　意味がわからないというような眞二の声こわ音ねに、桂祐は恥はずかしくなってうつむく。


　しかし促うながすように頰ほおを大きな手のひらで包まれてしまい、桂祐は小さく息をつくと、再び眞二の目を見つめ返した。


「……お前と付き合う、自信だよ。お前は俺を知りたいと言ってくれたけど、俺は口くち下手べたで面おも白しろいことが言えるわけじゃないし、毎日の生活だって平へい凡ぼんだ。俺と一いつ緒しよにいて、お前が楽しめるとは思えない。だからがっかりされたくなくて……」


　桂祐はそこで言葉を切ると、やはり堪たえ切れなくて視線を外した。顔がみるみるうちに赤くなっていくのがわかる。


　逃にげ出したい。


　そう思ったとたん、くちづけられた。


　その先を誘さそうような激しいものではなかったけれど、愛いとおしくて堪たまらないというように、唇くちびるを使って深く愛されてしまう。


「……っ」


　吐と息いきを奪うばわれた桂祐が大きく胸を喘あえがせると、ゆっくりと唇が離はなされた。それでも名残なごり惜おしそうに、最後まで小さなキスを落とされる。


「……そういうところが、可愛かわいくて堪らないんだよ」


　眞二はそう囁ささやくと、熱を帯びた瞳を笑えみで緩ゆるめる。


「そんなお前といられるだけで俺は楽しい。別に面白い話なんてしなくても、お前とは、服をつくるだけで繫つながれるような気がする。それが俺にとってはかけがえがないほど面白くて、楽しい。それにお前のその静かな雰ふん囲い気きに、ただ側にいるだけで満たされるような気がする」


　眞二はそこで言葉を切ると、冗じよう談だんめかすように小さく笑う。


「それに、面白い店とか遊びとか、そんなのはいくらでも自分でわかる。そんなことを恋こい人びとに求めるほど、俺はくだらなくないぜ。そう思われてるとしたら、ちょっとがっかりだな」


「だ…って、そういうのが好きそうじゃないか」


　桂祐はそう言いながら、目の前の男が遊び慣れていることを改めて思い出す。


「それに、他にも付き合ってる人がいるんだろう？　俺は、そういう中の一人にはなれない」


　あえてきっぱりと言うと、眞二はぽかんと目を丸くした。


「付き合ってる奴？　そんなのいねぇよ。誰のことだ」


「……瑞穂さん……とか」


　はっきりと口にすると、いかにも嫉しつ妬としているようで恥ずかしい。


　桂祐は顔が赤らむ気持ちだったが、眞二は聞いたとたんに小さく笑った。


「ああ、あいつか。あいつは違ちがうよ。大学のときの後こう輩はいで、もうとっくに結けつ婚こんしてる。親父おやじがもの凄い権力者で金持ちのお嬢じよう様さまだから、場慣れしてるだろうと思って選んだんだ」


「……それだけで、あんなに親しげな会話をするかな」


　思わずじろりと睨にらんでしまうと、眞二はばつが悪そうな表情をした。


「まあ……昔、ちょっとは友達以上だったことがないわけじゃないけど、でも、ほんのちょっとの間だぜ?!　それにお互たがい、遊びだったし。今は誓ちかって何もない！」


　むきになって誓う眞二の言葉に、桂祐は小さくため息をつく。


　遊びの相手が、何人いるんだ。


　でもさらに困るのは、それでも気持ちが全然引かないところだ。


　そんなところに躊躇ためらうどころか、それでも眞二が欲しいと思っている自分がいる。


　桂祐が再びため息をつくと、突とつ然ぜん眞二の腕うでが解とかれた。


　驚おどろいて顔を上げると、眞二が、ジャケットの内ポケットから携けい帯たい電でん話わを取り出すのが見えた。


　そして視界を横切るように部屋の隅すみに歩いていくと、そこにあったコーヒーメーカーの中に何の躊躇いもなく放ほうり込んだ。たっぷり作られていたコーヒーの中に、携帯が完かん璧ぺきに水すい没ぼつしたのが見える。


「……!!」


　桂祐が思わず声を失うと、眞二はこちらを見やってにやりと笑った。


「これで信じてもらえるか？　念のために言っとくけど、バックアップなんてないからな」


　眞二は再び桂祐のところまで戻もどってくると、笑いを嚙み殺すような表情をして腰こしを抱だき寄せてくる。


「他にご質問は？　ついでに何でも答えるぞ」


「っ……じゃ、俺を降ろした理由は？」


　つい流されてしまう自分が口惜くやしいような気持ちになり、桂祐はわざとそんな質問をした。


　するとそのとたんに、眞二の顔が赤くなった。


「え……おい？」


　その反応に驚くと、眞二はますます赤くなる。


「それは……嫌いやだったからだよ！」


「え？」


　意味がつかめず桂祐が目を丸くすると、眞二は恥ずかしくて堪らないというように横を向く。


「だから、お前がアランを好きだって聞いてたから！　仮かり縫ぬいのときも、お前とアランが近づいているのを見るだけで、叫さけび出しそうだった。なのに、あいつの部屋に行くかもしれないなんて……そんなの、地じ獄ごくだ。耐たえられない。だから」


「……そんなくだらない理由だったのか？」


　桂祐が呆あつ気けにとられると、眞二は子供が焦じれて地団太を踏ふむような顔つきをした。


「くだらなくなんかないだろ！　それだけお前に真しん剣けんだってことだろうが！　アランもお前のことが好きそうだったし……そんなのを目の前で見せられたら、スランプどころじゃねぇよ」


「お前って……」


　……可愛い。


　いつも傲慢なほど自信満々で才能にあふれ、成功するためには周囲と軋あつ轢れきを生み出そうが全く平気で、手段すら選ばないようなこの男が、そんな理由で自分を手放そうとしただなんて。


　桂祐が小さく吹ふき出してしまうと、眞二はますますふて腐くされたような表情をした。


　そんな彼を無む性しように愛おしく感じてしまい、桂祐は思わず手を伸のばす。


「……っ！」


　ぎこちないながらもそのまま引き寄せるようにしてくちづけると、眞二が驚いたように唇を震ふるわせたのがわかった。


　それに煽あおられ、自分も吐息を震わせてしまいながら、桂祐は再び眞二の唇に触ふれる。


　ちゅっ…と音が立ってしまって恥ずかしかったけれど、自分から求めた眞二とのくちづけは、目が眩みそうなほど甘い気がした。


　全身が痺しびれるように感じながらも、キスを続けようとしたとたん、痛いほどの強さで顎あごを摑つかまれる。


「っ……桂祐……」


　堪こらえきれないとでもいうように名前を呼ばれて、そこから貪むさぼりつくしたいというように深く愛されてしまう。桂祐も必死になってそれに応こたえ、二人でそこから溶とけ合うようなキスを繰くり返した。混ざり合った荒あらい吐息とともに、すでにどちらのものかわからなくなってしまった唾だ液えきが唇の端からいやらしく滴したたっていく。


「桂祐……好きだ……」


「ぅ、ん……俺も……俺も、好き……」


　くちづけの合間に二人は熱に浮うかされたように囁き合い、それにますます煽られて、互いを奪い合うように愛し合い始める。ここが仕事場だということもすっかり忘れ、我が慢まんできないというようにくちづけあって、求め合う。


「ン……んンっ」


　桂祐は夢中になって、侵しん食しよくするように入り込んできた眞二の熱い舌に応えた。捏こねるように互いを絡からめて上うわ顎あごを擦こすり合う。唆そそのかすように舌を扱しごかれ、その先せん端たんを甘く嚙かまれた。そうされるだけでぞくぞくと腰が痺れ、焼きつくような熱が滴り、堪らなくなる。


「ぁ……ふ、ぅっ……」


　中心に集まっていく熱に焦らされ、桂祐は思わず一度腰を擦りつけてしまった。眞二のものもすっかり硬かたく熱を孕はらんでいて、当たっただけでぞくぞくとする。


　するとくちづけの中で眞二が小さく笑うのがわかった。


　しかし彼は特に何をするわけでもなく、ただくちづけを深めるだけだ。歯列をなぞられ、唇を舐なめられ、唆すように柔やわらかく歯を立てられる。


「ぅ……ンっ」


　そうやって焦らされることでいっそう強くなった熱を持て余し、桂祐はねだるように眞二の背中に腕を回して彼のシャツを握にぎり締しめた。


　もっと眞二に近づきたい。


　もっとぴったりくっつきたい。


　彼の肌はだに、早く触れたい。


　我ながら恥はずかしいとは思うものの、堪えきれずにシャツを引っ張りだして、その中に手を滑すべらせる。むき出しになった眞二の背中の感かん触しよくを手のひらで感じ、ぞくぞくとする。


「ン……っ」


　桂祐がぶるりと腰を震わせると、眞二が低く喉のど奥おくで笑った。ゆっくりとくちづけが外され、飲み込みきれない透とう明めいな糸が二人を繫つなぐ。それをべろりと舐められながら、可愛かわいくて堪たまらないというような眼まな差ざしで覗のぞき込まれる。


「ただキスだけで感じてるのか？　相変わらずエロいな」


「っ……お前だって、そうだろうが……！」


　そう反はん撥ぱつはしたものの、恥ずかしさに泣き出したいような気持ちになってうつむくと、からかうようにこめかみや耳にキスを落とされた。そして大きな彼の手のひらにパンツの上から尻しりを摑まれ、ゆっくりと腰を擦りつけられる。


「俺はまだまだ……こんなもんじゃないって知ってるだろ？　もっとでかくしてくれよ」


「……っ、この……ぁ、あぁっ！」


　ふざけるのもいい加減にしろといいかけたとたん、ぐにぐにと尻を揉もまれて、布地の上からいやらしく後ろを擦り上げられた。それだけで再び感じてしまい、桂祐は思わず眞二のからだにしがみつく。恥ずかしくて嫌だと思っているはずなのに、嬲なぶられるまま、腰が震えて蠢うごめいてしまう。


「……っ、くっ……」


　その羞しゆう恥ちに耐えるように桂祐が眞二の肩かた口ぐちに額をこすりつけると、満足げな笑えみとともにあちこちにくちづけられた。甘えるように誘さそわれる。


　促うながされるまま再び深いキスに応こたえると、眞二も腰を動かし始めた。まるで擬ぎ似じセックスのように、後ろを揉まれて擦られながら、スーツ地越ごしに互たがいを擦り合わされてしまう。


「……ぅ、ぁ、はっ……」


　そのもどかしさに煽られ、桂祐は腰を震わせた。溶け始めていた先端がますます潤うるみ、下着を濡ぬらしていくのがわかる。そんな潤みの中で張りつめた自身が不規則に跳はねて擦られ、ますます追い上げられてしまうのがわかる。


「ン、ぁぅ……も、ぉっ……！」


　達いきたいけれど、これだけでは足りない。


　桂祐が思わず眞二の口の中で呻うめくと、眞二が小さく笑ったのがわかった。


「なんだ、これじゃ不満なのか？　それじゃ、どうして欲しいんだ」


　そんなこと、言えるわけがない。


　桂祐が真っ赤になってうつむくと、ますますからかうような口調で唆される。


「口で言えないなら、態度で表してくれてもいいんだぜ？　例えば……こうやるとか」


「……!!」


　眞二はそう言うやいなや、桂祐のファスナーを引き下げてしまう。そして指を差し込むと、ゆっくりと下からなぞりあげた。


「ぁ…は……っ」


　ようやくもたらされた感触とはいえ、やはりもどかしいそれに焦れ、桂祐はびくびくと腰を震わせた。すると愛しくて堪らないというように喉奥で笑われ、顔中にキスを落とされる。


　そして眞二のからだにしがみついていた手を柔らかく外され、張りつめて硬い彼のものへと導かれた。


「ほら……俺のも出してくれよ。いい加減、辛つらいからな」


「……っ」


　桂祐はひとつ息を呑のみこむと、眞二の前に手を伸ばした。震えそうになる指先でファスナーを下ろしたとたん、ぬるりと自身の中に手を入れられてしまう。


「ぁっ……」


　びくんとからだを震わせると、そのままそこを揉みしだかれた。


「あぁんっ……！」


　その衝しよう撃げきに近い快感に自分でも驚おどろくような甘い声を漏もらしてしまうと、その瞬しゆん間かんに、手のひらに当たっていた眞二がびくんと大きくなるのがわかった。その熱にさらに煽られていると、ほんのわずかに荒くなった眞二の声が、耳元で笑う。


「すげぇイイ声……もっと、聞かせろ」


「っ、ぁ、ああっ……！」


　そのまま容よう赦しやなく嬲られ、桂祐はびくびくと腰こしを跳ねさせた。やられているだけでは嫌だと、必死になって自分の手も動かす。


「ああ……イイ……すげぇ気持ちいいよ、桂祐……」


　また少しだけ荒くなった眞二の吐と息いきと掠かすれかけた声に感じて、ますますぞくぞくとする。桂祐は自身を愛される甘さに引き摺ずられそうになりながらも、必死で眞二を愛あい撫ぶした。


　すると眞二の腰が、それを最大限に楽しむかのようにゆっくりと蠢き始める。


「……っ」


　その卑ひ猥わいな動きに煽られ、桂祐は跳ねる腰を堪えるように息を詰つめた。すると荒い吐息とともに、煽るように囁ささやかれる。


「なんだよ……気持ちよく、ねぇのか？」


　そんなことはない。


　そうは言ってもやはり言葉にはできず、桂祐はただ首を横に振ふって見せた。


　すると眞二は、小さく笑って耳元にくちづけてくる。


「ちゃんと、言えよ……その方が、感じる」


　ねだるように甘く唆されて、桂祐はしばらく躊躇ためらってから口を開く。


「っ……きもち…いっ……ぁっ…！」


　言葉にしたことでますます感じてしまい、桂祐はとうとう不規則に腰を跳ねさせた。


「ぁっ、も……も、だ、めっ……でるっ……！」


　半ば涙なみだ目めになってすがるように眞二を見上げると、彼もぶるりと腰を大きく震わせる。


　そして堪えきれないというようにくちづけてくると、犯すように自身を桂祐のものに擦りつけてきた。眞二の大きな手のひらの中で、二人のものは一いつ緒しよに激しく扱かれる。


「あ、ああっ……!!」


　その硬さと濡れた熱に煽あおられ、桂祐はびくびくと内うち腿ももを引き攣つらせた。それに煽られたように、眞二のものも一際大きく膨ふくれて脈打つ。


「……っ」


「ぁあっ……!!」


　二人が呻き合うより一いつ瞬しゆん早く、眞二の手によって作業台の上にあった端は切ぎれがかけられた。桂祐と眞二は、二人で創つくりあげた服の元である布の中に全すべてを吐はき出す。


「…ぁ……」


「桂祐……」


　あまりに激しい快感に全身の力が抜ぬけてしまい、桂祐がくたりと眞二に身を預けると、荒あらい息の中、もう一度愛しい相手を確かめたいというようにキスをねだられた。


「ん……」


　それに応えて穏おだやかな気持ちを分け合っていると、どうしてももっとくっつきたくなる。欲望は吐き出したばかりだから、そういう激しい気持ちではないのだけれど、無性に眞二に抱だきつきたいような気がしたのだ。


　桂祐は一瞬躊躇ためらったけれど、込み上げてくる気持ちには勝てず、おずおずと眞二のからだに両りよう腕うでを回した。そして彼の胸の中に顔を埋うずめるようにすると、ぎゅっと抱きつく。


「……桂祐？」


　少し驚いたように優やさしく問われて、桂祐は耳まで真っ赤になるのを感じた。それでもまだ足りなくて、ますます強く彼を抱き締しめる。


　すると眞二は仕方が無いなというように小さく笑って、黙だまって深く抱き締め返してくれた。


　そして頭やこめかみに柔やわらかなキスを落としながら、可愛くて堪らないというような声をかけてくる。


「いきなり、どうしたんだよ」


　桂祐としては幼い子供のようで恥はずかしかったのだけれど、重ねて問われて渋しぶ々しぶ口を開いた。


「…………よくわからないけど……なんだか、もう少しこうしたくなったんだ」


「もう少し？」


　意味がわからないというような眞二の言葉に、桂祐はますます顔が赤くなるのがわかった。


「……もう少しこう……くっつきたいというか」


　茹ゆだるような気分を堪こらえてそう言ったとたん、頭上から眞二の呻くような声が聞こえる。


「……？　う、わっ……!!」


　何事かと顔を上げようとしたとたん、作業台の上に押し倒たおされた。その意味を問いただす間もなく、再び情熱的にくちづけられてしまう。


「な……」


　突とつ然ぜんのことに桂祐が抗こう議ぎの声をあげようとすると、逆に怒おこったような表情をした眞二に、睨にらむように目を合わせられる。


「お前なあ……！　可愛かわいすぎること言ってんじゃねーよ！　せっかく最後までは我が慢まんしてやろうと思ってたのに、できなくなるだろうが！」


「え、ちょっ……あ、やっ……！」


　さすがにそこまではやりすぎだろうと、桂祐は必死で抗あらがう。


　さっきまでは激情に任せてすっかり頭の中から飛ばしてしまったけれど、ここは眞二の部屋とはいえ、職場なのだ。そして、今は仕事中。


　しかし再び眞二にたっぷりと愛され始めてしまうと、またしても引き摺られてしまう。


　だめだって、頭ではわかっているはずなのに……くそっ……!!


　ああ、もう、なんでこんな奴やつを好きになってしまったんだ……。


　今までの自分が守ってきた真面目まじめさが、こんなにもあっさりと崩くずされてしまうとは。


　桂祐は心の中でそう舌打ちしながらも、結局はそのまま、愛しい相手のからだに腕うでを回してしまうことになった。


　そんな二人の創り上げたアシンメトリーな例のドレスは、その後、映画の爆ばく発はつ的なヒットとともに世界中で話題となり、アカデミー賞において衣装デザイン賞にノミネートされてしまうほどの騒さわぎとなるのであるが、それは二人が愛を深める間、もう少し先の話である。







終わり





悪あく魔まなあいつに愛あいされて





真しん上じよう寺じしえ
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